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　城内の一角に、地下に造られた牢ろう獄ごくがある。やがては首を刎はねられるほどの重罪人──特に謀む反ほんの疑いのある者が収しゆう監かんされるそこに、敬けい達たつもつながれていた。

　当然陽光が差し込むことはなく、天てん井じようから滲にじみ出る地下水で石の床ゆかは濡ぬれている。けれどきちんとした寝床があるはずもないので、申し訳程度に隅すみに置かれた湿し気けた藁わらに身を横たえるしかなかった。敬達は少しでも楽な体勢をとろうと身じろぎしながら、鉄てつ格ごう子しの向こうで揺ゆらめく松たい明まつの灯あかりをじっと見つめる。

　臥が竜りゆうと小しよう弓きゆう姫きが手を組んだ──。

　王位争いの末、漁ぎよ夫ふの利りを得て王位についた、やる気のない現王。それを廃はいして己おのれの家が後こう見けんする公子を王位につけるため、敬達はそんな小弓姫の噂うわさを流して義ぎ賊ぞく臥竜に衆しゆう目もくを集め、生じた隙すきに乗じて王の命を狙ねらおうとして──結果が、この有あり様さまだった。

　──あの、女。

　良くて流る罪ざい、悪ければ極きよつ刑けい。そんな自分の未来をはじめ、憂ゆう慮りよしなければならないことは山ほどある。しかしここ数日、敬達の思考を占しめているのは、ある一人の女のことだった。仕官してからずっと見てきた尊そん大だいな公こう主しゆでも、過去をひた隠かくしにして生きる少女でも、己の家が後見していた妃きさきでもない。つい先日、蒼そう天てんによって引き合わされた女だ。

　女が自分と同じ囚とらわれの身であることは、身に纏まとうよれた白い服を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。化け粧しようなどしているはずがないし、髪かみもどれだけ櫛くしを通していないのかぼさぼさである。それでもやけに堂々とした態度をとり、強い眼光で敬達を射い抜ぬいた女を、蒼天は微び瑛えいと呼んだ。

『では、頼んだよ』

　扇おうぎを手渡しながら微瑛だけを中に入れ、格こう子しの向こうで蒼天が微ほほ笑えむ。それを気に食わなそうに一いち瞥べつした彼女は、ふんと鼻を鳴らした。

『あっち行ってな。──一いつ緒しよに術をかけられたいなら別だけどね』

　蒼天がわずかに警けい戒かいしながら少し距離を置く。その様子を視界の端はしで捉とらえながら、敬達は口の中で呟つぶやいた。

『術……』

『そうさ』

　腰こしを折った微瑛は座ったままの敬達の顎あごに扇を添そえ、顔を無理やり上げさせる。わずかに揺れる灯りの中で、彼女は口の端を上げた。唇くちびるに公主のような艶つやはない。しかしまるで紅べにを引いているかのように、やけに赤く見えた。

『あんたがあんまり何も喋しやべらないからって、泣きつかれてね。術をかけて、口を割らせろってさ』

『お前、黒こく竜りゆう賊ぞくの……！』

　黒竜賊には怪あやしげな術を使う者がいるということは知っている。時には行動を操あやつり、時には人の記き憶おくまで弄もてあそぶという彼らの術。──敬達は、涼すずしい顔をしている蒼天が目の前の女道士に何をさせようとしているのかを知り、顔を引きつらせた。

『……正気かよ、蒼天。国賊の手を借りるなんて。お前の一いち存ぞんか？　偉えらくなったもんだな』

　罪人と司法取引をすることはある。しかし相手は彼かの国賊の一員で──国は法をもって、術の使用を禁じているのだ。どこまでもまっすぐな武官たちが、それを許きよ容ようするとは敬達には思えなかった。

　しかし蒼天は首を横に振る。

『提案したのは私だが、上も承知のことだよ。かなり無理をして認めさせたのは否ひ定ていしないがね。──さすがに体てい裁さいが良くないから、秘ひ密みつ裡りに事をすませろとのお達しだ』

『いいのかよ？　そんなことしたら、俺おれは小弓姫のことまで全部喋るぜ』

　公主黎れい華かの我わが儘ままに付き合わされる形で、敬達は名門柳りゆう家の生き残りである驪り珠しゆと面めん識しきを得た。早々に彼女が小弓姫であると気づいたもののずっと口をつぐんでいたのは、蔡さい妃ひの息子永えい皓こうを王位につけるためには柳家の名前が必要で──驪珠に言うことを聞かせる、いい材料になると思ったからだ。

　捕ほ縛ばくされてから様々な拷ごう問もんを科されたが、敬達は今まで、蔡妃のことも驪珠のことも沈ちん黙もくを貫つらぬいていた。

　小弓姫の正体を喋って、武官たちを混乱に陥おとしいれてやろうと何度も思った。けれど結局言わずにいるのは、生き延のびた時の万が一の可能性に賭かけているのか、意地なのか、それとも自分が思っている以上に驪珠のことを気に入っているのか、自分でもよく分からずにいる。

　──でも、弓の勝負はしたかったな。

　弓を得え手てとする者として伝説に挑いどんでみたかった、と敬達は現実から逃とう避ひするように考えた。

『それを喋られると私も困る。だから──微瑛』

『悪く思わないでほしいね。小弓姫がどうなろうとあたしには関係ないけど、あの娘こが窮きゆう地ちに陥おちいれば飛ひ龍りゆうさまが危険を顧かえりみずに駆かけつける。使われるのはしゃくだけど、あたしにとっては飛龍さまを守るためだ』

　余裕ある態度を崩くずさずに微瑛が扇を開いた時、敬達はようやく、蒼天の真意に気づいた。

『驪珠ちゃんのことを忘れさせようってことか』

　その目的を達成するために、蒼天は事件の真相を吐はかせるという口実のもと、微瑛に術を使わせることを上に認めさせたのだ。

　しかし気づいてももう遅い。敬達の視線は、薄うす暗ぐらくて柄がらなど見えはしないのに、不思議と扇に吸い寄せられていた。

　術中にはまっている。そう気づいた次の瞬間には意識が遠のいていて、現実に戻ってきた時には微瑛の姿も蒼天の姿もなかった。──それなのに。

「何で忘れてないんだろうな……」

　もしかしたら、何かごっそり抜け落ちている記憶があるのかもしれない。あると思っている記憶は偽いつわりのものなのかもしれない。けれど小弓姫の正体に関しての記憶に、欠けつ陥かんがあるようには思えなかった。

　──あの女、わざと俺の記憶を残したな。

　勿もち論ろん女道士がしくじった、という可能性もある。それでも敬達が確信に近い思いを抱いているのは、意識が飛ぶ前に見た嫣えん然ぜんたる姿からどうしても失敗の二字が浮かばないからだ。

「ったく、何考えてやがる──っと」

　誰かがこの地下牢に下りてくる気配がして、敬達は口を閉ざした。石造りの階段を一歩進むごとに牢全体に足音が反響する。

　どうせ見張りだろうと踏ふんで、敬達は鉄格子に背を向けるように寝返りを打った。

　──ん？　違うのか？

　より鮮せん明めいに聞こえるようになった足音は、二つ。しかもどちらも武官や兵士のように軽快なものとは言いがたい。微かすかだが軍装の武官ではありえない、裾すそを引きずるような音も拾うことができ、敬達は眉み間けんに皺しわを刻きざんだ。──こんな音を立てて歩くのは、あれこれと着込んだ高位の官か、女くらいだ。

　そしてその音は、敬達の牢の前でぴたりとやんだ。

「燕えん、敬達」

　名を呼ばれ、敬達は薄うす暗ぐらい闇やみの中でゆるゆると目を見開く。

　静せい寂じやくに包まれたこの場に響く、その声を知っていた。

　しかしこんな所に──少なくとも自分程度の人間に会いに、こんな所までわざわざやって来る人物でないことも知っていたのだ。

　跳はね起きて振り返り、そして目を眇すがめる。

　格子の向こうで赤々と燃える松明の光をしょって、その人物はじっとこちらを見つめていた。

「あなた、は……」

　気づけば立ち上がり駆け寄っていた。左足につながれた鎖くさりに引っ張られ、均きん衡こうを崩しながらも鉄格子に指をからめる。焦あせった様子に口の端を上げた相手が小声で告げた言葉に、敬達は言葉をつまらせた。

「俺を、ここから出すっていうんですか？　そりゃあ、俺にとっては願ってもない話ですが。──でも、どうしてあなたが」

「ごちゃごちゃうるさいね」

　鬱うつ陶とうしそうな若い女の声が割り込んできて、敬達はぎょっとする。二人分の足音を拾っていたはずなのに、驚おどろきすぎてその存在を忘れていた。

「お前、黒竜賊の……」

　後ろからすっと姿を現したのは、先ほどまで思考を占めていた女だ。拘こう束そくされることもなく悠ゆう然ぜんと立つその姿になぜとかすれた声で呟くと、微瑛は肩をすくめた。

「青せい蒼天の野郎が来る前にこいつが来てね。言うことを聞けば逃にがしてやると言われたのさ。ここから出られさえすれば、あのいけすかない野郎の言うことを聞く理由なんてない。──あんただってこんな所に長なが居いはしたくないだろ？　だったら難しい話は後だ。今は黙だまって受け取りな」

　言って微瑛は無む造ぞう作さに格子の中に何かを放り込む。反射的に受け取ったそれは、己を拘束する足あし枷かせの鍵かぎだった。
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「実は、後こう宮きゆうに召めし上げられることが決まったんだ」




　朱しゆ明めいが何の前まえ触ぶれもなくふらりと単身で趙ちよう家にやってきたのは、ある長閑のどかな昼下がりのことだった。珍めずらしい、という驚おどろきの感情は、すぐに喜びへと変わる。驪り珠しゆは嬉き々きとして部屋に通すと、すぐさまお茶やお茶菓子を用意させた。

　しかし朱明がそれに手を伸のばす気配はない。いつになく浮うかない顔をして卓たくの上に置かれた茶器の水面をじっと見つめていた彼は、やがて意を決したように顔を上げ、常つねとは違う友の様子に戸と惑まどいを感じ始めていた驪珠に対して、静かな声こわ音ねでその決定を伝えた。

「朱明、冗じよう談だんは──」

　思わずくすりと笑えみを形作った顔は、すぐに強こわ張ばることになる。こちらを見つめてくる朱明の鳶とび色いろの瞳に浮かぶ色は、どこまでも真剣だったのだ。気け圧おされる形で驪珠はごくりと息を飲む。

「噓うそ、まさか、本当に……？」

「ああ」

　声が震ふるえている、と驪珠は思った。問いかける自分の声も──答える朱明の声もだ。

　それがまぎれもない真実なのだと悟さとってしまった驪珠に、徐じよ々じよに驚きよう愕がくが訪れた。ゆるゆると目を見開くと、だって、と声にならない悲鳴と共に口くち許もとを両手で覆おおう。

　そんな驪珠の縋すがるような視線から顔を背そむけ、朱明は驚くほど淡たん々たんとした口く調ちようで続けた。

「主しゆ上じようの正妻──后きさきとして後宮に入るよう、一昨日おととい兄上のもとに正式な申し入れがあった」

「后……」

　もしも朱明がただの良家の娘なら、驪珠は驚きこそすれ、心から祝福しただろう。后──王の隣となりに座ることが許ゆるされるその唯ゆい一いつの地位を得ることは、女性にとっては最高の名めい誉よだった。

　夫となる玄げん奏そうだって、良い王かと問われれば即答はできないが、とりあえず良い人であることを驪珠は知っている。きっと妻を大切にしてくれるだろう。

　──だけど、朱明は。

　驪珠が言葉を失っていると、朱明は忌いま々いましげにため息をついて銀色の前髪をかきあげた。

「まったく、厄やつ介かいな顔に生まれたものだ」

　美少女にも美少年にも見える中性的な顔。誰もがはっとなるほどの美び貌ぼうを自じ嘲ちよう気ぎ味みに歪ゆがめてそう言うが、驪珠はそのせいばかりとは思わなかった。

　──私が。

　公こう主しゆ宮きゆうに呼ばれた時、朱明に一いつ緒しよに来てほしいと言わなければ。

　後宮などに迷い込み、玄奏を公主宮に連れてこなければ。

　それらのことがなくても、いつか朱明は王に見み初そめられていたのかもしれない。けれどつい「もし」と考えてしまうのを、驪珠は止めることができなかった。

　青せい家の兄弟。──その兄にも弟にも、大きな迷めい惑わくをかけている。それが申し訳なくて、何か彼らのためにしたいと思っているのに、どうしていつも空から回まわりで、こうやって足を引っ張ることしかできないのだろうか。

　──ごめんなさい。

　そう謝ることもできない。口にしたところできっと彼は首を振って、薄うすく笑いながら気にするなと言うのだ。行くと決めたのは自分だから、と。

「蒼そう天てんさまは、何て」

　己おのれの不ふ甲が斐いなさに唇くちびるをきつく嚙かみしめながら問うと、朱明は肩をすくめて投げやりに答えた。

「兄上は──」










「──というところで目が覚さめたの」

「そうか。それは実に楽しい夢だな」

　夢の中と同じ長閑な昼下がり。

　話の途中から苦く悶もんの表情で頭を抱かかえていた男装の麗れい人じん──ということになっている少年は、言葉とは裏腹に、楽しいとは微み塵じんも思っていなそうな棒ぼう読みに近い口調で感想を述べた。

　機会あって公主黎れい華かに呼ばれ、王宮に足を踏ふみ入れることになった驪珠。その道連れのような形で共に王宮を訪れた朱明が、この国で最も高貴な存在に一ひと目め惚ぼれされたのは、つい最近の話だ。

「……まさか、あれから何か進展しちゃったの？」

「変なこと言わないでくれ。進展なんてしてたまるか！」

　緊張、と言えばいいのだろうか。友人がいつになく気を張り、落ち着きがないように思えて驪珠が恐る恐る尋たずねると、間かん髪はつを容れずに切り返される。おまけに朱明はおぞましいことを聞いたと言わんばかりに身を震わせた。

「今日、主上に遭そう遇ぐうしなければいいんだが……」

　そうぼやき、窓の外に広がる昼時の賑にぎわう街並みに視線を転じた朱明は今、驪珠と共に馬車に揺られている。これから王宮に住まう佳か人じん、黎華に会いに行くのだ。

　一時公主宮に滞たい在ざいしていた驪珠だが、王が命を狙ねらわれる事件があって家に帰された。事が落ち着いてから一度招待されたものの、それ以来──およそひと月ぶりである。

　こうして再び呼ばれたということは、事件の捜そう査さも終わったということなのだろう。

　──敬けい達たつさまは、どうなったんだろう。

　かつては黎華からの使者として驪珠の送そう迎げいに当たった彼は今、謀む反ほんの罪で捕とらえられているという。しかしその処しよ遇ぐうについて、枢すう昱いくは言葉を濁にごすばかりで教えてはくれなかった。

　──もしかしたら、もう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　暗い思考を追い払うように軽く頭を振ると、驪珠は努つとめて明るい声を出して朱明を励はげましてみた。しかし、じろりと向けられる目が「他ひ人と事ごとだと思って」と責せめてくる。

「ほら、主上だってお仕事があるでしょうし、日が落ちる前に帰ってくれば──」

「──驪珠、知っているか」

　朱明は驪珠の希望的観測を遮さえぎって力なく首を振った。日の光を浴びてきらきらと輝かがやく銀髪が背中で揺れるが、今日はいつものような冴さえが見られない気がする。

「主上はな、昼食後のひと時、必ずまったりのんびりのほほんと亀かめの〝黎華〟さまの散歩をなさるそうだ。つまり、その時間は暇ひまなんだ」

「そ、そういえば」

　玄奏が賊ぞくに襲おそわれ朱明が撃退したのは、麗うららかな昼下がりに〝黎華〟の散歩をしている時のことだった。

　だから主上の習慣について知っているのだろうと驪珠は納なつ得とくしかかるが、朱明の言葉は止まらない。

「特に今日のように晴れている日は甲こう羅ら干ぼしをするには最適らしい。ということは──」

「──詳くわしい、のね」

　つらつらと淀よどみなく語る姿に、驪珠は異常なものを感じて思わず椅い子すの端はしに寄る形で距離をとった。朱明が自嘲気味に笑う。

「詳しくもなる。毎日のように日記のような手紙が来るんだからな。おそらく今の私は女によ官かんよりも主上の行動を把は握あくしているぞ」

「それは……」

　──ちょっと読んでみたいかも。

　ぼんやりと椅子に座り続けるのは得意でも、書面と睨にらめっこするのはこの上なく苦手そうな王。その玄奏が毎日必死に文面を考えながら筆を握にぎる姿を想像した驪珠は思ったが、さすがに口には出さなかった。朱明が、本当にまいっているように見えたからだ。

[image: ]

　──無視するわけにはいかないものね。

　手紙が来るたびにきちんと返事を出しているのだろう。──おそらく、当たり障さわりのない言葉や内容を慎しん重ちように選び、推すい敲こうに推敲を重ねたものを。

　何でも無ぶ難なんにこなすが、やはり身体からだを動かす方が性しように合っている朱明にとって、それは苦く行ぎように近いに違いなかった。

「……本当に、夢の通りの展開になったりしてね」

　鮮せん明めいに思い出せる夢の内容を脳のう裏りに描えがきながら呟つぶやくと、朱明が額ひたいを手で押さえて呻うめいた。

「洒しや落れにならないからやめてくれ。そんなに進展させたいのか」

「そうじゃないけど。──ああ、蒼天さまは何て？」

「兄上？　この間『光栄じゃないか。しっかりお相手するんだよ』と言いながら亀かめに関する書物を山のように押し付けてきたぞ」

　投げやりに言う朱明は、兄が打開策を考えてくれることなど最初から期待していないらしい。声には諦あきらめの響きがあった。

　──蒼天さまは、どう思っているのかしら。

　嫁とつぐことは不可能とはいえ、朱明が王の覚えめでたい存在になるというのは、出世を狙う蒼天にとって悪くない話だ。上う手まく取り入るよう命じるのも不思議な話ではない。

　──でも、どっちかっていうと楽しんでるわよね。

　驪珠の知る蒼天とはそういう人だ。いつだって笑みを浮かべて、余裕のある口ぶりで。──彼ならばどんな状じよう況きようも事前に予期していて、笑いながら切り抜けてしまうような気すらしてしまう。

『敬達のことは心配しなくていいよ。君のことは、忘れるように取り計はからったから』

　つい最近もこんなことを言われたから、余計に蒼天の字じ引びきに不可能の文字がないように思えてしまうのかもしれなかった。小しよう弓きゆう姫きから柳りゆう驪珠になるにあたって色々と手を回してくれたらしい彼は、今でも驪珠によくしてくれる。

　──あの夢。

　朱明が後宮に入るという、夢。

　驪珠は途中で目覚めてしまったが、もし夢の続きを見ていたなら、朱明は蒼天の言葉を何と伝えたのだろうか。

　どうしようもないと言うのか。

　それとも、いつもと変わらない笑顔で──。

　──いや、さすがにそれは蒼天さまでも無理よね。

　驪珠がそう結論づけたところで馬車が速度を落とした。目を外に転じれば見慣れた城じよう壁へきが見える。そしてほどなくして、遅おそく出仕してきた官かん吏りや城門を守護する武官たちでそれなりに賑にぎわう王宮前の広場の一角で静止した。

「ほら、手を貸しな」

　御ぎよ者しや台だいから降り立ち、当然のように先に驪珠へ手を差し出したのは、今日の仕事は午後からだからと送ってくれた枢昱だった。大きくごつごつとした硬かたいその手をとって、驪珠は軽やかに地面に降り立つ。そのあとに、誰の手も借りることなく朱明が続いた。

「いやあ、色々と噂うわさは聞いていたが、大変みたいだな朱明どの」

　近寄ってきた兵士の一人に馬の手た綱づなを預けながら枢昱が苦笑する。道中、口を挟はさむことこそなかったが、馬車の中で交かわされていた会話にはしっかり聞き耳を立てていたらしい。

　改あらためて思い返せば王に対する不ふ敬けいと取られてもまったくおかしくない危険な内容だ。武官という立場上、形だけの注意くらいはされるかと思ったが、十分楽しんだらしい枢昱は小こ言ごとの一つも口にする気配がない。

「噂……？」

　不ふ審しんそうに朱明が問い返すと、枢昱はよく日に焼けた精せい悍かんな顔ににやりと笑みを浮かべ、白い歯を見せた。

「主上が運命の出会いを果はたしたと評判だぞ」

「それは」

「俺おれたち武官にも結構広まってるが、女官の間で特に凄すごいらしいな。女は怖こわいぞ。阻そ止しするための動きまであるって話だからな。──もっとも」

　もし見初められたのが驪珠だったら真っ先に阻止するための活動に加わりそうな従兄いとこは、蒼天から色々と情報を仕入れているのか、意味ありげな視線を朱明に投げかける。

「主上が妃きさきを迎むかえるのが嫌いや、というよりは、朱明どのが誰かに嫁ぐのが嫌、ということらしいじゃないか。人気者だな、朱明どの」

　がっくりとうなだれた朱明のたそがれた背を、枢昱が励ますように叩たたいていた。

　──そんなに広まってるんだ。

　ある程度予想はしていた。──おそらく、朱明だってそうだろう。

　玄奏が朱明を見初めた現場を多くの女官が目撃しているし、そもそも女官の間での朱明の人気が凄まじい。

　王と朱明。

　女官の最大級の関心事が二つくっついたのだ。羽のように軽い女官たちの口に、上のぼらないわけがなかった。

「……頑がん張ばって」

　そっと朱明の肩に手を置いた驪珠は、あることないことを吹ふい聴ちようされる気持ちを誰よりも理解している自信があった。今だって、枢昱がこの場にいる官吏や武官たちに従妹いとこ自じ慢まんを始めるのではないかと気が気でないほどだ。

　そこまで考え、ふと周囲を見回した驪珠は皆みなが一様に足を止めこちらを遠巻きに見ていることに気がついた。集まる視線の多さに思わず肩を揺らし、隣に立つ朱明の服の裾すそを引く。

「あれが……」

「銀の髪。まさか、件くだんの……？」

「では黒髪の方が……。見ろ、あの上じよう機き嫌げんな枢昱どのを。あんな満面の笑み、見たことがないぞ。間違いあるまい」

　文官になれるのも武官になれるのも男のみだ。こんな所に小娘がいれば目立つのは仕方がない。実際、女装した時の朱明も、美しさが際きわ立だっていたということもあったが注目の的まとだった。だが、これは──。

「……枢昱どの、行こう」

　驪珠の言いたいことを察した朱明が、うんざりした顔でため息交まじりに促うながすと、枢昱も大きく頷うなずいた。

「そうだな。こんな所で驪珠を惜おしげもなく人目にさらすなんて勿もつ体たいない。驪珠が減る！　ましてや朱明どののように誰か高官に見初められでもしたら。──だ、大丈夫だぞ驪珠。どんな奴やつに言い寄られても俺は断ってやるからな！　俺の剣はそのためにあるんだから！」

「兄さま……。ううん、何でもないわ」

　祖父の仲ちゆう毅きが聞いていたら卒そつ倒とうしそうな決意を、拳こぶしを握りしめながら力強く口にした従兄に対し、驪珠はもう乾かわいた笑みしか出てこなかった。










　鮮あざやかに彩いろどられた豪ごう奢しやな宮の前に数人の人影が見える。宮を守護する武官と、付き添そいの女官。──その中心に、遠目からでも目を引く華はなやかな美女は立っていた。

　王宮という目がくらむような空間や、常に大勢の人に見られている感覚はいつまでたっても慣れず落ち着かない。しかしそれでも驪珠は、五日前に使者が来てから、今日という日を心待ちにしていた。

　趙家にいる時とも、朱明と話している時とも違う楽しさがここにはある。同性の友人と他た愛わいないお喋しやべりをすることがこれほど楽しいものなのだと、驪珠は初めて知った。

　しかし黎華は公主だ。公主宮に滞在していた時は意識していなかったが、会おうと思って簡単に会える人ではないことに、家に帰されてからようやく気づいた。──だからこそ、貴き重ちような機会を存ぞん分ぶんに楽しもう、と驪珠は胸を躍おどらせていた。

「黎華さま、こん──」

「──よく参まいったな、驪珠！　城門まで行けなくてすまなかったな。そこの頭が固い武官どもが、わらわとそなたの逢おう瀬せを邪じや魔まするかのように立ち塞ふさがったのじゃ！」

　以前のように城門で出迎えることを阻止されたらしい黎華は、一瞬背後に控ひかえる武官に吹雪ふぶきのような冷たい、恨うらみがこもった視線を投げかける。宮の前でこうして今か今かと待っている間もかなり機嫌が悪かったのだろう。武官たちの顔にはまだ緊張が張り付いていた。

　しかし両腕をいっぱいに広げて驪珠に向き直った黎華は、絶ぜつ世せいといっても過か言ごんではない美しい顔に蕩とろけるような笑みを浮かべている。

　ちなみに朱明のことはやはりというかまるで眼中にはないようだったが、彼は彼で後ろに控える女官たちから熱い視線を送られていた。

「やはりそなたの顔を見ると癒いやされるな。ああ、わらわは寂さびしかったぞ！」

　驪珠に挨あい拶さつをする隙すきを与えず、黎華は怒ど濤とうの勢いで喋り続ける。

　全力で好意をぶつけられ、嬉うれしい半面気き恥はずかしくもあった。驪珠には一生できない感情の表し方だと思う。同時に、自分の黎華への気持ちを上手く表現することができなくてもどかしく思った。それに──。

　──兄さまみたい。

　かけられる言葉一つ一つが、公主宮から帰宅した際に枢昱から言われたものにそっくりで、思わずくすりと笑ってしまう。そして驪珠は己の斜ななめ後ろ──複雑な顔をして立ちつくしている従兄の様子をこっそりと窺うかがった。

『朱明もいるし、公主宮まで二人で行けるわ』

　そう主張したにもかかわらず、枢昱は心配だと言い張って公主宮までこうして無理やりついてきた。公主宮までの道中よりも、公主宮に着いてからのことを案じていたのではないかと、今思う。

「ふふふ。もっとよく顔を見せるがよい」

　驪珠の意識が他に向いたのに気づいたのか、黎華は両手を驪珠の頰ほおに添え、優しい挙きよ措そながら強制的に己の方に顔を向けさせた。

　──あ。

　その瞬間、枢昱の手がぴくりと動いたのを、驪珠は視界の端で確かに捉とらえた。

　美少女好みという風ふう評ひようがある彼女に気に入られ、驪珠が公主宮の女官に召し上げられることを誰よりも危き惧ぐしている彼にとって、この触ふれ合いが愉ゆ快かいなはずがない。それでもぐっと耐たえているのは、相手がまがりなりにも王の姉──長ちよう公こう主しゆだからなのだろう。

　──いつまでもつかしら。

　黎華の言葉に相あい槌づちを打ちながらひやひやして見守っていると、枢昱はあっという間に我が慢まんの限界を超えたようだった。わざとらしく咳せき払ばらいをして注意を引いてから、拱きよう手しゆして恭うやうやしく声をかける。

「ご挨拶が遅れました。いつも俺の驪珠がお世話になっているようで」

「うちの」ではなく「俺の」。しかもその言葉が強調されているのは、決して気のせいではないだろう。

　──私はいつから兄さまのものになったのよ。

　驪珠は呆あきれて口を挟もうとするが、黎華の方が早かった。驪珠を自分のもとに引き寄せ肩を抱くと、青せい灰かい色の目を細めて枢昱を見る。

　身長は黎華の方が低いのに胸を反そらしているせいで、見下ろしているような格かつ好こうだった。そしてそれは、両者の間で黎華が優位に立っていることを示しているようでもあった。

「気にするでない。わらわが好きでこの宮に呼び寄せただけのこと。それに、これはわらわと驪珠の問題。そなたには関係なかろう。──さあ、驪珠。今日は何をして過ごそうか」

　鈴を転がすような声で笑う黎華は、枢昱の視線を意識しているせいか過か剰じようなほどじゃれついてくる。従兄ならいざ知らず、公主相手にその手を振りほどけるわけもなく、実際不快でもなかったので驪珠はなすがままにされていた。が、枢昱はそれが不満で仕方ないらしい。

　恨みがましい目を向けた枢昱の口から、地を這はうような低い声が漏もれた。

「くそっ。俺だって最近はあそこまでさせてもらえないのに……！」

「枢昱どの。本音が漏れている」

　巻き込まれてはたまらない、と言わんばかりに沈ちん黙もくを貫つらぬいて見守っていた朱明が、冷やかな声で突っ込みを入れる。ぐっと枢昱が黙だまり込んだが、黎華との間で交こう錯さくする視線はまるで火花が散ちっているかのようだ。

「同どう族ぞく嫌けん悪おか」

　朱明が、誰に向けてというわけでもなく独ひとり言ごとのように呟く。たまたまそれを拾った驪珠の脳裏に、ふと楽しそうな声が蘇よみがえった。

『お前ら気が合うぜ、きっと』

　枢昱と黎華を指し、あけすけな性格をした武官は言った。従兄と実に楽しそうにじゃれ合っていた彼がこの光景を見たら、果たして何と言ったのだろうか。

　──二人とも、どう思っているんだろう。

　驪珠についてではない。敬達についてだ。

　枢昱にとっても黎華にとっても、敬達はかなり親しい存在だったはず。そんな彼の裏切りについて、二人はどう折り合いをつけているのだろうか。

　──少なくとも、元の関係には戻れない。

　そしてそれは、敬達に限った話ではない。

　小さな弓の姫。──小弓姫。

　そう呼ばれていた己の過去が枢昱や黎華に露ろ見けんした場合も、きっと同じことが言えるのだろう。

　──どうしたら、いいんだろう。

　常に感じている漠ばく然ぜんとした不安。それを解消しようと最近幾いく度どとなく胸きよう中ちゆうで繰くり返している問いに対する答えを、驪珠はまだ得られていなかった。

　──私は……。

　出口の見えない迷宮に迷い込んでしまったような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　そんな驪珠を現実に引き戻したのは、黎華でも枢昱でも、朱明でもない。聞き覚えのある穏おだやかで、少し間ま延のびした声だった。

「姉上、わしをお呼びで──おお、朱明ではないか！」

　場にいる全員が声の方に顔を向ける。逆に言えば声を発するまで誰にも気づかれることなく接近していた王は、煌きらめく銀色の髪の持ち主を見つけるやいなや顔を輝かせた。

　亀こそ連れていなかったが、親しみのわく丸い雰ふん囲い気きは変わらない。相あい変かわらず、刃物のように鋭するどい雰囲気を有する黎華と本当に同腹の姉弟なのかと問いただしくなるような和なごやかさだった。

　玄奏とは対照的に、朱明の表情は硬い。そしてそれは、周囲を取り巻く女官たちにも同じことが言えた。せっかく憧あこがれの「王子さま」が来たのに、ろくに話す間もなく「王さま」に横取りされてはたまらないと、美しい顔にありありと書いてある。

「お呼び。そうか、そういうことか……」

　驪珠も朱明も、黎華が弟をこの上なく疎うとんじていることを知っている。公主宮に足を踏み入れるなと言い放つ現場すら見たことがある。

　それなのにわざわざその弟を呼びつけたとなれば、目的は一つしかないはずだ。

　本能的に思うところがあるのか、黎華は朱明のことをあまり快こころよく思っていない。にもかかわらず今日驪珠に加えて招待を受けたことに対し、初めから嫌な予感しかしていなかったらしい朱明は、公主の思おも惑わくを理解し天を仰あおいだ。

　──あくまで「弟の恋を応援」じゃなくて「朱明に対する嫌がらせ」なのが凄いわ。

　さすがに王の登場とあって枢昱は他の武官と共に膝ひざをついて顔を伏ふせた。──が、噂の現場を目まの当あたりにし、緩ゆるんだ顔を隠かくすためなのではないかと邪じや推すいしたくなるほど肩が小こ刻きざみに震えている。

「姉上！」

　玄奏は、感かん極きわまったように姉を呼んだ。

「珍しくわしを呼ばれたと思ったら、こういうことですか！　感謝いたしますぞ！」

　おそらく黎華の意い図とに気づいていないのは彼だけだ。

「朱明、元気にしておったか？　おぬしに会えて、わしは嬉しいぞ」

　そしてこの場に流れる、何とも言えない空気に気づいていないのも王だけだろう、と驪珠は思った。

「しまった。おぬしがおるなら〝黎華〟を連れてくればよかったのう」

「ほう、なぜじゃ？」

　亀の名前に顔を引きつらせながら、ぐっと耐えて黎華は問う。声音は玄奏に対するものとは思えないほど優しいが、好こう奇き心しんが見え隠れした猫ねこなで声だった。

「無む論ろん、朱明が〝黎華〟に会いたいと手紙で言っておったからですぞ、姉上」

「……玄奏。そなた、もう少し行間を読むことを学んだ方がよいぞ」

「む。おぬし、亀が好きなのではないのか？」

「それは……」

　迷まい子ごの子供のような目で見つめられた朱明がたじろぐ。逡しゆん巡じゆんして視線を彷徨さまよわせた彼だが、結局は諦めて力なく頷いた。

「……好きですよ。亀の〝黎華〟さまにも、是ぜ非ひ、お会いしたいです」

「やはりそうか！　おぬしはわしが驚おどろくほど亀に詳しいからのう」

　ぱっと玄奏が顔を綻ほころばせる。

　──蒼天さまが渡した書物、ちゃんと読んだのね。

　亀に対する知識の出所を知る驪珠は、朱明の生き真ま面じ目めさに感動すら覚えた。もしかしたら、亀の情報でひたすら字数を稼かせいでいるだけなのかもしれないが。

「色々と教えてもらいたいと思っておったのだ。宮中には亀に明るい者はおらぬゆえ」

「私も、そこまで詳しいわけでは……」

「いやいや、謙けん遜そんはいらぬぞ。そもそも亀を愛してくれる者も少ないのだ。〝黎華〟がまだ小さき頃は女官も慈いつくしんでくれていたように思うのだが、持ち上げるのに難なん儀ぎするようになった頃からどうも皆、寄りつかぬ。不思議なものよ」

　玄奏は世にも奇き妙みようなことを語るように腕を組み、こてんと首を傾かしげるが、何のことはない。女官たちが「愛あい玩がん用」として愛めでるには〝黎華〟が成長しすぎただけだ。

　掌てのひらに載のるような大きさだった頃ならともかく、今のように大きくなってしまっては嚙まれるのではないか、といった心配も出てくる。若い女官たちは、完全に尻しり込ごみしてしまっているようだった。

「姉上とて、いつまでたっても誤あやまった方法で〝黎華〟とお戯たわむれになるし……」

　憂うれいのある表情で玄奏が息を吐はいた。それと同時に公主黎華のこめかみがぴくりと動く。

　──〝黎華〟がこの場にいなくてよかった。

　驪珠は不ふ憫びんな亀に心から同情した。もし玄奏がこの場に連れてきていたら、きっと公主の方の黎華はいつかのように布靴に包まれた足で立りつ派ぱな甲羅を遠えん慮りよなく踏みつけ、ごろりと転がしていたことだろう。そしてこれは戯れているのではなく苛いじめているのだと誰かが進言しても、きっとこの王は至し極ごく真面目な顔で「姉上がそんなことをするはずがないではないか」とでものたまうのだ。

　様々な家から降こう嫁かを望まれている黎華だが、もしかしたら彼女が嫁いでこの王宮から消えることを誰よりも望んでいるのは、あの亀なのかもしれない。

「そうかそうか。ならば二人仲良く散歩でもしながら亀談義をするがよい」

　話の矛ほこ先さきが自分に向いてきたからか、黎華は朱明の背中を乱らん暴ぼうに押した。玄奏の方へと押しやられた彼は、命令にも近い提案に、すべてを諦め腹を括くくった、悲ひ壮そうともいえる顔をしている。

「おお、姉上！　朱明をお借りしてもよろしいのですか」

「よい。わらわが許す。行け、行ってしまえ」

　黎華がひらひらと手を振った。驪珠には鬱うつ陶とうしい羽虫を追い払うようにしか見えないが、玄奏には姉が快く送り出しているように見えるのかもしれない。彼は嬉しそうに「行ってまいります」と返事をすると、いそいそと朱明に近づいてきた。

「では朱明、行くとするかのう。ちと早いが今日は──」

「──甲羅干しには最適な日よりですね、分かります」

「その通りだ。さすが朱明よのう」

　こうして玄奏は軽やかな足取りで、朱明は重い足取りで、連れだって公主宮を後にする。残された女官たちの恨みがましい視線を一身に受ける黎華はしかし意に介かいすこともなく、ただ愉快そうにその背を見送った。

「主上の好みはもうちょっとほんわかした娘かと思っていたから意外だな」

　二人が完全に視界から消えた頃を見計らって、立ち上がった枢昱がしみじみと言う。

「まあ、確かに朱明どのは後宮にはいない類たぐいの美女だしなあ。主上の気持ちも分かるが。──いや、驪珠！　俺はお前と朱明どのを比べたことなんてないし、驪珠が後宮の女官に劣おとるなんて考えたこともないぞ！」

「……兄さま」

「見初めるなら驪珠だろうとか、でもそれはそれで困るからやっぱり朱明どのでよかったとかなんて、俺は全然思ってないからな！」

「わらわはどうせ妹ができるなら驪珠がよかった」

　驪珠が相槌を打つ気も失せたところで、黎華が唐とう突とつに口を開いた。枢昱が目を見開き、大おお仰ぎようにのけぞりながら、敵を威い嚇かくする動物のように険けわしい視線を公主に向ける。

「ま、まさか驪珠を……！」

「公主宮の女官に任じようかと思った時もあった。だが、女官はわらわに仕つかえる者。わらわは驪珠と、主人と僕しもべの関係を築きずきたいわけではないからやめた。──だが、玄奏に嫁ぐのならば、そなたは王宮に住みながら、今よりもっとわらわと対等な関係になれる」

　驪珠が驚いて黎華の顔を見上げると、彼女は「願望にすぎぬ」と薄く笑った後、何かを思案するように顎あごに手を当てた。

「それにわらわは朱明がどうにも気に食わぬ。だから妹になるなど考えたくもなかったが……最近は、それはそれで面おも白しろいと思えてきたから困る」

「面白いって、黎華さま」

「面白かろう」

　黎華は二人が消えて行った方向を顎でしゃくる。それに、と彼女は珊さん瑚ごの色の艶つややかな唇から大きなため息を漏らした。

「あやつが嫁をもらおうともらうまいと、世よ継つぎが生まれまいと、わらわは一向に構わぬ。しかしその原因が亀に心を奪うばわれたせいだとでも伝わり、傾けい国こくの美女ならぬ傾国の亀として、〝黎華〟の名が後世の史書に綴つづられると思うと我慢がならん。──というわけで」

　黎華はがらりと声の調子を変えて、極めて自然な動作で驪珠の手を取った。

「優しい優しいわらわは、可愛かわいい弟の恋の行方ゆくえを本気で案じておるのじゃ。追いかけるぞ、驪珠」

　──やっぱり。

　悪戯いたずらを計画した子供のような顔をして言われた内容に、驪珠は別段驚かなかった。朱明と玄奏を引き合わせただけで、彼女が満足するはずがないのだ。

「はい」

　追いかけ、物もの陰かげから見守って。それで状況が変わるわけではないことは分かっていたが、驪珠は朱明のことが気にかかって、いてもたってもいられなかった。

　──あの夢。

　無む邪じや気きな笑みを浮かべた王を見てからというもの、幾度となく漠然とした不安が胸をよぎっている。

「ふふふ。以前は無ぶ粋すいな輩やからに邪魔されたが、今回はそれもなかろう。さて、どう転ぶか──」

「──枢昱さま！」

　突とつ如じよ、女官のものではない上うわずった声が割り込んだ。

　発言を遮られたばかりか、呼ばれたのは黎華ではなく枢昱。

　黎華の隣にいた驪珠は、それまで饒じよう舌ぜつだった彼女の機嫌が急降下したことを感じ取った。

「何じゃ。──見かけぬ顔だな」

　黎華の青みがかった灰色の瞳が睨みつけたのは、外がい朝ちようの方から駆かけつけてきたのか、肩で息をしている若い武官だった。身につけているものは枢昱と同じもの。公主宮付きの武官ではないことは、他の武官たちの反応ですぐに分かった。

　王宮内を守護する武官たちは、同じ近衛このえでも城下を守る花形部署の者たちに対抗意識を持っているのだという。だから公主宮の門前に立つ武官たちは、先ほどから刺とげ々とげしい目を枢昱に向けていた。──新しくやって来たこの武官に対しても、まるで自分たちの聖せい域いきが侵おかされたとでもいうような険けん悪あくな視線を無遠慮に投げつけている。

「あ……」

　まだ若い武官は、黎華と公主宮の武官たちが己を歓迎していないことを、すぐに察さつ知ちしたようだった。たじろぎながら形ばかりの挨拶をすませ、縋すがるように枢昱を見上げる。

「枢昱さま！　もう、捜さがしたんですよ！　どうしてこんな所に……」

「付き添いだ。従妹の」

　枢昱が顎で驪珠を示したので、つられるように武官の目も動く。彼はここで初めて、公主の隣に女官でもない娘がいることに気がついたようだった。

　まだ幼おさなさが残る顔は向けられる威い圧あつに今にも泣きだしそうに歪められていたが、すぐに驚きの表情にすりかわる。

「従妹……」

　思わず、といった調子で漏らされた言葉に、驪珠は物凄く嫌な予感がした。

「あなたが、あの……」

　それが「公主さまの今のお気に入りの」と続くのか、「枢昱さまがいつも言いふらしている」と続くのかなど、知りたくもない。

「で、どうしたんだ？」

　驪珠が常々苦く言げんを呈ていしているせいか、さすがに続く言葉によっては最愛の従妹の機嫌を損そこねることに気づいたらしい。さりげなく先を言わせないように、枢昱は部下と思わしき武官を促した。

「そうだ！　大変なんですよ！　昨日の夜に──。とにかく枢昱さま、早く来てください」

　まだ若い武官ははっとなり、枢昱の裾を引きながら何かを耳打つ。慌あわてる武官の様子を微笑ほほえましく見ていた従兄の顔色が、傍はた目めにも分かるほどはっきりと変わっていった。

「わらわの前で密みつ談だんなど百年早いわ。申せ」

　怪け訝げんそうに目を細め様子を見ていた黎華は、驪珠の手を一いつ旦たんほどくとずいと前に出る。枢昱はちらりと驪珠を見てから、失礼しますと言い置いて黎華の耳元に口を寄せた。

　──兄さま？

　枢昱がこちらを見たのはほんの一瞬のことだった。けれど嫌というほど知っている、驪珠を気き遣づかう色が瞳に浮かんでいた気がした。

　生じた疑問は形にならないまま濃こくなっていく。──いつも不敵な黎華の顔色もまた、はっきりと変わったからだ。

「驪珠、すまぬが少し宮を空あける」

　黎華は驪珠を振り返ると、苦しそうに眉まゆを寄せた。

「どちら、に？」

「軍の──そうじゃな、大将軍にでも会ってくる。そなたもやつに呼ばれているのであろう？」

　視線を向けられた枢昱が真剣な面おも持もちで顎を引く。

　大将軍。

　それは軍の頂点に立つ人間だ。武の名門と謳うたわれる趙家。──その当主たる仲毅ですら、届かなかった地位である。

　もともとは武官の最高職であるが、黒こく竜りゆう党とうと武力がらみの衝しよう突とつが増えるにつれて権力を増していった。宰さい相しようの威い光こうが衰おとろえたわけではないが、今では内政の方にもかなりの発言権を有しているその地位に就つく男の名を、董とう孟もう先せんといったはずだ。

「案じることはない」

　驪珠の瞳が不安げに揺れたのを見た黎華が、手入れの行き届いた荒れ一つない手で、まるで幼子に接するように頭をなでた。

「少し武官が──そう、公主宮に属する武官が不ふ始し末まつをしたようでな。折せつ角かくそなたが来たというのに……」

　すぐに頭から重みが消える。

　残念そうに息を吐いた黎華は、驪珠のことをもてなすようにと女官たちに命じ、ついでに公主宮付きの武官を数人居い丈たけ高だかに呼び寄せると、枢昱たちを伴ともなって足早に外朝へと消えていった。

「……何が起こったんだと思う？」

　枢昱が慌てる様さまは、驪珠がらみで度たび々たび狼ろう狽ばいすることもあってそれなりに見慣れている。しかし黎華があそこまではっきりと青ざめるのは初めて見る気がした。彼女は玄奏が賊ぞくに襲われた時ですら、驪珠の口を塞いで諭さとすだけの余裕があったのだ。

　──武官の不始末って……。

　公主宮の武官のことなら、本来枢昱が関わることではない。それに不始末ごときで黎華がそこまで驚くはずがない。そう思って残された女官たちの顔に視線を巡めぐらせるが、彼女たちも首を傾げるばかりだ。

「分かりませんが……驪珠さまが気になさる必要はありませんわ。どうせ知ったところで、我々では何も口を挟めません」

「武官の──外のことに首を突っ込むことは女官の職分ではありませんから。必要があれば黎華さまが教えてくださいますよ」

　口ぐちにいう女官たちは、気にするどころか自分たちには関係のない世界のことだ、と冷めている節ふしすらある。公主宮は王宮の中で女たちの世界と男たちの世界の境界が最も不ふ明めい瞭りような場所だが、意識の中でははっきりと線引きがなされているようだった。

　──必要があれば教えてくれる、か。

　枢昱は黎華に伝えた。けれど二人とも、驪珠に教えようとはしなかった。

　何があったのかともっと直接的に問うても、心配はいらないと言うばかりで教えてくれなかっただろう。──実際、重大な事件が起こっていたとしても、驪珠が知ったところで何もできない。

　──黎華さまは、公主なんだ。

　堂々とした後ろ姿を見送りながら、驪珠は改めてそう思う。

　こうして国の中ちゆう枢すうにいる高位の文官や武官と、黎華はきちんと話ができるのだ。彼女のことだ、表面的な説明を受けるだけでなく、鋭く答えにくい質問をいくつも飛ばすのだろう。玄奏以上に把握している事柄だってあるのかもしれない。

　黎華は自分勝手な「お姫さま」ではなく、あくまでれっきとした一国の「公主」なのだ。

　──それに比べて、私は。

「驪珠さま、これからどうなさいますか？　朱明さまを追いかけられるのでしたら、お供いたしますが」

　悶もん々もんとした思考を抱え、黎華が見えなくなっても立ちすくんだままでいた驪珠に声をかけてきたのは、公主宮に滞在していた際に驪珠の世話を任まかされていた女官、芳ほう春しゆんだった。彼女の関心は慌ただしく消えて行った黎華から朱明へと完全に移っている。行きたくてたまらない。むしろ行かせてくださいと逸はやる気持ちが声に滲にじみ出ていた。

　──そういえば芳春は朱明が大好きだったわね。

　頰を染そめながら朱明の話をしていた姿を思い出し、驪珠は苦笑する。

「芳春は、主上と朱明が──」

「──反対です！」

　驪珠がすべてを言い終わる前に、芳春は悲鳴にも近い声で叫さけんだ。予想以上の勢いに目を瞬しばたたかせるが、周囲の女官も一様に力強く頷いている。

「確かに朱明さまがお后さまにおなりになればずっとこちらにいらっしゃるのでしょうけれど、きっと男装はなさらないでしょうし……。それに、朱明さまは女官全員のものだと、皆で決めたのです！」

「そ、そう」

　力説に気圧されるような形で驪珠はとにかく頷いた。

　公主宮内での朱明の圧あつ倒とう的てきな人気を再確認すると共に、玄奏の評判がますます落ちるのではないかと少し考えてしまう。──もしかしたら黎華にとっては、それも計画のうちなのかもしれないが。

「それで、どうなさいますか？」

　若じやつ干かん血走った目で再度問われる。

　──どうする？

　驪珠はもう一度、黎華と従兄が消えていった方向に目を走らせる。

　気にはなる。でも、追いかけて問いただすわけにはいかない。──自分に甘あまい彼らを、そんな形で困らせたくはなかった。

　かといって一人考えていても答えが出るわけではない。ならば今自分がすべきなのは、もう一つの懸け念ねんである朱明の様子を探さぐることくらいだ。

　驪珠は未み練れんを断ち切るように芳春に視線を戻すと顎を引いた。

「行くわ。気になるし、黎華さまも知りたいだろうし」

「分かりました！　ご案内いたします！」

　ほっと胸をなでおろす芳春の声は弾はずんでいる。「朱明さまは女官全員のもの」と言っておきながら、ちゃっかり抜け駆けしているところが油断ならない。

　とはいえ、驪珠も女官全員を引きつれて尾び行こうするつもりはなかったので何も言わなかった。

　黎華が消え、朱明もいなくなり、そして驪珠もこの場から去るとなれば他の女官が公主宮の入口に立ち続けている理由はない。彼女たちはそれぞれ目もく礼れいをしてから、静しず々しずと立派な建物の中に引き返していった。

「朱明たちはどこにいるのかしら？」

「おそらく後宮ではないかと。──こちらです」

　芳春ははしゃいだ様子を見せながら、驪珠を振り返り指で方向を示す。目指している場所はすぐに分かった。いつだったか、驪珠が間違えてくぐったあの月げつ亮りよう門もんだ。

　色づいた木々が美しい公主宮の庭園を進めば、記き憶おくと寸分変わらぬ美しい円がくりぬかれている壁に行き当たる。その曲線に手をかけながら門をくぐると、公主宮と同じで、けれど更さらに規模が大きい後宮の庭園が眼前に広がった。

　──綺き麗れい。

　前に来た時は一面青々とした緑が生おい茂しげっていただけだったが、すべてが赤や黄色など彩り豊かに変化している。これらのことも考えて造られたのだろう精せい緻ちな庭は、とりあえず木を植え池を造り魚を放して体てい裁さいを整えただけの趙家のものとはかけ離れていて、驪珠は圧倒されるばかりだった。

「驪珠さま、こちらへどうぞ」

　やみくもに歩き出そうとした驪珠の袖そで口ぐちを芳春が引っ張る。

「女官が使う道で申し訳ありませんが、色々な所に通じております」

　芳春に導みちびかれるまま脇わきにそれれば、そこには貴人の目に入らぬよう巧こう妙みように隠された細い道が確かに存在していた。この道を辿たどれば、玄奏が寝起きしている後宮の正せい殿でんにも行けるようだ。

　──面白い。

　黎華といては絶対に目にすることができなかった光景だ、と思うと自然と頰が緩む。驪珠は朱明を追うという目的も半なかば忘れ、わくわくと胸を躍らせながら頭を巡らせた。

「甲羅干しと仰おつしやっておりましたから、おそらく……」

　よほど朱明のことが気になるのか、芳春は振り返ることなくずんずんと先へ歩いていく。枝分かれしている箇か所しよもあったが、まったく迷うことなく道を選び取っていく彼女は、驪珠より幼くともやはり公主宮の女官だった。

「──あっ」

　三度目の分ぶん岐きを通って少し進んだ時、芳春が短く声を上げた。木の陰かげから女が一人現れたのである。

　女官が使う道だというのだから、誰かとすれ違っても何もおかしいことはない。しかし芳春は立ち止まると気まずそうに目を泳がせた。

　女の足も止まる。じっくりと観察するように見てくる彼女の視線を、驪珠は逸そらすことなく受け止めた。

　──高位の、女官？

　歳としは三十に届くか否いなかだが、清せい楚そな、そして浮うき世よ離ばなれした雰囲気を身に纏まとっている。いかにも優しそうで、芳春の態度の意味が驪珠には分からなかった。

　──もしかして、女官でもない私がここを歩いているのを咎とがめられるとか？

　ここは後宮。女官用の道を歩くどころか、玄奏も黎華も伴わない状態で驪珠がほいほい立ち入れる場所ではない。

　芳春がそのことについての叱しつ責せきを恐れているのならと驪珠は口を開きかけるが、言葉を紡つむぐのは相手の方が早かった。

「──柳、驪珠さん？」

　まろやかな声に名を呼ばれ、驪珠は目を見開いた。自分の名前を当てられたこともそうだが、もっと驚く点がある。

　──さん？

　さま、をつけて呼ばれたいわけではない。

　それでも女官たちは黎華の客分である驪珠のことを、親しくなってもかたくなに「驪珠さま」と呼び続けていた。

　──この人は。

　脳裏に一つの可能性が浮かび上がる。驪珠は恐る恐る、その名を口にした。

「蔡さい妃ひさま、ですか？」

「そうよ。はじめまして。お会いできて嬉しいわ」

　王宮内に、貴人と呼べる女は黎華を除のぞけば一人だけ。──その残る一人は胸の前で手を合わせると、玄奏を連想させる穏やかな笑みを浮かべた。










　──黎華さま、さすがにそろそろ戻っているかしら。それに朱明も……。

　慌てて非礼を詫わびて頭こうべを垂たれようとした驪珠に、蔡妃は「いいのよ」と軽く笑ってあまつさえお茶に誘さそってきた。断るわけにもいかず、結局朱明の姿を確認することができないまま驪珠は蔡妃の宮に招き入れられている。

　蔡妃は玄奏の死んだ兄の妻だ。正式な居を後宮に構えるわけにもいかず、黎華同様離宮を与えられ、息子である永えい皓こうと共に暮くらしている。

　その離宮のことを皆は公主宮と並べ、「公こう子し宮きゆう」と称しようしているらしい。

　構造も公主宮と大差なく、同じような大きさで、同じように煌びやかだ。壁に造られた月亮門から後宮に通じているのも同じで、驪珠はそこから公子宮に足を踏み入れることになった。

　強しいて違いをあげるとするならば、公主宮が城内の東端に位置しているのに対し、公子宮は西端にあるという程度だ。公主宮から随ずい分ぶん歩いた、という感覚が驪珠にはあった。

　──それに、女官が少ない……？

　蔡妃と永皓の二人を世話しなければならないはずなのに、公主宮に比べると閑かん散さんとしている気がする。頭を巡らせ人の気配を探っていると、前方から声がかけられた。

「突然、ごめんなさいね」

　玻は璃りで作られた華きや奢しやな円卓。その向かい側に座る蔡妃は、女官がお茶を用意するのを待ちながら、申し訳なさそうに眉まゆ根ねを寄せて上うわ目め遣づかいに驪珠を見ている。

　──想像と違う。

　それが、驪珠の蔡妃に対する第一印象だった。

『よからぬ野心を抱いているという噂もございます。お気をつけくださいませ』

　先に公主宮に帰らせた芳春は、以前そう警告した。事実、敬達は蔡妃の息子を王にするのだといって動いていた。だからだろうか。驪珠は勝手に黎華に負けず劣らずの、はっきりした性格の持ち主を思い浮かべていた。

　──どちらかというと、地味だわ。

　目鼻立ちは整っているが、ぱっと目を引く華やかさがあるかと言われれば首を傾げてしまう。化粧は薄く、少し癖くせのある髪は飾かざりを沢たく山さん使って飾り立てているわけでもないし、身に纏っているものも一品一品かなり上質なものであるが、決して派手な配色ではない。

　何も知らなければ女官と間違えてもおかしくない。──本当に、そんな慎つつましやかな人だった。

「いえ。……でも、どうしてあんなところを歩いていらっしゃったんですか？」

「あら、女官でない者があの道を通ってはいけないという規則はなくってよ」

　ふふふ、と子供のように無邪気な顔で蔡妃は笑う。円卓の中心に並べられている色とりどりのお菓子のように、甘くふんわりとした笑い声だった。

「でも本当によかったわ。まさか驪珠さんに会えるなんて。わたくし、ずっとあなたに会ってみたいと思っていたの。なのにずっと黎華さんがべったりで、付け入る隙がなくて困っていたのよ。贈おくり物をするのがせいぜいで──使ってもらっているみたいで、とても嬉しいわ」

　蔡妃に言われ、驪珠は無意識のうちに手で耳たぶを触れた。

　花の形をした、華奢な金細工の耳みみ環わ。家を出る前、いつものように遠慮なく驪珠を飾り立てにかかった枢昱は、目ざとくこれを発見してつけさせた。

「女官たちは、もっと目立つ華やかなものがいいと言っていたのだけれど」

「いいえ！　これ、凄く可愛くて、つけやすくて、気に入ってるんです。私もあんまり派手なのは好きじゃなくて……ありがとうございます」

　驪珠の好みに合う、つまり派手ではない贈り物。もらった時にはどうしてこれを選んだのかと理由を考えたりもしたが、実際に蔡妃に会って、妙みように納得する思いだった。

「よかったわ。あんまりじゃらじゃらつけていると重くて困っちゃうのよね。わたくし、女官たちを本当に尊敬するわ。──別に素す敵てきな殿との方がたが見ているわけでもないのに、どうしてあんなに頑張って着飾れるのかしら？」

　何の悪気もなく、本当に不思議そうに蔡妃は首を傾かたむけて柔やわらかな頰に指を滑すべらせる。驪珠は返答に窮きゆうし、誤ご魔ま化かすようにお茶を口に運んだ。渋しぶい味が口の中に広がる。

　──ど、どうしよう。

　蔡妃は、本当にさらりと返答に困ることを口にする。けれど嫌味などではなく、純じゆん粋すいに思ったままを口にしているように見受けられた。

　誰に気を遣うわけでもなく大切に育てられ、無む垢くなまま育つとこうなるのかもしれない。

　──嫌な人じゃないんだけど。

　玄奏に似ているところがある、と思う。しかし彼がのほほんとしているとするならば、蔡妃はぽやんとしていてどこか摑つかみどころがない。

　煌びやかすぎて肩が凝こるこの宮中において、自然体の蔡妃と話しているとほっとすることは確かだ。だが一方で気を抜いた時にさらりと怖いことを言われるので、どきどきしてしまうのだった。

　──黎華さまとは気が合わなそう。

　宮の位置も離れているし、思い返せば黎華はほとんど蔡妃の話題を口にしなかった。──つまり、そういうことなのだろう。

　あれこれと驪珠が考えている前で、蔡妃は細く繊せん細さいな指先で焼き菓子をつまみながらおっとりと話を振ってきた。

「驪珠さんは、どうしてあそこを歩いていたの？」

「主上を探していたんです」

「ああ、丁ちよう度ど〝黎華〟のお散歩の時間だものね」

　公主の黎華の前では、女官たちは気を遣って亀の名前を呼ぼうとしない。驪珠は玄奏以外に何のためらいもなく亀を〝黎華〟と呼ぶ人間を初めて見た。

「昔は凄く可愛らしかったのに、今はもう随分と大きくなって……。もっと大きくなったら、そのうち小さな女官なんてぱっくりと食べられてしまいそうで、心配だわ」

　お菓子の木があると本気で信じていそうな蔡妃の脳内では、巨大になった亀が女官を食い散らかす場面が克こく明めいに描き出されているのかもしれない。

　怖いわよねと真顔で言われ、驪珠は曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

「でも、驪珠さんは黎華さんに呼ばれてここに来たのでしょう？　それなのに、主上に会いに？」

「主上と一緒に友人がいるはずで」

「友人……」

　気を取り直すように別のお菓子に手を伸ばそうとしていた蔡妃の手がぴたりと止まる。化粧っ気のない顔に複雑な色が走った。

「蔡妃、さま……？」

　驪珠が驚いて瞬まばたきを一度すると、元通りの柔にゆう和わな笑みに戻っている。見間違いだろうかとも思ったが、一瞬だけ放たれた強い嫌悪が気のせいだとは思えなかった。

「噂は聞いているわ。随分凜り々りしい方なんですってね。お名前はええと、確か──」

「──朱明です。青、朱明」

　しかし蔡妃は何もなかったかのように話を進めていく。途切れた言葉を驪珠は戸惑いながらも引き継いだ。

「そうそう。朱明さん。青蒼天どのの妹君なのよね」

「蒼天さまを、ご存じなんですか？」

　外朝の官吏などとは無む縁えんそうな彼女の口から、さらりとその名が出てきたことに驚いて驪珠が尋ねると、蔡妃は大きく頷いた。

「知っているわ。彼は黒こく竜りゆう賊ぞく討とう伐ばつの第一人者と言われているし。──わたくし、黒竜賊は大嫌いなのよ」

　言っているうちに蔡妃の声に熱が帯おびる。顔を歪めた彼女からびしびしと伝わってくる「嫌い」という感情は、少しも取り繕つくろわれることがなく、子供が向けるもののようにまっすぐだった。

　──この世に悪者なんていないと思ってそうだったのに。

　あまりの豹ひよう変へんぶりに驚いていると、蔡妃が身を乗り出してきた。

「あなたもそうでしょう？」

　当然のように問われ、驪珠は蔡妃を見返した。逆に即答しない自分のことを、彼女は不思議そうに見ている。

「両親の敵かたきなのだから、憎にくいでしょう？　人が小弓姫とかを讃たたえているのを見て、腹が立ってこない？」

　蔡妃は返事を待っている。この場で頷かないとおかしいことは、驪珠も分かっていた。

　しかし。

　──何て、言えば。

　口の中が、喉のどの奥までからからに乾いて声が出ない。声が出たとしても、言うべき言葉が見つからなかった。

　──憎い？

　黒竜党に対して抱く様々な感情。その中には確かに、憎しみも混ざっているのかもしれない。

　ずっと騙だまされていた。世界のすべてだと思っていた価値観が覆くつがえされた。

　驪珠が両親を知らないのも、こうして今あれこれと悩なやんでいるのも、もとをただせばすべて黒竜党のせいなのだから。

　──いっそ、憎み切れたらよかったのかもしれないわ。

　それならば、きっともっと楽だった。──でも驪珠は、己の過去をすべて肯こう定ていした上で折り合いをつけると決めたのだ。

　だから上うわ辺べだけの噓だとしても、蔡妃の問いに対して首を縦に振りたくなかった。

「……分からないんです」
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「あら、そうなの？　そういえば、記憶がないんだったわね。ごめんなさい、変なこと訊きいて」

　蔡妃は残念そうな顔をしたが、曖昧な態度を咎めることはなかった。

「話が逸れてしまったわ。あなたのご友人の話だったわね。──驪珠さんから見て、朱明さんってどんな方なの？」

「え、と……。いつも男装なんですけれど、それがとても凛々しくて、似合っていて」

　突然の質問に面めん喰くらうが、蔡妃は興味深そうに聞いている。

「武芸にも秀ひいでていて、剣の腕前とか凄いんです。でもとても優しくて、いつも気を配ってくれて、頼りになって、自慢の友人で……。公主宮の女官にも大人気なんですよ。──あまりに人気で、ちょっと嫉しつ妬としちゃうくらいです」

　気づけば思っていた以上につらつらと言葉が口をついて出ていた。公主宮とはまったく関係のない相手だけに、少し素す直なおになれている自分がいる。

　そんな驪珠に蔡妃はふふっと笑って、口許に片方の手を添えた。

「まあ、驪珠さん。何も知らなければ、好きな殿方の自慢を聞いているようよ？」

「え……」

「朱明さんのこと、本当にお好きなのね」

　蔡妃の言う「好き」が、同性の友人に対する好意なのだということは分かっている。けれど率直にそう問われ、驪珠は思わず言葉をつまらせた。

　──私ったら、何を考えて。

　顔に血が上る。思わず下げた視線の先で、蔡妃がことり、とお茶を卓に置いた。

「ちょっと、思っていた以上だったわ。どうしましょ。──あのね、驪珠さん」

　空いた両手を膝にのせ、蔡妃が背筋を伸ばす。その神しん妙みような声音に驪珠もはっと顔を上げ、つられるように姿勢を正した。

「な、何でしょう」

「これから言うことに、気を悪くしないでほしいの。本当なら、わたくしにこんなことを言う筋合いはないのだし」

　これまで散さん々ざんずばずばと発言しておきながら、蔡妃は言いにくそうに言葉を濁し、驪珠から視線を逸らした。よほどのことを言われるのだろうかと驪珠は身構える。

「悪いことは言わないから、あなたのお友達──朱明さんと仲良くするのは、おやめなさい」

「朱明、と……？」

　何を言われるのだろうと色々想像した。けれど実際に蔡妃の柔らかな唇から放たれた言葉は、想像していたどれとも違っていた。

　驪珠はゆるゆると目を見開いて、申し訳なさそうに視線を自分の手元に落としている蔡妃を見つめる。

　──どうして。

　筋合いはないと自分で言いながら、なぜわざわざ口にしたのか。

　ふと驪珠の真っ白になった脳内に、一つの仮説が浮かび上がった。

「朱明が、主上に見初められたからですか？」

「あら、嫌だわ。敬達や女官が何か言ったのかしら？」

「……はい」

　蔡妃は驪珠を味方として引き込みたいのだろうと言ったのは芳春だし、息子である永皓を王位につける布石として、驪珠をその妻にと図はかったのは敬達である。

　蔡妃が実際に玄奏を廃する考えがあるのなら、玄奏の妻に納おさまりそうな朱明と、己の息子の妻にしたい驪珠の間に親交があるのはあまり喜ばしい状況ではないはずだ。

　──朱明と完全に決別して、こちらの陣じん営えいにつけってこと？

「あのね、驪珠さん」

　顔にはっきりと不安が出ていたのか、驪珠を安心させるように蔡妃はこれまで以上に穏やかに口を開いた。

「正直なところ、わたくしは息子が王位につけばいいと思っているわ。でも、それは親なら誰でも抱く感情だと思うの。それに永皓は、吃驚びつくりするほどお利り口こうさんなのよ？」

「そう、なんですか」

　知らないうちに驪珠は自分の膝を握りしめていた。拳こぶしはぐっしょりと汗あせばんでいる。

「まったく、敬達もどうせならもっと上手くやってくれればよかったのに。おかげでわたくし、大変な目に遭あったのよ？　ああ、そんな話は今はいいのよ。ええとね、だからわたくし、あなたにお父上同様、こちらについてほしいと思っているわ。──でも、そのことじゃないの」

「え……？」

「わたくしも立場上、色々な情報が入ってくるのだけれど……その一つが正しいのならば、きっとあなたは傷つくわ」

　あなたのためよ、と蔡妃は真剣な面持ちで言った。内容は聞かない方がいい、とも。

　──どういうこと？

　少なくとも驪珠には、蔡妃が心から自分を案じているように見えた。

　──何を、考えているの？

　蔡妃のことが分からない。

　純真そうで、とても噓をつける人には見えない。しかし彼女は敬達とくっついていた人間だ。人好きのする笑顔の裏で恐ろしいことを考えていた彼のように、無垢な笑顔の下にはとんでもない顔が隠れているのかもしれない。

「……ご忠告、ありがとうございます」

　どうしたら下へ手たに刺激しないで受け流せるだろう。そうしばらく考えた後、驪珠は意を決して喉から声を絞しぼり出した。

　できるだけ胸を張って、自分の導き出した解答に自信を持って、蔡妃の伏せられがちの双そう眸ぼうをまっすぐに見み据すえる。

「でも、自分の友達は自分で決めたいと思います。──特に朱明は、私にとって特別な存在なんです」

「……そう」

　蔡妃は残念そうに、そして苦しそうに美しく整えられた眉根を寄せたが、苦言を呈することはなかった。ただ、ごめんなさいねと薄く笑みを作る。

「それならいいわ。忘れて頂ちよう戴だい。本当にごめんなさいね、変なことを言って」

「大丈夫、です」

　驪珠も微笑んでみせるが、部屋の中には少し重苦しい空気が流れた。何か言わなくては、と焦あせるものの、余計に話題が浮かばない。

「驪珠さんは、可愛らしい上にとてもしっかりなさっているのね。素敵だわ。──本当に、驪珠さんが永皓のお嫁さんになってくださればいいのに。わたくし、あなたみたいな娘が欲しいと思っていたのよ」

「え……」

「そうだわ」

　困こん惑わくする驪珠をよそに、蔡妃が沈しずんだ空気を払ふつ拭しよくするかのような明るい笑みでぱんと手を叩いてみせた。

「永皓に会ってやってくれないかしら？　親のわたくしが言うのもおかしいけれど、本当にいい子なのよ？　──きっと、今日を逃のがすとなかなか会えないから」

　これ以上の名案はないと言わんばかりに蔡妃は勢いよく立ち上がる。戻ってきた穏やかな空気に安あん堵どしつつ、驪珠も腰こしを上げた。

　──何だったんだろう。

　蔡妃の際限のない息子自慢を聞きながら部屋を移動する。その間も、驪珠の心の中は蔡妃の忠告で占しめられていた。

「ここなの。さあ、いらして」

　木もく蓮れんの装飾が一面に施ほどこされた扉とびらの向こうが永皓の部屋らしい。驪珠は釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま、その部屋の中へ足を踏み入れた。










　王に連れられ〝黎華〟を迎えに行った朱明は今、いつも甲羅干しをするのだという池の畔ほとりに──つまり以前、玄奏が賊に襲われ朱明が返り討ちにした場所にいた。

　池の水面に映り込む木々はすっかり色を変え、景色はがらりと様子を変えている。けれど玄奏は朱明の記憶にある位置と寸分たがわない所に腰を下ろし、〝黎華〟の甲羅をぽんぽんと優しく叩いた。

「ほら、〝黎華〟。気持ちよかろう」

　玄奏に答えるように〝黎華〟は首を伸ばす。いかにも長閑な光景に朱明は目眩めまいを感じて座り込んだ。

　──誰もいない、か。

　以前が以前だったので、つい周囲の気配を探る。何もないことに安堵しつつも、また賊がいれば王と二人きりの状態から解放されるのにと落らく胆たんしている自分がいて、朱明は苦笑した。

　──それにしても、驪珠や黎華さまが来る気配もないな。

　黎華のことだ、きっと面白がって追いかけてくるに違いないと踏んでいた。特に邪魔者が入らなそうな今回は、観察の絶好の機会である。

　気配がないことに疑問を覚えつつ、朱明は抜けるように高い青空を見上げた。

　──一体、何をしてるんだろう。

　ため息が出そうになるのを必死でこらえる。満足そうにしている王の隣であからさまに嫌な顔をするほど朱明は子供ではなかったが、一緒に楽しめるほど善ぜん人にんでもなかった。

「さあ、朱明。これを持て」

〝黎華〟が最も気持ちの良い体勢を見つけるのを見届けて、玄奏がにこやかに告げる。押しつけるように渡されたのは、亀を迎えに行った際に女官に命じて用意させていた釣つり竿ざおだった。

「……これは？」

「釣りをしようではないか。おぬしは甲羅干しだけではつまらぬようだからな、わしも考えたのだ」

　玄奏は得意げに胸を張る。彼は彼なりに、朱明を楽しませようと心を砕くだいているようだった。

　──釣り、ねえ。

　手渡された釣り竿を朱明はまじまじと見つめた。自分が亀の甲羅干しを楽しんでいないことに気づくところまでは上出来だったのに、どうしてよりによって打開策として釣りを選ぶのだろうか。

「──って、主上！　餌えさ！　餌をつけてください！」

「おお、そういうものなのか。どうりで今まで釣れぬわけよのう」

「…………」

　朱明は玄奏から無言のまま釣り竿を受け取ると、釣り針に餌を突き刺さした。その様子を玄奏は興味深そうに見ている。女官が竿と共に用意して持たせたこの餌を、彼は一体何だと思っていたのか。

　二人揃そろってようやく釣り糸を垂れた時、朱明はすでに言いようのない疲労感に襲われていた。

「おぬしの話は女官からもよく聞くぞ。皆きらきらした顔をして話してくれる」

「男装の娘は珍しいのでしょう」

「おぬしは人目を引くからのう。──姉上に呼ばれた時以外も、いつでも来てほしい。女官たちが喜ぶし、わしも嬉しい」

　まさか口く説どかれているのだろうかと、朱明はぎょっとして玄奏を見た。しかし王は普段と変わらない表情で、右手に竿を持ち、左手で亀の甲羅を愛あい撫ぶしている。

「先ほども言ったが、おぬしは本当に亀に詳しいし、わしも話していて楽しい。できることならおぬしと毎日──」

「──しゅ、主上！　引いてます！」

「おお！」

　玄奏が嬉々として糸を手た繰ぐり寄せ、網あみですくい上げる。ぴちぴちと冷たい水を辺あたりに撒まき散ちらす鯉こいに、朱明は心から感謝の念を送った。言葉が続いても答えにくい方向にしかいかないのは明白だったからだ。

　玄奏は苦戦しながら針を外はずし、当然のようにまた池に放してやる。

「感謝して、水みな底そこの楽園へ招待してくれんかのう。〝黎華〟に乗って喜んで行くというのに」

　ぽつりと呟かれた言葉に苦笑して相槌を打ちながらも、朱明の心中は穏やかではなかった。

　──あの、夢。

　行きの馬車の中で、驪珠が面白半分に語って聞かせた話が脳裏をよぎる。まさかな、と自分に言い聞かせるように呟くが、時が経たつにつれて、それがひどく現実味のあることのように思えてならなかった。

「さて、何の話だったかのう。そうそう、わしも色々考えたのだが、おぬしに──」

　玄奏が一度言葉を切った。続く言葉を予想し、朱明は背筋が凍こおる。

　身構える朱明の横で、玄奏が立ち上がった。

「──こら！　〝黎華〟！　おぬしどこに行くつもりだ。ええい、大人おとなしくしておらんか！」

　もっと心地よい場所を追い求めたくなったのか、急にのそりと動き出した亀に王は驚いたようだった。慌てて両手を使って押さえ込む。

　釣り竿は脇に投げ置かれ、振しん動どうは波は紋もんとなって水面に広がった。寄ってきていた魚が一気に散っていく気配がする。

「まったく。──さて、朱明」

〝黎華〟を膝の上に抱え込むようにしながら、玄奏は再び地面に腰を落ち着かせた。釣り竿は脇に置いたままだ。──その状態が、もう何ものにも邪魔はさせないという意志表示のように思われた。

　朱明は息をつめる。

　己に向けられる穢けがれなき目から、視線を外すことができなかった。

「おぬし、好いておる者はおるのであろうか？」

「それは……」

　問われた瞬間、一人の可か憐れんな少女の姿が思い浮かぶ。しかし朱明はすぐに脳裏で笑いかけてくる彼女のことを思考から追い出した。間違っても、その名をこの場で口にするわけにはいかない。

「無む理り強じいをさせるつもりはないのだ。しかし、だな。もし、おらぬのなら──」

　そんな朱明の逡巡を、特に想い人がいないと受け取ったらしい玄奏は言い淀み、「あー」「うー」と意味をなさない音を連発した後、意を決したように〝黎華〟を抱く手に力を込める。

「──後宮に、入ってはくれぬだろうか？」

　有う無むを言わせず命じることもできる立場だというのに、玄奏はあくまでおずおずと自信がなさそうに、断られることに怯おびえるように言った。

　──どうする。

　最初から予期していた内容だ。──けれど、返答すべき言葉など何も浮かんでいなかった。

　首を縦に振るのは論ろん外がい。

　横に振ったとしても、玄奏は寂しそうに笑うだけで怒ったりはしないだろう。しかし誰か好きな人がいるのかと問われても答えることはできないし、兄の栄えい達たつへの影響も脳裏をよぎる。

　とはいえこの告白はいずれ女官たちの耳に入るはずだ。──そうしたら朱明は、断れない状況に追い込まれることになる。

「主上、私は……」

「おぬしが男装のままでいたいのなら、そのままで構わぬぞ。女官もその方が喜ぶからのう。無論、公式行事の際は着飾ってもらわねばならぬが、姉上に呼ばれた初日、おぬしは女装していたと聞くし」
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　玄奏は慌てたように言い繕つくろい始めた。しかし存外に淀みがない。ずっと何と言おうか考えていたようでもあった。

「わしもな、最近、身を固めよと周囲がうるさくて適かなわんのよ。どうやら姉上もそなたを気に入り──わしとの間柄を応援してくれているように思う」

　断じて違う、と朱明は声高に叫びたかった。

　──どうしてあの黎華さまの態度をそんなに肯定的に捉えられるんだ！

　百人いたら百人が違う受け取り方をするとはいうが、あの黎華の態度をそのように捉えるのはさすがに玄奏くらいのものだろう。

「おぬしなら〝黎華〟も大切にしてくれるであろうし。──どうであろうか？」

　恐る恐る、といった調子で再度問われ、朱明は生なま唾つばを飲み込んだ。

　数々の修しゆ羅ら場ばをかいくぐってきたつもりだった。窮地に陥っても脱する自信だってそれなりにある。

　けれどこれは駄だ目めだ、と朱明は思った。

　──兄上。

　非常に不本意ながら、咄とつ嗟さに浮かんだのは兄の顔だった。いつも余裕を見せている彼ならば、何と言って切り抜けるのだろうか。

「……やはり即答はしてもらえんか」

　玄奏ががっくりと肩を落とした。何も言えずにいる朱明に玄奏は無理やり笑みを作ったが、落胆は隠せずにいる。

「よいのだよいのだ。急な話だったからのう。返事は、今度でよいぞ」

　亀の甲羅をなでる王の哀あい愁しゆう漂ただよう声が、朱明にはとても遠くに聞こえた。
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　宵よい闇やみが迫せまる時間が日を追うごとに早くなる。蔡さい妃ひと別れ驪り珠しゆが足早に公こう主しゆ宮きゆうへと戻ってきた時も、太陽は西へと大きく傾かたむいていた。

　芳ほう春しゆんから蔡妃に連れて行かれたことを聞いていたのだろう。万が一のことがあれば黎れい華かに何を言われるか分からないとでも考えていたのか、入口で待っていた女によ官かんは驪珠の姿を視認すると、明らかにほっとした顔をしていた。

「朱しゆ明めいは戻ってきてる？　黎華さまは？」

「朱明さまは奥に。──黎華さまは、まだでございます」

「まだ、なの……？」

　あれから随ずい分ぶんと時間が経たっている。自分たちが関わることではないと一線を引いていた女官たちも、さすがに不ふ審しんを感じ始めているようだった。

　──本当に、何があったんだろう。

　確かに黎華は聞きたいことだけを聞いてさっさと帰ってくるような人ではない。一度首を突っ込んだらすべてきちんと見届けてから戻るだろうが、それにしたって遅おそすぎる。

「ここまで長時間宮を空あけられることは少ないのですが」

　女官は首をひねりながら歩を進めて驪珠を奥へと導みちびく。回かい廊ろうをいくらか進んだところで、一人や二人ではない人の気配と、軽やかな話し声が聞こえてきた。

「……朱明」

　部屋の入口に立って中を見回すと朱明の姿はすぐに見つかった。美しい銀髪は、色に溢あふれる女官たちに取り囲まれてもよく目立つ。

『悪いことは言わないから、あなたのお友達──朱明さんと仲良くするのは、おやめなさい』

　顔を見た途と端たん、驪珠の耳元に蔡妃のまろやかな声が蘇よみがえった。押しつけがましいわけではない。心の底から、自分のことを案じていると言わんばかりの、声。

　それが、部屋の中へ踏み込み朱明に声をかけるのをひどく躊ちゆう躇ちよさせた。

　──大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫よ。

　案内してきた女官が、動かない驪珠を不審そうに見ている。何でもないと視線で告げて足を踏み入れようとした驪珠はしかし、再度その場に立ち尽つくした。

「……朱明？」

　困こん惑わくが、そのまま声になって口からこぼれおちる。

　──何だろう、この違い和わ感かん。

　本来ならば王にするように朱明をぐるりと取り囲み、女官たちが談だん笑しようしている。そんな、いつもと変わらない見慣れた光景が室内には広がっていた。

　しかしどういうわけか猛もう烈れつな違和感を覚えた。その理由に、驪珠は数瞬をおいて行きあたる。

　──上うわの空、だわ。

　いつもの朱明は凜り々りしい顔に爽さわやかな笑えみを浮かべて、女官たちの言葉に一つ一つ丁てい寧ねいに返している。今日も無視しているわけではない。けれど笑みにどこか力がなく、まるで心ここにあらずといったように驪珠には見えた。

　──おかしい。

　そもそも気配にさとい朱明が、驪珠に気づかないわけがない。いつもは誰よりも早く──それこそ驪珠が声をかけるよりも早く視線を投げかけてくるのに。

　何があった？

　そう考えて、朱明が誰と一いつ緒しよだったかを思い出す。

　──まさか。

「……ああ、驪珠」

　声が耳に届いたのか、それとも女官たちの視線がこちらにちらほら向けられたからか、朱明がようやく驪珠に顔を向けた。

「聞いたぞ。蔡妃さまにお会いしたとか。どんな方だっ──」

「──帰りましょう、朱明」

　取り繕つくろわれた顔を見て、驪珠は反射的にそう言っていた。

「黎華さまには悪いけど……そろそろ帰らないと、うるさい人がいるから」

　もし驪珠の想像の通りなのだとしたら──。

　こんなところで問いただすわけにはいかない。女官たちの口が軽いのは、驪珠も朱明も嫌というほど分かっている。

　そして幸いなことに、名残なごり惜おしそうに朱明の袖そでを引いている芳春たち女官は、朱明の変化に気づいていない。

「……そうだな」

　祈いのるような驪珠の気持ちが伝わったのか、朱明はすぐに頷うなずいた。残念がる女官たちに「また来るから」と声をかけつつ席を立つ。

「枢すう昱いくどのとか枢昱どのとか枢昱どのがうるさそうだからな」

「そうなのよ。別に一人でふらふら出歩くわけでもないのに、夜道がどうのこうのって」

　実際は、黎華に引きとめられたといえばさすがの枢昱も渋しぶ々しぶ口をつぐむ。けれど今日、無む謀ぼうにも黎華と張り合おうとすらした実物を見た女官たちは、納なつ得とくしたような顔をして、驪珠たちを送り出す準備をそそくさと始めた。

　──兄さまのあれが初めて役に立ったわ。

　驪珠はつい、しみじみと思って苦笑する。

　──そして黎華さま、ごめんなさい。

　勝手に帰ったと知っても、黎華はきっと怒ったりしないだろう。それどころか従兄いとこに似てなぜか驪珠に甘あまい彼女は、一緒にいられなかったこと、そして見送りもできなかったことを詫わびてくるかもしれない。

　折せつ角かく久しぶりに会えたし、次にいつ会えるかも分からない。だから本当なら愚ぐ痴ちを言いながら帰ってくるだろう彼女をずっと待っていたかった。──でも、今は朱明が先だ。

　紙と筆を借りて短く謝罪の言葉を綴つづり、また誘さそってくださいと結んだそれを女官に託たくして、驪珠は朱明と共に公主宮の外に出た。事前に黎華に言いつけられていたようで、送りますと言って公主宮付きの武官の一人が当然の顔をして後をついてくる。

　すでに就しゆう業ぎよう時刻は過ぎているのか外がい朝ちようの方へ足を運んでも人影はまばらだった。伸のびをして建物から出てきた男性が、ふらふらと城門へ向かうばかりである。

「ええと、朱明」

　人が少ないとはいえ、誰が聞いているか分からない。しかも真後ろにはろくに会話をしたことのない武官がついてきている。

　沈ちん黙もくに耐たえかねて驪珠は朱明に呼びかけたが、そんな状態では単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋たずねるわけにもいかず、ひどく歯切れの悪いものとなった。

「その、何か……」

　──何か？

　自分で言っておきながら、驪珠はその先が浮かばない。

　何かあったのか。

　何か言いたいことはあるか。

　何か、力になれることはないのか──。

　それを驪珠が尋ねて、果はたしてどうなるというのだろうか。

　──何もできないじゃないの。

　袖の下でぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。いつだってそうで──それが、物もの凄すごくもどかしい。

　朱明がいつも通りであれば、驪珠は何のためらいもなく蔡妃の一件を相談していたかもしれないのに。

「なかったとは言わないが、驪珠が気にする必要はない。私の問題だ」

　驪珠の問題には心を砕くだいてくれる朱明が、取りつく島もなく言う。

「ただ、ちょっと驚おどろいただけだから心配いらない。この顔だ。褒ほめ言葉はいくらでももらってきたし女官たちから熱い視線は送られてきたが……。告白されたのは、初めてだからな。色々な意味でどきどきだ」

「朱明、私は……」

　関係ない、立ち入るな。言げん外がいにそんなふうに言われている気がして、驪珠は言葉をつまらせた。

「もし一般人相手だったら、私に剣で勝てるようになってから出直してこいとでも言うところだが──」

　現実から逃とう避ひするように東の紫し紺こんと西の茜あかねが混じり合った空に視線を彷徨さまよわせていた朱明が、不意に言葉を途切らせる。

「──兄上」

　それまで隙すきを見せなかった朱明の鳶とび色の瞳が揺ゆれた。

　視線の先には、丁ちよう度ど談笑しながら外へ出てきた官かん吏りの集団がいる。腹が出て頭頂部が薄い男性が多い中、一人群を抜いて若い男の姿は驪珠の目にもすぐに入った。

「おや、朱明じゃないか。それに驪珠どの、こんばんは」

　本来男しかいないはずの外朝において、朱明はともかく驪珠の姿は浮き立っている。蒼そう天てんはすぐにこちらに気づき、軽く手を振りながら気さくに挨あい拶さつをしてきた。一方で共に出てきた官吏たちは驚きを露あらわにし、蒼天に説明を求めるような視線をちらちらと送っている。

「柳りゆう驪珠どの。──枢昱ご自じ慢まんの従妹いとこどのですよ」

　期待に応こたえた蒼天が余計な紹介まで付け加えたせいで、彼らの驚きはより一いつ層そう大きなものとなった。

「はじめまして」

　折り目正しく一礼をしながら驪珠はそんな官吏たちを観察する。

　蒼天と共にいるのは四人だが、全員が中年の男性だ。蒼天より十も二十も年上に見えるのに、偉えらぶるわけでもなく、むしろ丁寧な態度で接している。同どう僚りようか──部下のようだった。

　枢昱が歳としの割に高位の職を得ているのは知っている。蒼天もそうなのだろう。けれど実際にこうして年上の人間を従えているのを見るのは、不思議な気分だった。

「今帰りかい？」

　少し離れた所にひっそりと控ひかえている武官に目を留とめて、朱明とは対照的な黒髪を揺らしながら蒼天が首を傾かしげる。

「はい。蒼天さまも？」

「そうだよ。さあ、こんな所に長居は無用だ。驪珠どの、行こう。ここで私が足止めをして遅くなったと枢昱に知られたら、後で何を言われるか分かったものじゃ──」

　蒼天の穏おだやかな言葉尻じりが、ざわめきと足音にかき消された。

　反射的に振り返ると、こちらに駆かけてくる一団の姿が見える。身に纏まとっているのは官服ではなく、驪珠がよく見知った見み栄ばえのよい華はなやかな軍装だった。

　帰き路ろにつこうとしていた官吏たちが一人、また一人と足を止め怪け訝げんそうに視線を送っている。彼らの様子から、驪珠もこの光景が普段は見られないものなのだと悟さとった。

「何だ……？」

　隣に立つ朱明から疑ぎ惑わくに満ちた低い声が漏れる。

　驪珠もまったく同じ気持ちだった。城門の外へと一気に駆け抜けていくのかと思えば、彼ら武官はまっすぐにこちらに向かってきて、そしてあろうことか自分たちをぐるりと取り囲み、それぞれが武器を突きつけたのだ。

「青せい蒼天だな」

「そうだが、何か？」

　槍やりを持った髭ひげ面づらの男が高らかに問う。蒼天はいたって冷静だったが、返す声には不審が溢れていた。

　──何……？

　家が家なので、驪珠は武官も、武器も、普通の少女が前にすれば萎い縮しゆくしてしまうような屈くつ強きような男も見慣れている。けれど取り囲まれた挙あげ句く、一いつ斉せいに刃物を向けられるという経験はさすがにない。

　ぴりぴりとした空気に耐えきれず思わず身をすくませると、朱明が背に隠すように半歩前に出て安心させるように囁ささやいた。

「大丈夫だ、殺気はない。賊ぞくじゃなくてれっきとした武官なんだ。いきなり殺されるようなことはないだろう」

　殺気がないのは驪珠にも分かる。──しかし、敵意はあるのだ。はっきりと、肌はだで感じ取れるほどに。

「驪珠、どの……？」

　武官の数は二十人余り。全員が近この衛え武官で、数人は趙ちよう家に出入りし、驪珠とも面めん識しきがある者たちだった。険けわしい顔をしてぎらぎらした目でこちらを睨にらみつけている集団の中で、彼らは見知った娘の姿に驚きよう愕がくの面おも持もちを浮かべる。

「──枢昱さま！　驪珠どのがいます」

「な、何だって……！」

　取り囲む武官たちの向こうから、悲鳴のような声が上がった。すぐに隙間なく円を作っている武官たちの間をこじ開けて、見慣れた従兄が顔を出す。

「兄、さま……？」

「驪珠……！」

　朱明の肩ごしに目が合った。呼びかけたのはほぼ同時。怯おびえの交まじった驪珠の青い顔を見て、枢昱の頭の中で何かが弾はじけ飛んだようだった。

「お前ら馬ば鹿かか！　俺は蒼天を取り押さえろと言ったんだぞ？　他の人間を巻き込んでどうする！　しかも俺おれの可愛かわいい可愛い驪珠に刃物を突きつけるなんて、当然覚かく悟ごはできてるんだろうな？　お前ら全員降格だ！　降格！」

「この状じよう況きようで何を馬鹿なこと言ってるんですか。枢昱さまこそ降格されますよ」

　あまりに理り不ふ尽じんな言い分に部下の一人がため息をつくが、表情は依い然ぜんとして硬かたいままだ。

「このままだと枢昱さまがうるさい。青蒼天だけ押さえろ」

　顎あごで示し、短く命じる。

　すると集団の中でも体格のよい二人が飛び出し、蒼天の脇わきをがっちりと固めた。動きを封ふうじた身体からだを別の一人が改あらため、武器を所持していないことを確認すると、ようやく突きつけていた周囲の得え物ものが下ろされる。

　蒼天の部下の一人は、あまりのことに腰が抜けてその場にへたり込んだ。

「なっ……！　どういうことだ！」

　抵抗しない兄の代わりに朱明がその拘こう束そくを解こうと手を伸ばすものの、その手を枢昱がしっかりと摑つかんで阻はばんだ。

「やめろ、朱明どの。朱明どの相手では部下も手て加か減げんができない！」

「しかし、枢昱どの！」

「聞き分けてくれ、頼たのむ」

　朱明の顔を覗のぞき込む枢昱は、昼間に黎華と張り合っていたのが噓うそのように憔しよう悴すいしている。懇こん願がんするような声こわ音ねにさすがの朱明も力を抜いた。──抜けた、という方が正しいかもしれない。

「兄、さま……？」

　未いまだに厳きびしい顔を崩くずさない武官たち。大きく表情を動かすわけではないが、何かをじっと考えている蒼天。そして、悲ひ愴そうな顔をしている枢昱。

　すべてが悪い夢のようだった。縋すがるように見上げた驪珠の視線に枢昱が気づく。

「驪珠、大丈夫か？　ああ、真まっ青さおになって。可か哀わい想そうに、怖こわかっただろう？　怪け我がはないか？俺がもう少し早く指示を出していれば！　そうだ、驪珠が公主宮にいるうちに捕とらえてしまえばよかったじゃないか、俺の馬鹿」

　いつものように怒ど濤とうの勢いで喋しやべり始めた枢昱だが、朱明の手を摑んでいない方の手をそっと従妹の肩に回し、さりげなく蒼天から引き離そうとしているのに驪珠は気がついた。
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「兄さま」

「早く帰った方がいい。そこにいるのは公主宮の武官か？　送ってもらえ。不安なら俺の部下から何人か随ずい行こうを出すぞ。朱明どのと一緒に──」

「──兄さま！」

　口を挟はさむ隙を与えないまま、枢昱は二人をここから遠ざけてしまおうとしている。驪珠は思わず枢昱の手を振りほどいた。

「帰れるわけ、ないでしょう！　こんなところを見せられて……！」

「驪珠……」

　振りほどかれた手を呆ぼう然ぜんと見つめ、枢昱が凍こおりついている。

「いきなり、何だっていうのよ！　これじゃあ、まるで──」

　驪珠は蒼天の方を振り返る。

　相あい変かわらずがっちりと両脇を固められ、警けい戒かい心しんに溢れた武官が睨にらみをきかせながら取り囲んでいる状態が続いていた。怪あやしいものなど持っていないと分かっても、拘束を解かれる気配はまったくない。

　──まるで、罪人にするみたいじゃないの。

　そうだ、と肯こう定ていされてしまうのが嫌いやで、驪珠はその先を口に出すことができなかった。しかし朱明は違う。摑まれたままだった手を邪じや険けんに振り払うと、はっとするほど苛か烈れつな目で枢昱を射い抜ぬいた。

「罪状は何だ、枢昱どの」

「それは……」

　挑いどむように問われ、枢昱がひゅっと息を飲む。視線が夕ゆう闇やみに染そまりつつある虚こ空くうを彷徨った末、驪珠へと向けられた。

　──私がいるから、言いたくないんだ。

　物言いたげに揺れる枢昱の瞳を受けて驪珠は悟る。

　──でも、今さら？

　枢昱の本意ではないこととはいえ、こうして目の前で蒼天は捕ほ縛ばくされている。沈黙を守る意味などすでにないに等しいのに、なぜかたくなに理由を言おうとしないのか。

　──まさか。

　言い渋しぶるこの態度を驪珠は知っている。

　過か保ほ護ごなこの従兄がとりわけ過か敏びんに反応し、己おのれに聞かせたがらない話題。そんなものは、限られているではないか。

「……黒こく竜りゆう賊ぞくがらみなのか？」

　朱明も驪珠と同じ結論に辿たどりついたらしく、元からかすれ気ぎ味みの声を更に震ふるわせながら口を開いた。そして白おし粉ろいをつけていた女装時よりも白い顔で、振り返る。

　当とう惑わくした互いの視線が交こう錯さくした。

　──黒竜党の、何が。

　黒竜党に関することで蒼天に都合の悪いことというと、真っ先に思い浮かべるのは驪珠のことだ。小しよう弓きゆう姫きの隠いん匿とく。それが表おもて沙ざ汰たになれば、失職ではすまないだろう。

　しかし取り囲む武官の目は驪珠には向けられていない。──他にも、まずいことをしているというのだろうか。

「兄さま、蒼天さまは──」

「──そいつに『さま』なんてつける必要はありませんよ、驪珠どの」

　耐えきれないとばかりに刺とげ々とげしく言い放ったのは、面識のある武官の一人だった。普段は武官とは思えぬほど穏やかな人物であることを知っているだけに、その冷やかな面おも差ざしが信じられず、驪珠は言葉を失う。

　蒼天は切れ長の目をわずかに細めただけで何も言わなかった。しかしあまりの言い草に、それまで怯えていただけだった彼の部下たちが息巻く。

「貴き様さま！　黙だまって聞いていれば無礼なことを！」

「うるさい。黙っていてもらおうか」

「くっ……！」

　数人が武器をちらつかせたせいで、文官たちはぐっと押し黙った。それでも茹ゆでだこのように顔を赤く染め上げて睨みつける彼らの視線を、武官たちは憐あわれみの表情で受け止める。

「自分の上司がどんな人物なのかも知らず、気きの毒どくなことだ」

「それはそれは。是ぜ非ひ私がどんな人物なのか、教えていただきたいものだね」

　この状態にあっても蒼天の声は落ち着き払っている。皮ひ肉にくめいた笑みすら浮かべたその姿が、武官たちの癇かんに障さわったらしかった。

　蒼天を拘束している武官が、力の限り腕をひねりあげる。

「黙れ、国賊！」

　怒ど号ごうが響き渡ると、すぐに辺あたりが水を打ったようにしんと静まり返った。その言葉に込められた意味に、蒼天の部下や、わらわらと集まっていた野や次じ馬うまたちが息を飲み込む。

「……国賊？」

　誰かが繰くり返したのを皮切りに、驚きは波は紋もんとなって広がっていった。

　国に仇あだなす者。──国賊。

　本来、その言葉は安易に使ってよいものではない。言われた人間の名めい誉よに関わる問題であるし、ましてや蒼天は宮廷内で地位を持った人間なのだ。

　黒竜党にも当てはまる呼称のため、予測していた驪珠や朱明はそれほどの衝しよう撃げきを受けなかったが、事情を知らない周囲は違う。蒼天には同情的な目を、そして言い放った武官には批判的な目を向ける者が多かったが、武官は怯ひるまなかった。

「国賊とはまた、穏やかでないね」

　蒼天に、思い当たる節ふしがあるのかないのかは分からない。武官にひねられている腕が痛むのか顔をしかめながらも、彼はぬけぬけと言ってのけた。

「その国賊たる所以ゆえんでも聞かせてもらおうか」

「貴様は──」

「──待て！　驪珠の前でそれ以上言うな！」

　今にも嚙かみつきそうな勢いの部下たちを、枢昱が鋭するどい声で押しとどめようとする。しかし驪珠が見知った武官の一人が、険しい顔で反はん駁ばくした。

「枢昱さま。驪珠どのに聞かせたくないお気持ちは分かりますが……。自分は、驪珠どのも知っておくべきだと考えます。──こいつの、裏うら切ぎりを」

「裏切り？　どういう、こと……？」

　唇をきつく嚙みしめている従兄を驪珠は見上げる。

　蒼天の目も、朱明の目も、武官の目も、他の官吏たちの目も──全員の視線が吸い寄せられるように枢昱に集まった。

「枢昱さま」

　武官が急せかすように声をかける。非ひ難なんすら込められたそれに、枢昱は仄ほの暗ぐらくなった空を仰あおいだ。

「……驪珠。お前にだけは、聞かせたくなかったのに」

　罪状を告げなければならない武官としての職務。

　驪珠の前では絶対に口にしたくないという私情。

　その二つの間で揺れているらしい従兄の口から発せられた声は、はっとするほど悲痛なものだった。

「兄、さま……」

　枢昱は驪珠の頭を軽くなでると、朱明と共に手近な武官に託して蒼天の方へ近づいていく。

　──どうして、そんな顔をしているの。

　精せい悍かんな顔に浮かべられている武官らしい決然とした表情を見て、驪珠は言葉をなくした。

　趙家に引き取られてから五年余り。枢昱の豊かな表情を、驪珠は今まで山のように見てきた。だから今の表情も見たことがある。──けれどそれは、本来なら断じて蒼天に対し向けられるようなものではないのだ。

「蒼天」

　友人を射抜く眼まな差ざしの鋭さに、驪珠は胸元を握りしめる。

　──どこかで、見た。

　決意と、怒いかりと、そして悲しみが入り混じったその目を驪珠は知っていた。どこで、という自問はすぐに答えに行きつく。

　気づけばひと月も前のこととなってしまったが、忘れるはずもない、あの事件。

　──最後に敬達さまと向かい合ってた時と、同じなんだわ。

　目の前の従兄の表情が、気き迫はくが、瞳が──すべてがあの時のものに重なり、胸が痛む。驪珠は無意識のうちに、あの時敬達に剣を突きつけられた首筋に手を添そえていた。

　枢昱は捕らえられている友の正面に立つと腰に提さげた剣をゆっくりと引き抜く。そして驪珠が悲鳴を上げる間もなく、剣先は蒼天の喉のど元もとに突きつけられた。

「兄さま！」

「いけません、驪珠どの」

　腰に縋すがりついてでも止めようとして駆け出すが、武官の一人に肩を摑まれてしまう。もがきながら頭を巡めぐらせれば横で朱明が立ちすくんでいた。

　──朱明。

　何も言わずに、朱明はじっと兄を見つめている。唇くちびるはきつく引き結ばれ、握り込んだ拳は爪つめを強く立てたのか、細く血が滴したたっていた。

　枢昱の行為に周囲のどよめきも大きくなったが、すぐに痛いほどの静けさに戻る。最初の何倍にも膨ふくれ上がった野次馬たちは、文武を代表する若手二人の会話を一言一句聞き漏らすまいと、固かた唾ずを飲んで見守っていた。

「何だい枢昱。随分と物ぶつ騒そうじゃないか」

　磨みがき上げられた刀身が夕日を受けてきらりと光っている。蒼天は剣先で顔を上げさせられていて、枢昱の手元が少しでも狂くるえば血が噴ふき出してもおかしくない状況にあった。

　それにもかかわらず恐怖した様子など微み塵じんもない蒼天は、いつも二人が交かわしている会話と同じような気やすさで話しかける。

　物おじせずにどこまでもまっすぐな視線を送ってくる友人に、枢昱は息を吐き出すと一気に告げた。

「単刀直入に言うぞ。お前には今、黒竜賊に関する疑惑がかかっている」

「それは実に心外だね」

　まるで動揺を見せない蒼天に、武官たちが聞こえるように舌した打うちをする。

　──どうして、蒼天さまが。

　蒼天は黒竜賊討伐の第一人者だ。その彼が黒竜賊に与くみしているのなら、それは確かに武官が言う「裏切り」に相そう違いない。いつも温厚な武官が激情を見せていたのにも納得がいく。

　だが何があって疑いの火の粉こが降りかかっているのかが分からない。

　驪珠の胸きよう中ちゆうに応えるように、枢昱は押し殺した声で続けた。

「敬けい達たつの野郎が逃にげたんだ。──いや、違うな。誰かに手引きされて逃にがされた。同時に黒竜賊の女も消えた。名前は、微び瑛えい」

「────！」

　驚きのあまり悲鳴が声にならなかったことを、驪珠は今日ほどよかったと思ったことはない。

　──敬達さまと、微瑛が逃げた？

　どちらかだけが逃げた、という話でも衝撃だというのに、二人が同時に消えた。それも枢昱の口ぶりからして、二人の逃亡時期が重なったのが偶然とみなされていないのは明白である。

　けれど驪珠には、どうしても信じられなかった。

　王の首を挿すげ替かえることを望んだ男。

　黒竜党の再興をどこまでも望んだ女。

　二人を知っているからこそ、この二人が一緒に脱だつ獄ごくする図が浮かばない。大体、あの二人には接点など何一つ──。

　──ある、じゃない。

　驪珠はゆるゆると目を見開く。思い至いたったはいいが、深く考えたくもない可能性だった。

『敬達のことは心配しなくていいよ。君のことは、忘れるように取り計はからったから』

　いつもと変わらない微笑を浮かべながら、何でもないことのように言った蒼天の姿が鮮あざやかに蘇る。

　蒼天が敬達にした処置。それは、つまり──。

「──なあ、蒼天」

　蒼天もすべてを悟ったらしい。ほんの一瞬だけ、驪珠に視線を投げかけてきた。

　気にするなとでもいうような苦笑に、驪珠は目め頭がしらが熱くなる。

「お前、敬達に吐かせるために黒竜賊の女を使ったらしいな」

「ああ。──黒竜賊の者を使うなんて、君たち武官の信条には反するかもしれない。けれど使えるものは使うというのが私の主義だよ」

　嫌けん悪おが混じる枢昱の眼差しを受け止め、蒼天は淡たん々たんと告げた。

「反対を無理やり押し切って、女と敬達を引き合わせたって聞いたぜ。そんだけやったのに、結局あの野郎は何も吐かなかった、とも」

「なかなか勘かんが戻らない、と微瑛が言うものでね。後日改めてやると上には報告──」

「──後日も何も、逃げたじゃないか！」

　枢昱が凄い剣けん幕まくで切り返す。

「どう考えてもお前の行動は怪しい。どうしてそんなに強きよう硬こうにあの女を使うことを主張した？　手て柄がらを急いだのか？　それとも──あの二人を、どうしても引き合わせなければいけない理由でも、あったんじゃないのか？」

　蒼天は答えない。答えられるはずがない。ただ困ったような顔で、枢昱の強い眼差しを受け止めている。

　──蒼天、さま。

　彼ならばどんな状況でも何とかしてしまうのではないか。驪珠にとっての青蒼天とは、そう思わせる人物だった。

　いつも人の先を見ていて、考えを読ませない微笑を浮かべていて。どこか作ったような顔をしている、と思っていた。

　けれど今の困ったような苦笑は、本心から浮かべられているように思われる。

「答えろよ、蒼天！」

　今にも泣きそうに顔を歪ゆがめ、祈りを込めた声音で枢昱が叫んだ。いつもなら微び動どうだにしない剣を握る手が、小こ刻きざみに震えている。

「もし逃がすのが目的なら、お前はもっと上う手まくやる。俺は、そう思う。何か別の目的があったんだろう？　正直に言ってくれ！　たとえ褒められたことじゃなくても、俺が全力で庇かばってやる。このままじゃお前はあの女の──黒竜賊に与する者とみなされる。だからっ……！」

「……気持ちは嬉うれしいが、言うと、君を後こう悔かいさせてしまうことになるよ」

「…………それが、答えか」

　声が落胆で低くなる。枢昱は唇を嚙みしめながら剣を鞘さやに収めると、未み練れんを断ち切るようにくるりと蒼天に背を向けた。

「──牢に、つないでおけ」

「はっ」

　やっと出た命令に、心配そうに見守っていた部下たちが安あん堵どの息を吐く。

　両腕を摑まれ引きずられるように連れていかれる蒼天を、枢昱が再び瞳に映すことはなかった。










　青蒼天は何も喋らない。

　敬達と微瑛の行方ゆくえは杳ようとして知れない。

　それが、あの悪夢のような夕刻から今日までのすべてであると、五日ぶりに招いてくれた黎華は驪珠に教えてくれた。

「まあつまり、この五日間何も進展しておらんということじゃな」

「れ、黎華さまっ」

　今日は誰にも阻まれなかったのか、ふらりと城門に現れ迎むかえてくれた彼女は、公主宮へと歩きながら、はっきりとよく通る声でそう口にする。

　担当者たちが無能であると言外に告げているそれを、たまたま近くにいた武官が耳にしてしまったらしい。彼がぴくりと眉まゆを跳はね上げたのを見て、驪珠はつい公主の顔を見つめてしまった。

　そう、仰ぎよう々ぎようしい空気に包まれた王宮はいつになく武官が多い。右を見ても左を見ても、驪珠がよく知っている近衛の服を纏った男達の姿が目に入った。

　微瑛はともかく敬達は王の命を狙ねらった大罪人である。彼を逃がしてしまっただけでも一大事だというのに、再び王が襲おそわれでもしたら武官の面目は丸潰つぶれだ。

　だから、危機を感じた将軍たちが、文官たちに見せつけるように躍やつ起きになって警備を強化しているらしい。人相書きがあちこちに張り出され、近衛でない者たちも、四方八方に飛ばされて二人の行方を追っているのだろう。

　しかし、驪珠にはあの二人が共に行動しているにしろいないにしろ、簡単に武官たちに見つかるとは思えなかった。

「本当のことを言って何が悪い」

　武官の反応などどこ吹く風で、黎華はふんと鼻を鳴らす。武官の気持ちなど取るに足らない些さ細さいな問題なのだろうが、彼女の機き嫌げん自体が大分斜ななめのように思われて、驪珠は遠慮がちに問いかけた。

「……お疲れですか？」

「疲れておらぬとは言わぬが……そなたほどではあるまい」

　足を止め、黎華はくるりとこちらを振り返る。すっと長い指が伸ばされて、驪珠の頰に優しく触ふれた。
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「鏡を見たか？　ひどい顔をしているぞ」

　いつもの苛烈さはなりを潜ひそめ、腫はれものに触るような眼差しが向けられる。

　──そんな目で、見ないでほしい。

　黎華が心配してくれているのは痛いほどよく分かる。しかしその気持ちが重くて、驪珠はそっと目を伏ふせた。

　黒竜賊により家族も記き憶おくも失った哀あわれな少女。

　それが、驪珠の表向きの肩書きである。悲ひ惨さんな事件からいくらかの歳月が過ぎ、ようやく傷も癒いえてきた。そんな時に発覚した黒竜賊の女の脱走に、信頼を置いていた文官にかかった黒竜賊との関与疑惑。──可哀想に、と驪珠に対して誰もが言った。

　──きっと、黎華さまも。

　同じような反応を示すのだろう、と思ったが、次に彼女が口にしたことは驪珠が想像していたものとはまるで違っていた。

「そなたの家も武官が大勢出入りする。放っておいてほしいのに、あれこれといらぬことを言ってくるのであろう」

「え……？」

「鬱うつ陶とうしいことこの上ない」

　そう吐き捨てて黎華は再び石が敷しき詰つめられた道を歩き出す。少し歩調が早まった、黒髪が揺ゆれるその背を驪珠は小走りで追いかけた。

　目撃者が多かったこともあり、蒼天の一件は文官武官を問わずあっという間に広まったようだった。朱明と引き離はなされるようにして家に帰され、気を失うように眠って目覚めた次の朝には、もう家人は皆知っていたほどである。

　彼らは皆一様に痛々しそうに驪珠を見て、努つとめて優しい言葉をかけてきた。もともと黒竜党の話題はほとんど出ない趙家だが、それに加えて蒼天や朱明の話題も禁きん句くとなってなりを潜めた。

　おかげで驪珠はあれから、朱明に会いに行くことも、手紙を交わすこともできずにいる。

　そして何よりこの件は、武官たちにとりわけ大きな衝撃を与えた。

　青蒼天。

　文官の中では若手の能のう吏りとして通っている彼の名は、武官の中では違った意味で有名だからである。

　いかにも武官好みの、武芸に秀ひいでた男装の妹がいること。

　武を志こころざす者なら知らぬ者はいない名門趙家の嫡ちやく男なん、枢昱の友人であること。

　そして、誰もが大なり小なり関わっている黒竜賊討伐において功績をあげた人物であること。

　だからこそ、趙家に出入りしている武官たちも暇ひまさえあればその話をしている。そして仲ちゆう毅きや枢昱の姿を見つければ口をつぐみ、驪珠の姿を見かければ頭をなでて懸けん命めいに励はげますのだ。

　そこで向けられる同情の視線が、驪珠は何よりも辛つらかった。

「黎華さまも──」

「──敬達との件で、あれこれ邪じや推すいしている者が多い。何が気を落とすなだ。だったらさっさと捕まえろとは思わぬか。無能の集団が」

　敬達が捕らえられたこと。そして、脱獄したこと。

　その事実を黎華がどう捉えているのか驪珠には分からない。

　けれど強気な彼女が他人から向けられる気き遣づかいをとても嫌がっていることだけは理解できた。

「無能といえば青蒼天じゃ」

　相当いらついているのか、黎華は驪珠の反応に気を配ることもなくぶつぶつと続ける。

「あやつが本当に黒竜賊に関わっているのかいないのかは知らんしどうでもよいが、どちらにしろ上手くやらんからこういうことになるのじゃ。罪くらい他人に被かぶせればいいものを」

「黎華さま、それは、ちょっと……」

　思ったとしても、まかり間違っても王宮のど真ん中にてはっきりとのたまう内容ではない。しかし王に対する邪険な扱あつかいすら許ゆるされている彼女が、この程度のことを遠えん慮りよするはずがないのもまた事実だった。

　それにたとえ聞いてしまったとしても、たしなめる勇気がある者などいないのだ。

「あやつが捕まったおかげで周りが陰いん鬱うつで仕方がない。こちらまで気が滅め入いる。いい迷めい惑わくじゃ」

「陰鬱、ですか？」

　黎華が使った表現に引っかかりを覚え、驪珠は目を瞬きながら繰り返す。

　──確かに兄さまは沈しずんでるけど。

　この一件で忙いそがしいのか、枢昱は夜遅くに帰宅し、朝早くに出かけていく。帰らずに、王宮に泊まり込んだ日もあるらしい。

　しかし夜半、偶然見かけた一人で酒杯を傾ける枢昱は、いつになく沈ちん痛つうな面持ちをしていた。あんな顔を見るのは初めてで──声が、かけられなかった。

　しかし、蒼天と個人的に深い付き合いがある者は驪珠の周囲には枢昱しかいない。他の者たちは彼の裏切り行為に怒り狂いこそすれ、落ち込むことはなかった。

「……入れば分かる」

　気づけばいつの間にか到着していた公主宮の前で黎華は忌いま々いましげにため息をつく。こめかみを押さえた彼女は自分の宮だというのにどこか入るのを躊躇ためらっている節があり、驪珠に視線だけで先に行くように促した。

　──こ、れは……。

　常つねと違い槍を片手に立っている門番に会え釈しやくしながら、言われるままに建物の中に足を踏ふみ入れる。その途端、驪珠は黎華の言いたいことを悟った。

　公主宮自体は何一つ変わらない。鮮やかな色彩も、精せい緻ちに描き込まれた天てん井じようの絵も記憶にあるままだ。強しいて違いを挙げるとするならば、小物や活いけられた生花が秋めいたものに変化しているくらいである。

　しかしきらきらとした輝かがやきに翳かげりが見えるような気がするのは、差し込む陽の光の量だけの問題ではなかった。──黎華の言った通り、宮全体を暗あん雲うんのように覆おおう、この陰鬱とした空気のせいだ。

　黎華がわざわざ城門までやってきたのは、この空気に辟へき易えきし、少しでも逃のがれたかったからに違いない。

「驪珠さま、ようこそおいでくださいました。──あの」

　客の姿に気づいた女官たちが、気もそぞろに一礼して驪珠を迎える。優美なはずの挙きよ措そも、今日は何だか精彩を欠いていた。

　そんな彼女たちは、ちらちらと驪珠の背後に視線を送っている。

「黎華さまなら──」

「──いえ、朱明さまはいらっしゃっていますか？」

「朱明？」

　驪珠は目を丸くし、そして思いつめた表情で返事を待っている女官から目を逸そらした。

「朱明は……」

　容疑はあくまで蒼天一人にかかったものであって、朱明が一緒に捕縛されることはなかった。けれど事の成り行き次第では一族郎ろう党とう捕らえられ、何らかの罰ばつが下されてもおかしくはない。

『朱明どのは、女だから……』

　おそらく大丈夫だろう、と従兄は言った。それは朱明にも害が及およぶことで、大切な従妹を更に傷つけるのは避さけたい、という願望を現した台詞せりふだと思ったが、とりあえず現在、朱明は自宅に蟄ちつ居きよという形で落ち着いている。

　特に監視がついていることはないというが、暢のん気きに王宮に──公主や王に会いに来られるような状況ではなかった。

　──もし蒼天さまと一緒に捕まっていたら。

　そう考えると恐ろしくて仕方がない。朱明がひた隠しにしている真実が露ろ見けんしたら、蒼天の立場はますます悪くなってしまう。

「そう、ですか……」

　言い淀よどむ驪珠の態度を見て、女官たちも察したらしい。無理だと思いながらもわずかな希望が捨てきれずにいた彼女たちは、揃そろってがっくりと肩を落とした。あちこちでため息が漏れる音も聞こえてくる。

　まるで葬そう式しきだ、と驪珠は思ったが、一方で皆が朱明に対する態度を変えていないことに安堵も覚えた。

「まさか、こんなことになるなんて……」

「でも兄君は兄君、朱明さまは朱明さまですもの。関係ありませんわ」

「わしもそう思っておるが……。それでは納得してくれぬ頭の固い官が多くてのう。困ったものよ」

「えっ……」

　ただただ嘆なげくものから、前向きに考えようと試みるものまである様々な女官の声に交じって、同じように沈んだ──しかし異質な低い声がする。

　驪珠は耳を疑い、反射的にそちらへ顔を向けた。

　まるで置物なのかと思うくらい存在感が希き薄はくだったその人物は、椅い子すに座り、卓たくの上にぐだりと上半身を投げ出している。足元では椅子の足に縄なわを括くくりつけられている高貴な亀かめが、主あるじを労いたわるように懸命に首を伸ばしていた。

　亀への恐怖心がぬぐえぬ女官が多いのか、ほとんどの女官が少し距離を置いている。

「おお、〝黎華〟。おぬしもそう思うか」

　自分たちが遠巻きにされていることなど少しも気づいていない玄げん奏そうは、愛いとおしそうに〝黎華〟の顔に手を伸ばした。一人と一匹が纏う空気だけがこの空間において明らかに異質だが、それでも笑みに力はなく、常よりは暗いように思われる。

　──あ。

　まるで現実から逃避するようにほのぼのとした光景を見ていた驪珠は、背後で渦うず巻まく極ごつ寒かんの嵐あらしのような不ふ穏おんな空気を感じ取って身をすくませる。黎華の中で、何かがぶつりと音を立てて切れる音を聞いた気がした。

「……そなた、ここで何をしておる」

　肩幅に足を開いて、腕を組み、胸を反そらした公主の口から地を這はうような声が発せられる。女官が次々に口をつぐみ、〝黎華〟も瞬またたく間に甲こう羅らの中に手足を引っ込める。──が、空気を読んで殊しゆ勝しような態度をとれる王ではない。

「女官と共に悲ひ嘆たんにくれておるのですぞ」

　彼は姉の方を真剣な眼差しで見返すと、至し極ごく真ま面じ目めな顔をして、とても正直にのたまった。

「一体どこから湧わいてきた！　わらわの宮に立ち入るなと、何度申せば分かるのじゃ、この痴しれ者が！　その忌々しい名前の亀の方がよほど学習しておるではないか。少しは見習ったらどうじゃ」

「折角姉上にも応援していただきましたのに、本当に残念で」

「そなたがわらわの可愛い女官たちと話すなどおこがましい。その亀──いや、置物にでも話しておれば十分じゃ」

「期待に添えるよう、わしも精一杯頑がん張ばったのです。聞いてくだされ。先日姉上のお心遣いで朱明と二人きりになった後、わしは一大決心をいたしましての」

「何なら朱明によく似た人形でも贈おくってやる。そうだ、それがよい。それに話しかければ万事解決ではないか。添い寝もできるぞ」

「ああ、それなのになぜよりによって今、青蒼天がこんなことになるのかのう。わしもほとほとついておらぬ」

「ええい、話を聞け！　というかさっさと出ていかんか！」

　面白いほど嚙み合わない会話に黎華は青筋を立て、王の前の卓を両手で叩たたきつけた。磁じ器きの茶器が耳みみ触ざわりな音を立てて振しん動どうする。亀はますます甲羅の奥深くに手足を収め、女官たちははらはらと見守った。

　しかし玄奏が立ち上がる様子はない。それどころか彼は、もっともらしく頷いた。

「姉上も朱明への措そ置ちにお怒りなのですね。わしも何とかすべく昨日寝ずに考えたのですが、やはりここは朱明を後宮に召めし上げ救ってやるべきではないかと──」

「──もういい」

　何を言っても無む駄だだと思ったのか、これ以上会話を続けたくもないと思ったのか。怒りが突き抜け脱力した様子の黎華は額ひたいを押さえ、身を翻ひるがえした。

「行くぞ、驪珠」

「黎華さま、どちらへ？」

　同じ空気を吸っているのも不快だと全身で語りながら、大おお股またで広い部屋を横切っていく公主に、青い顔をした女官が追い縋ろうとする。しかし黎華は顔だけを後方に向け、鋭い眼光のみでその動きを制した。

「案ずるな。公主宮から出ていく気はない」

「しかし……」

「こんな所におっては気が休まらん。なあ、驪珠。そうは思わんか」

　話を振られ、驪珠は返事に困った。頷くことも首を振ることもできずに曖あい昧まいな笑みを浮かべる自分を、女官も気の毒そうに見ている。

「そなたらも、いちいち相手にせんでいいぞ。──いくら愚ぐ弟ていとて代わりのきかぬ職。仕事がないわけではないのだ。そのうち帰るであろう。それまでは置物だとでも思って放っておけばよい」

　内容こそ容よう赦しやのないものだが、弟に対している時とは打って変わった思いやりのある口く調ちようで黎華は女官に言い置くと、さりげなく驪珠の手をとって庭園の方へと歩き出した。

　どこへ行くのかと思えば、黎華が連れてきた場所は庭園の一角、黄色に染まった木々の下にひっそりと存在している四あず阿まやだった。四方に立つ柱には何の塗と料りようも付けられておらず、木の色そのままの色をしている。

　屋根にも色は塗ぬられていないが、黄色い落ち葉が降り注そそいでいるためまるで金色の瓦かわらが敷き詰められているようだ。本宮の人工的な美しさとはまた違う美しさは、驪珠をほっとさせた。

　椅子の上の落ち葉を手で軽く払うと、黎華は大たい儀ぎそうに座り息を吐く。驪珠も同様にして向かい側に腰を下ろした。木製の椅子は硬いが、寝台のように沈み込む宮内の椅子よりは座りやすい。

「分かったか？　愚弟はともかく、女官まであの調子でな。わらわに何か知らぬのかと食い下がってくるのよ」

「それは……大変ですね」

　朱明の人気を改めて知った思いだ。王の寵ちよう愛あいを獲得するために向けられるはずの女官の熱意が、すべて朱明に向いているとしか思えない。

　そして公主宮の女官は、美少女好みと噂うわさされる黎華が自みずから選よりすぐり時には引き抜いた、いわゆるお気に入りの娘たちである。弟に対しては邪険にできても、そんな彼女たちに対し冷たくできる人でないことを、驪珠はよく知っていた。

「……黎華さまが蒼天さまのことを知ったのは、兄さまと出かけられたあの時ですか？」

「まあ、そうじゃな」

　頰ほお杖づえをついた黎華は、あの時のことを思い出すように視線を彷徨わせる。

「あの時武官が持ってきた報しらせは、敬達が逃げたということであった。そして詳細を大将軍ら軍の者に問いつめた際に聞かされたのが、青蒼天の話じゃ。──そういえば芳春から聞いたぞ。そなた、あの時蔡妃に会ったそうだな」

「あ……」

　猫ねこのようにつり上がった目が、ひたと驪珠を見み据すえた。

　黎華が蔡妃を好ましく思っていないことは察している。だからあの出会いが偶然だったとはいえ、少し後ろめたい気がしていた。

「その、すみません」

　謝罪がつい口をついて出るが、黎華は首を振る。漆しつ黒こくの髪が微かすかに揺れた。

「別に責せめているわけではない。誰と会おうとそなたの自由。蔡妃がそなたに会いたがっていたのは知っていた。──ただ、何か言われたかと思ってな。そなたの父親は、あの母子おやこの後ろ盾だてをしておったはずだが」

「……朱明のことを、言われました」

「朱明の？」

　黎華がらしくない頓とん狂きような声を上げる。頰杖から上げた顔には、なぜその名前が、とはっきりと書いてあった。

「朱明と仲良くするのはやめなさいと言われたんです。──きっと傷つくから、と」

「傷つく、か」

「蒼天さまの、ことですよね？」

　とても子供がいるようには見えないふんわりとした摑みどころのない女性は、それ以上詳しいことを告げようとはしなかった。しかし改めて考えてみると、蒼天のことを指しているとしか思えない。

　──もし、私が本当に唯ゆい一いつの生き残りだったら。

　弓を握ることもなく、名門といわれる柳家で何不自由なく幸せに過ごして、その上で一人だけ生き残ったとしたら。

「過去を隠してくれた人」ではなく、「己の敵かたきである黒竜賊討伐の第一人者」として、青蒼天という人物を信頼していたとしたら。

　──そしたらきっと、傷つくどころじゃない。

　蔡妃はきっと、それを案じてくれていたのだ。──あの真剣な顔の意味も、それ以上言わなかったわけも、それならば納得ができる。

「蔡妃さまは、もうあの時に事件のことをご存じだったんでしょうか」

「そうであろうな。今回の一件、蔡妃が色々と働きかけていると聞いている」

「蔡妃さまが？」

　驪珠が驚きの声を上げると、黎華は重々しく頷いた。腕を組んで椅子に一層深々とよりかかる。

「宮中での発言権を取り戻そうと必死なのだろうな。もともと微び妙みような立場にはあったが、敬達が愚弟を狙ったことで窮地に追い込まれたといっても過言ではない」

　落ち着いているが、少し突き放したような声音に、そういえばと驪珠も思い起こす。

『敬達もどうせならもっと上手くやってくれればよかったのに』

　蔡妃はそうにこやかに毒づいていた。敬達は、現王を廃はいして彼女の息子を新王につけようとしていたのだ。

　蔡妃がその動きをどこまで認知していたのかは分からないが、彼女にも叛はん意いありとみなされても、まったくおかしくはない状況だった。

「しかもその敬達が逃げた。早く犯人を見つけなければ己が逃がしたと疑われると思ったのだろう。だから──」

「──私、蔡妃さまに会ってきます！」

　驪珠は思わず立ち上がっていた。会って何を話すのかは分からない。しかし、何としてでも蒼天の疑いを晴らさなければと気持ちがはやり、いてもたってもいられなかった。

　しかし黎華は落ち着いていて、手で座るように示す。

「黎華さま、私」

「落ち着け。──それに公こう子し宮きゆうに行ったところで蔡妃には会えぬぞ」

「でも、この間は……」

「そなたが会った次の日に、蔡妃は外の離り宮きゆうに移った」

　淡々と告げられた内容に、驪珠はゆるゆると目を見開いた。黎華は再度驪珠に座るように言い、座ったのを確認すると視線を遠くに転じる。──おそらく、公子宮がある方角だ。

「敬達のやろうとしたことの意味は大きい。一応、あやつの独断ということで処理はされたが、こういうことがあった以上、蔡妃や永えい皓こうを野放しにはしておけん、ということになった。──まあ、愚弟は最後まで二人を庇かばっておったが」

「では、黎華さまが……？」

「いや、高官の連中がうるさく主張してきた。特に威い信しんを傷つけられたからか、軍の──それこそ大将軍あたりが烈れつ火かのごとく怒り狂ってな。処刑や流る刑けいの話も出たが、当の玄奏が乗り気でないことから都の外れの離宮に追いやることに決まった」

　黎華の言葉をどこか遠くで聞きながら、驪珠は蔡妃に会った時のことを思い出していた。

『きっと、今日を逃すとなかなか会えないから』

　永皓と引き合わせたがった蔡妃は確かそう言っていた。黎華に阻まれて、という意味なのかと思って聞き流していたが──。

「外に出されては何もできぬ。大方、宮中におるうちに少しでも権威を回復しておかねば一生返り咲くことは不可能だとでも考えて、敬達逃亡の件にも口を挟んだのであろうな」

　そう話を結んだ黎華は、それにしても、とまじまじと驪珠の顔を見つめてきた。

「そなた、随分と青蒼天を案じているようじゃな。朱明の兄だからか？　それとも黒竜賊のことで恩でも感じておるのか？」

　言って黎華は小首を傾げる。

「まるでそなたは、青蒼天は敬達や微瑛に与くみしていないと確信を抱いているかのようじゃな」

「…………！」

　くすりと笑うように言われ、驪珠の心臓がどきっと音を立てて跳ねた。同時に傍はた目めにも明らかに顔が引きつったようで、黎華は慌あわてて、努めて優しい声音を作りながら言葉をつなぐ。

「別に悪いとは言っておらぬぞ。親しい者を信じたい気持ちは分かる。そなたの従兄もそうじゃ。自分があやつを問いただすからと、上司に食ってかかっておったのをわらわは見た。美しき友情じゃな」

「……兄さまが、そんなことを」

　思えば不思議なことだった。枢昱は本来城下を守る近衛武官である。青家まで出向いて捕らえるならともかく、城内で捕縛するのは彼の職分ではない。

　──兄さま。

　枢昱たち城下を守護する者たちを敵視している城内を守る近衛武官たち。彼らの職分を侵おかすことを認めさせるのは、相当大変なことだったのではないだろうか。

　けれど枢昱は、どうしても自分で捕らえたかったのだろう。蒼天が無実にしろ、そうでないにしろ、誰よりも早く自分の目で確かめたかったのだ。

　──兄さま、蒼天さま、ごめんなさい。

　驪珠は膝ひざ元もとをぎゅっと握りしめる。敬達に己の過去を知られなければ、蒼天は微瑛と敬達を無理に接触させる必要などなかった。

　そうすればこんな事件は起こらず、枢昱にあんな辛い役目を負わせることもなかったのに。

「ただ、そなたの境きよう遇ぐうを思うなら、もっと黒竜賊に対して憎ぞう悪おを覚えていても不思議ではないと思ってな。──蔡妃を見ているから、余計にそう思うのかもしれんが」

「蔡妃さまは……黒竜、賊が嫌いだと」

　大嫌いだと言い放った彼女は、同じ被害者である驪珠も当然のように黒竜賊を嫌っていると考えていた。分からない、と答えた時に一瞬見せた落胆の表情が脳裏をかすめる。

「蔡妃の黒竜賊に対する恨うらみは深い。この王宮に住まう者の中で、一番かもしれぬな」

「そんなに、ですか？」

「他人事ではないぞ。──そなたの家が絡からんでおる」

　黎華は苦笑し、ぱちくりと目を瞬かせる驪珠を指差した。そなたはこういった問題には疎うといな、と呆あきれたように言われる。

「柳家にあのようなことがなければ……。そう、考えてしまうのであろうな。わらわですら時折考える。柳家が存続していれば、愚弟が王位を継つぐことなど万に一つもなかっただろうと」

「それ、は……」

「黒竜賊がいなければ、今頃は息子が王位についていて、自分は王おう太たい后ごうとして権力の中ちゆう枢すうにいて──。そう思えば黒竜賊への恨みも深くなろう」

　玉座につく永皓。その隣となりで、満足そうに笑っている蔡妃。

　想像してみようとするが、いまいちその姿が定まらず驪珠は眉み間けんに皺しわを寄せる。

　──何かが、違う気がする。

　蔡妃が纏う世俗からかけ離れたおっとりとした雰囲気は、玄奏のものとよく似ている。そんな彼女が権力に固こ執しつしているというのが、どうしても納得できなかった。

　──権力を握りたい、とかじゃなくて。

『わたくしは息子が王位につけばいいと思っているわ』

　玄奏が悪い王というわけではない。ただ、永皓の方がもっと良い王になれる──。蔡妃はそんなふうに、純じゆん粋すいに信じているような印象を受けた。

　第一王子に嫁とつぐくらいだ。おそらく蔡妃は相当な箱入りのはずである。だから彼女にとっては出来のよい息子が王位につくのが当然で、自分が王太后になるのが当然で、離宮にひっそり住まうのではなく、後こう宮きゆうでたくさんの女官に傅かしずかれながら暮くらすのが当然で──そう信じていたのに阻まれて、黒竜賊を恨んでいるのではないだろうか。

　──昔の、私みたい。

　疑うことなく信じているその姿が、黒竜賊を信じ切っていたかつての己の姿に重なって、余計にそう感じるのかもしれなかった。

「……いずれにせよ、随分とあの叛徒には翻ほん弄ろうされたものだな」

　けぶるような長い睫まつ毛げを伏せて、黎華はいつになくしみじみと言う。その最後にさりげなく言い添えられた言葉に、驪珠は息が止まるかと思った。

　──叛徒。

　黒竜〝賊〟、という言い方には随分慣れた。驪珠たちは黒竜党を絶対にその名では呼ばないが、固有名詞として広まった面もあるので、悪い感情を抱いていなくてもそう呼ぶ者は多い。

　しかし黎華がはっきりと「叛徒」と口にしたことにより、驪珠は彼女の立場を改めて認識した。従兄とも、蒼天とも違う。──彼女は公主。王家の人間だ。

　──黎華さまは、今までほとんど黒竜党の話なんてしなかったから。

　彼女の口から黒竜党に類たぐいする話が出たのは、「憧あこがれたから」というありふれた理由ではないものの、小弓姫の話を聞いて弓の稽けい古こを始めたのだと言っていた時くらいだ。

　この華やかな世界とは縁えんがない、城壁の向こう側の遠い出来事として、良い感情も悪い感情もなく──特に関心など払っていないのだろうと、勝手に思い込んでいた。

「……黎華さまは、どう思われているんですか」

「黒竜賊のことか？」

　きょとんと問われ、驪珠は黎華の顔を見ずに顎を引く。質問にその単語が抜けたのは、心の迷いの現れだった。

　──私は、どんな回答を望んでいるんだろう。

　訊きいておきながら分からずにいる。それどころか、聞きたいという思いと聞きたくないという思いが心の中でせめぎ合っている。

　ただ一つ言えるのは、どうしようもなく胸がどきどきしているということだけだった。

「まあ、良い感情は持っておらぬな」

　当然のことのように言われ、驪珠は黎華にはばれないように下唇を嚙む。

「そなたらと違い、直接何かをされたわけではない。言い方は悪いが、柳家の一件がなければ愚弟は王位についてはおらぬだろう。わらわも父亡き今、適当な家に嫁がされて、今ほど自由な生活は送れなかったはず。勿もち論ろん、こうしてそなたに会うことも叶かなわなかったであろうし……。だから、恨んではおらん」

　黎華は何と言ったらよいのか考えているようで、言葉を選んでいるようだった。

「だが、あれのせいで随分世が乱れた。そなたはそのあたりの記憶がないかもしれぬがな。わらわは政まつりごとに関わる身ではないが、一国の公主として、あのような混乱を生み出した輩やからはやはり許せぬと思う」

「それは──」

　違う、と言いかけて、驪珠は慌てて言葉を飲み込んだ。しかし喉の奥につかえて、とてももやもやした気持ちが胸の奥に広がる。

　──私たちは、むしろ乱れた世を正そうとして。

　だから飛ひ龍りゆうの父は天を正す将軍──天てん正せい将軍を自じ称しようしたのだ。

　──覚えてる。

　それこそ王位争いをしていた時のことだ。

　物の値段が上がった。お役人さまの横おう暴ぼうがひどい。──そんな話を、何不自由なく暮らしていた驪珠でさえも耳にするようになっていた。

　少しずつその顔から笑みを消しながらも耐え忍しのんでいた民衆たちは、それでもいつしかたまらなくなり、天正将軍以下、不思議な術を使う道士に救いを求め、続々と集まってきたのだ。

『小弓姫。──あれを、射るんだよ』

　油の染しみ込む布を巻きつけた矢を射る先は、たいてい官府と呼ばれる所だった。

　当時の驪珠はそれが何をするところなのかはよく分かっていなかったが、貧まずしい人々からお金を巻き上げる悪い人がいる場所なのだと、兄とも婚約者とも慕したった人は言った。

『悪人を懲こらしめて貧しい人を救うには、こうするしかないんです』

　疑うという発想なんてなかったし、官軍を撃破するにつれて人々が支持してくれているのを見て、その通りなのだろうと幼おさな心ごころに思っていた。

　──でも。

　官府を襲った。官かん吏りの家や、名家と呼ばれる家も襲った。官軍とも戦った。──きっと天正将軍は、最終的にはこの王城を落とし、自らが玉座に座ることも考えていたと思うのだ。

　──そしたら、黎華さまや主しゆ上じようは。

　出会うことなどなかったかもしれない。けれどもし出会っていたとしたら──それはきっと、今のように穏やかなものではなかったはずだ。

　お互い倒すべき敵と信じて、怨えん嗟さのこもった視線を投げつけて。

『汚けがらわしい手でわらわに触るでない、この逆賊が！』

　黎華はこんなことを、毛並みを逆立てた猫のように全身で驪珠を拒きよ絶ぜつしながら言い放ったに違いない。

　──時が時なら、こうして差し向かいで座ることなんてなかったんだ。

　驪珠は目の前に座る美しい公主が、急に遠い存在のように思えてきた。

「民衆が何かと持ちあげていたのは知っているが……所しよ詮せんはならず者の集団。頭かしらが潰つぶれただけで瓦が解かいしたのがよい証拠。そもそも幻術、だったか。怪しげな宗教めいたものでしか人心を掌しよう握あくできぬのがいかにも二流じゃな」

　言って黎華は口くち許もとに薄うすい笑みを刻む。それがいかにも小馬鹿にしたようなもので、驪珠は身を硬くした。

「小弓姫にしたって」

　つらつらと続く黎華らしい辛しん辣らつな言葉が耳に突き刺ささる。もうやめて、と言いたかった。耳を塞ふさいで、目を閉じて。──そうしてこの時間をやり過ごしてしまいたい。

　しかし願いが通じるはずもなかった。

「叛徒から見て守護神なのであれば、わらわから見ればただの大罪人。武人において英雄と大量殺さつ戮りく者しやは同義であるが……まあ、そういうことじゃな」

「……そう、ですか」

　まるで相あい槌づちを打たないのも不自然だと回らない頭で考えた驪珠は、かろうじて声に出すことに成功した。しかし黎華の顔が見られない。視線を上げることが、できなかった。

　──私は、ただ。

　面白半分に弓を握って、気づいた時には賛さん美びの嵐だった。

　的まとに当たる時の快感が忘れられなかった。

　褒められるのが嬉しかった。

　飛龍が悔くやしさを押し隠かくしているのが面白かった。

　自分が弓を扱うことで誰かが喜んでくれることが楽しくて、ただただ言われるままに矢を放った。──黎華のように捉とらえている人がいるなど、夢にも思わずに。

　──知りたくなかった。

　厳しい言葉を投げつけられる覚悟はしていたはずなのに、黎華の言葉の一つ一つに、考えていた以上の衝撃を受けている自分がいた。

「宮中にはそなたのように、親しき者を彼かの賊によって喪うしなった者も多いゆえ、わらわ以上の思いを抱いている者が大半と思う。もし青蒼天が本当に黒竜賊に与していたのだとすれば、たとえ朱明に咎とがが及ばずとも辛い立場になるだろう。──が」

　普段ずけずけと物を言う黎華が、その先を言っていいものか迷っているように見えて驪珠は首を傾けた。彼女は周囲に視線を巡らせ改めて人影がないことを確認すると、身を乗り出してくる。

　そして太くて長い睫毛の一本一本が確認できるほど顔を近づけると、黎華は驪珠の耳元に唇を寄せた。

「正直わらわは、青蒼天は白だと思っておる」

「本当、ですか！」

「声を落とせ。公主宮とて他人の息がかかった者もおる」

　珍しくぴしゃりと言われ、驪珠は黎華がただの憶測や希望で述べているわけではないのだと悟る。

「非常に不本意なことながら、愚弟は朱明を気に入っておる。それは女官はおろか官の間でも広まっており、後宮入りのことすら皆どこかで考えておった。──その矢先の出来事。邪推せん方がおかしかろう」

「朱明が後宮に入ると面白くない人がいる、ということですか？」

　後宮入りを一番深刻に受け止めて困っているのは間違いなく朱明なのに、と驪珠は目眩めまいがする思いだった。

「可能性としては二つ」

　黎華は荒れ一つない細くて綺き麗れいな指を二本、ずいと驪珠の前に突き出す。

「娘を愚弟の嫁に送り込み、権力の座を摑もうとしている者か──愚弟が妻を得ることでその地位がますます安定することを厭いとう者か」

　今、王家と深いつながりを持つ方法は大きく二つある。一つは公主黎華の降こう嫁かであり、もう一つは娘を王玄奏に嫁がせ外がい戚せきとなることだ。

　黎華の自己中心的な性格も、「美少女好み」という性せい癖へきも、名家・高官の間では知れ渡っている。彼女を懐かい柔じゆうするよりは、しっかりと教育した娘を送り込み、穏やかな王を籠ろう絡らくする方が遥はるかにたやすい。──そう、誰もが考える。

　美しい女官たちに囲まれながら亀のことしか眼中になく、色事に一切興味を持たなかった王。しかしそんな彼に、ようやく春が訪れた。──訪れて、しまった。

　王の妻は決して一人とは限らないが、王自らが選んだ娘の存在は脅きよう威いであろう。だから朱明の兄である青蒼天の失脚を願い、そして喜んだ者は少なくなかった。

　しかし、驪珠は黎華のあげた可能性のうち、後者の人物をすぐに思い浮かべた。おそらく黎華自身も、そちらを意識しながらこうして口を開いている。

　玄奏が妻を得て、ますますその地位を盤ばん石じやくにすることを疎ましく思う者。それは──。

「……蔡妃さま、ですか？」

　今回のことについて、蔡妃は非常に存在感を発はつ揮きしているという。先に黎華はあれこれとその理由を教えてくれたが、まさか、という思いが胸をよぎった。

　しかし黎華はため息をつく。分からない、というのが彼女の答えだった。

「愚弟以外、誰もが考えてはおるだろう。蔡妃が逃がし、青蒼天にその罪をなすりつけたのだと。──だが、逃げたのは敬達だけではない」

「微瑛……」

「そう、黒竜賊の女じゃ」

　忌々しげに吐き捨てる黎華は、苦にが虫むしを嚙み潰したような顔をしている。それさえなければとっくに糾きゆう弾だんしてやるのに、と言わんばかりの形ぎよう相そうだった。

「蔡妃が黒竜賊の女を逃がす理由が、わらわには見つからない」

「……主上を手にかけるための戦力として、とか。蔡妃さまの発案じゃなくても、敬達さまが共に逃がすように頼んだ、とか」

「考えられることではある。──が、ありえない、とわらわは思う」

　微妙な言い回しに含ふくまれた意味を考えていると、知らないうちに微かにできていた眉間の皺に黎華が気づく。彼女は、あくまでわらわの考えだが、と言い置いて続けた。

「もしわらわがある目的を持っていて、黒竜賊の者と組めばより容易に達成できるとしよう。だがわらわは、おそらく手を組むことを選ばない。どんなに切羽つまった状況だとしても、だ」

「どうして、ですか……？」

「矜きよう持じが許さぬからだ」

　きっぱりと言い放つ黎華の表情には一片の迷いもない。黒竜賊と手を組むくらいなら身の破滅を選ぶ、と言われた気がして驪珠は息をつめるが、同時に心の底では「そうだろう」とも思っていた。

　──私だって。

　倒すべき、憎にくき存在。

　そう教え込まれていた国側に属する人間と、天正将軍が秘密裡りに手を組み始めたのは果たしていつ頃からだっただろうか。

　駆け引き──。そんな言葉で片付けられ、党の中でもごく一部しか知らなかったそれを、驪珠もすべて把は握あくしていたわけではない。けれど、数日前にこっそりと会談していた相手を、そんなことはなかったと言わんばかりに高らかに非難している姿を見るのは気持ちのいいことではなかった。

　そもそも手を組むこと事体、天正将軍がすることなのだから間違いないんだろうと頭では考えながらも、ひどくおぞましい行為のように思えてならなかったのだ。

　驪珠ですらそうなのだ。己の信ずるままに生きる、この高貴で高潔な公主が許容できるはずがない。

　──もし私が小弓姫であると知られたら。

　黒竜党の守護神と謳うたわれた小弓姫。

　そんな存在と友情を育はぐくんでいたと知った時、黎華は果たしてどう思うだろうか。

『わらわは今まで、小弓姫などと──』

　自己嫌悪に顔を歪める黎華の姿が瞼まぶたの裏に浮かぶ。彼女にそんな顔をさせてしまうことも──自分を否ひ定ていされるような言葉をぶつけられることも、考えるだけで怖かった。途と方ほうもない罪悪感と、決して本意ではないのだという自己弁護の気持ちが胸の中で入り乱れる。

　──仲良くしちゃ、いけない人だったのかもしれない。

　一国の公主と、それに挑んだ反乱軍の象しよう徴ちよう。

　かつて対極にいた両者の間にあった埋うまらない距離は、目に見えなくなった今もまだ、しっかりと残っているのだと気づいてしまった。

　──私はただ、公主とか小弓姫とかに関係なく、黎華さまと仲良くしたいだけなのに。

　願っているのは、とても単純なことだ。しかしそんなささやかな願いがとてつもなく遠い。

「わらわは蔡妃が好きではない。根本的に馬が合わんと思っておる。──しかしな、一度だけ同じ思いを抱いたことがあった。今から五年前、孫そん家と黒竜賊が癒ゆ着ちやくしておったことが露見した時じゃ」

「黎華さまの、お兄さまの……」

「左さ様よう。わらわの二番目の兄の外戚。あやつらは兄を王位につけるため、黒竜賊の手を借りて永皓の後こう見けんをしておったそなたの家を狙った。兄や孫妃も把握しておることだったのか、それとも外戚の暴走だったのかは知らぬが……」

　当時のことを思い出しているのか、黎華の声には不快さが滲にじみ出ていた。興こう奮ふんのため声が大きくなるのを必死にこらえているように感じられる。

「国賊と手を組み、国の至高の座を射止めようとする。その歪んだ精神が、わらわにはどうしても許せなかった。蔡妃も同じじゃ。永皓が王位につく可能性を潰され、黒竜賊と共に孫妃を深く憎悪しておった」

「孫妃さまは──」

「──さまなど不要」

　石造りの卓を掌てのひらで叩いて、黎華はぴしゃりと言った。

「敬称をつけるなど、勿もつ体たいないにもほどがある。首を刎はねて野ざらしにしてやればよかったものを」

　露見したのがもっと早い時期であったなら、柳家の事件への関与の有う無むにかかわらず、孫妃やその息子は見せしめのように殺されたのかもしれない。あの国賊に関われば、たとえ王族に連なる者でもこうなるのだ、と。

　しかし不幸なことに、そのことが露呈したのは黒竜党が瓦解した直後であった。国の威信が何とか保たもたれたその時に、身内の恥はじを公表するのは得策ではないと判断されたのだ。──孫妃母子は宮内の井戸に身を投げたが、鬼き籍せきに入ってからも、王族としての扱いを受け、相応の墓に入ることを許された。

「とにかく」

　不快の念を隠すことなく黎華は続ける。

「孫妃に対する気持ちだけは、わらわも蔡妃も同じであった。わらわたちを敵に回したからこそ、孫妃も進退きわまって井戸に身を投げたのかもしれん。──その蔡妃が、黒竜賊と手を組むというのは、わらわには考えられん」

　庇っている、というのとは違う口ぶりだ。

　黎華は本当に心から「蔡妃はやらない」と信じて──否いな、知っているのだ、と驪珠は感じた。

「しかし、ならば誰が、という話になるのよ。青蒼天は確実に何かやっておるようだが、かといってあやつが敬達を逃がす理由もなかろう」

　言いにくい部分はすべて話したのか、黎華は驪珠から顔を離すと再び硬い椅子の背によりかかる。

「何者かが蔡妃の協力者として水面下で動いておるのか……。──そもそも、そなたが不ふ甲が斐いないからこういうことになるのだぞ、この愚弟が。ええい、何をしに来た！　そなたから離れるために外に出たというのに、なぜ追ってくるのじゃ！」

　眉の上で切り揃えられた前髪をかきあげた黎華は、眉間に皺を寄せて驪珠の背後に険けん悪あくな視線を送った。

「えっ……」

　驪珠は驚き腰を浮かす。

　身をよじるようにして振り返れば、風に舞う黄色い木の葉の向こうに所しよ在ざいなげに立つ王の姿が見える。足元には亀が、そして傍かたわらには王の行動を止められず、ひたすら恐きよう縮しゆくしている芳春の姿があった。

　──気づかなかった。

　顔ぶれから見て気配や足音を消してこっそりと覗き見をしていたわけではないだろう。たとえ覗き見ようとしても、亀を連れた王に上手くそれができるとは思えない。

　──なのに、気づかなかったなんて。

　それだけ黎華の話に動揺していたのだろう。頭からすっぽりと、そのこと以外が抜け落ちていたようだった。

　気が逸それた今もまだ鼓こ動どうが速い。ずっと掌を握り込んでいたようで、視線を下ろせばくっきりとした爪の跡あとが目に入った。

「話がありまして、捜さがしに来たのです」

　大真面目に返され、黎華は額を押さえて天を仰ぐ。そんな姉弟の様子を、居合わせてしまった不幸を嘆きながら、芳春がはらはらと見守っていた。

「用があるのは分かっている。──むしろ用もないのに来たというのなら問答無用で追い返してくれるわ。何用じゃ」

「姉上ではないのです。驪珠に、頼みがありましてのう」

「私、ですか」

　いつまでも身をよじって後ろを向いたままというわけにもいかず、驪珠は立ち上がると四阿の屋根の下から外に出る。

「主上、おかけに──」

「──ならん。なぜわらわが愚弟と対面して座らねばならんのじゃ。隣も不快。立っておれ」

　ゆったりと足を組み、居い丈たけ高だかに黎華が言う。玄奏はもとより座る気はなかったようだが、彼が座ってくれなければ驪珠も座れない。

　いや、黎華はそんなことは気にせず、むしろわざと驪珠や芳春に座るように命じそうだ。そんなことをされては、対応に困る。

「……どうなさったんですか」

　黎華が何かを言いだすよりも早く王の方に駆け寄ると、玄奏はいそいそと懐ふところから何かを取り出した。

「これを、朱明に届けてほしいと思ってのう。頼まれては、くれんだろうか」

「…………これを？」

　朱明に、という点に驚くべきだったのかもしれない。だが目の前に差し出されたものを見て、驪珠はそう問わずにはいられなかった。

「これであるぞ。──はっ。な、何か問題があるのか？　思えば女官たちも物言いたげな顔をしておったが」

「問題というか……」

　玄奏が手にしているのは、折り畳たたまれた紙だった。端と端が揃っていない不ぶ格かつ好こうな折り目が目立つが、朱明に届けてほしいというのだから手紙なのだろう。

　──でも、この紙で。

　手紙を一つ見れば、その人物の趣味の良さが分かる、と驪珠は思っている。内容も勿論だが、紙料選びも大切だと思うのだ。

　ここは王宮──それも男たちが仕事をする外朝ではなく、最も派手で華やかで、悪く言ってしまえば無駄なくらい贅ぜい沢たくそうな公主宮や後宮である。女官に命じれば品も質も良い紙が、山と出てくるはずだ。

　その中から、愛しい女に恋文を送るための紙を選ぶとする。これがたとえば枢昱ならば、絶対に開けば香りがするようなものを選ぶはずだ。

　なのにどうして目の前の紙は、庶しよ民みんが子供の手習いにでも使っていそうな紙なのだろうか。

　──むしろここで、こんな紙を探す方が難しいんじゃ。

　驪珠は芳春を見た。芳春は泣きそうな顔で首をぶんぶんと振った。

　──朱明、いつもこんな紙で手紙を……。

　きっと彼も最初に受け取った時、顔を引きつらせたに違いない。華か美びなものを好みそうにない朱明だが、趣おもむき溢れる青家で育ったのだ。美的な感覚は黒竜党と無ぶ骨こつな趙家で育った驪珠より優すぐれているはずだ。

「……いえ、何でもないです」

「そうか！」

　色々と言いたいことをぐっと飲み込んで驪珠が首を振ると、玄奏はとても嬉しそうな、期待に満ちた目でこちらを見た。

「では、届けてくれるな？」

「はい」

　返事をした途端、蕩とろけるような笑みに変わる。その顔が、似ていない、と思い続けていた黎華の顔と一瞬だけ重なった。

「では頼んだぞ、驪珠。今までは青蒼天に届けさせておったのだが、こうなってはのう。本当はこのようにやりとりをするのすら官に止められておって、おぬし以外に使いを頼むわけにもいかんのだ」

　王命を出し官の意向に堂々と逆さからう気は、玄奏にはさらさらないらしい。

「本当はわしが直接会いに行き慰なぐさめたいものだが、致いたし方ない。頼んだぞ。朱明には今のところ咎とがが及んでいない。おぬしがこっそりと会いに行くくらいは問題ないはずだからのう」

　玄奏は手紙を押しつけるようにし、力強く手を握ってきた。黎華の眉が跳ね上がり何かを言おうとしたが、その前に王が驚きの声を上げる。

「どうした、おぬし。手がとても冷たいではないか！」

　触れられた手の温かさに目を細めた驪珠は、その発言で初めて玄奏の手が温かいのではなく、己の手が冷たいのだと自覚した。──手だけでなく、全身から血の気が失せている。

「何じゃと!?」

　黎華がすぐさまこちらへやってくる。握られたままだった玄奏の手を遠慮なく払いのけると、彼女は温めるように驪珠の手を包み込んだ。

「すまぬ。やはりここは寒かったか。──玄奏！　そもそも、そなたが我が宮におるからここに来ることになったのではないか！」

「黎華さま、とりあえず驪珠さまとお戻りに」

　黎華が理不尽な怒りをぶつける声や、玄奏がうろたえる声。そして芳春が遠慮がちに諌いさめる声が遠い。

　肌寒い季節になってきた。頰をなでる風もひやりと冷たい。しかしまだ日は高いし、それなりに着込んでいる。外気だけが原因でないことを、驪珠はぼんやりと察していた。

　──主上も、芳春も。

　黎華とは遠く、相あい容いれるはずがない存在だったのだと痛感した。そして改めて玄奏と芳春を見て、二人も同じだ、と思ってしまったのだ。

　王と、公主と、良家出身の女官たち。──この公主宮において、やはり驪珠だけが異質だった。

　──ここは、私がいるべき場所じゃない。

　乗り越えたふりをして、忘れていた感覚が戻ってくる。

　──どうして私が〝小弓姫〟なんだろう。

　ただただ悲しくて、背を押され室内に導かれる途中、驪珠はずっと顔を上げることができなかった。







[image: ]

「へえ、お偉えらいさんはこういうところで密みつ会かいするんですね」

　宿の奥まった一室に通された敬けい達たつは、顔を隠かくすように被かぶっていた布を取ると、まるで田舎いなか者もののようにきょろきょろとあたりを見回し感かん嘆たんの声を上げる。

　そこは上等な宿屋の一室だった。見慣れた公こう主しゆ宮きゆうのように豪ごう華か絢けん爛らん、というわけにはいかないが、すっきりと趣しゆ味みの良い造りとなっている。家具や装飾も一見地味に見えるが、よく見れば一つ一つ精せい緻ちな細工がされており、値がかさむものだと分かった。

　階下の飯屋ですら格式ばっていて、入口近くには屈くつ強きような用よう心じん棒ぼうが幾いく人にんも目を光らせている。出入りしているのは恰かつ幅ぷくのいい高級官かん僚りようや実入りのよい商人ばかりで、庶しよ民みんは寄りつきすらしない場所だ。

「酒がまずくては話が進まんからな。それに店の従業員の口も堅かたい。──女を抱くためにしか宿に入らん貴様には、関係のない話かもしれんが」

「俺おれ、どう思われてるんですか」

　こまごまと刺し繡しゆうが施ほどこされた長なが椅い子すにゆったりと腰こしかけていた先客の、遠えん慮りよのない物言いに敬達は苦く笑しようする。

　確かにそのような宿にはよくお世話になったし、逆にこのような宿は利用したことがない。しかし王都に住む敬達が、王都の宿を使う必要など今までなかったのだから仕方がないことではないか。

「さてな。それほど愚おろかではない、と思っていたが──考えを改あらためた方がいいかもしれん。それだけか」

「何がですか」

「顔を隠すものは、それだけなのか」

　気だるそうに指されたのは、敬達が無む造ぞう作さに投げ置いた灰色の布だった。調度一つ一つに気を配り完成された部屋の中で、それだけがやけに浮いている。

「一応貴様は追われている人間なのだぞ。気をつけろ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　今にも説教を始めようとする相手に、敬達は軽く肩をすくめることで応じた。わざわざ言われなくても、そんなことは自分が一番よく分かっているのだ。

「人相書きは見ましたけど、俺はもっと男前のつもりですよ。あんなもので捕まるのは非常に不本意ですね」

「……担当者に伝えておこう。自意識過か剰じようの一文も付け加えるべきだとな」

「事実じゃないですか。それにまあ、俺はどこかの兄馬ば鹿か野や郎ろうと違って公主宮勤づとめ。そんなに顔が割れてませんからね。──そうだ。蒼そう天てんのやつ、どうしてます？」

　自分を逃がし、蒼天が捕まるように水面下で導いた人物──その向かい側の椅子を引き寄せ座ると、敬達は問うた。

　男がため息をつく。敬達の、よくいえば気安い、悪くいえば不ふ敬けいな態度はそれなりに有名だ。何を言っても仕方がないことを悟さとったのか、わずかな沈ちん黙もくの後、諦あきらめたように口を開いた。

「相あい変かわらずだ。何も喋しやべらん」

「まあ、無理でしょうね。──あいつが何か喋れば、驪り珠しゆちゃんにも影響が出る」

　そうだな、と男が頷く。──敬達は、この男にだけは自分の知るすべての情報を伝えていた。

「とはいえ何の訓くん練れんも受けておらぬただの文官にすぎぬ。あれだけ沈黙を貫つらぬくとは、もはやあっぱれだな」

「確かに。あそこの居い心ごこ地ちの悪さは一級品だ」

「もう一度戻りたくなければきりきりと働くことだな。──あの女はどうした？　蔡さい妃ひの顔でも見に行ったのか？」

「いえ、違いますよ」

　先ほど別れた女の姿を思い浮かべ、敬達は口の端はを上げる。

　必要のないことをべらべらと喋る女ではないし、どんなに軽口を叩たたいてもつれない態度しか返さない。しかしそんな彼女が何を待ちわびているのか、敬達は知っていた。

「目の前にこんなにいい男がいるっていうのに、未み練れんがましく、振られた男をもう一度口く説どきに行きました」










　がたん、と馬車が静止するのに伴ともない前のめりになった驪珠を、御ぎよ者しや台だいの武官が振り返った。

「本当にここでよろしいのですか？」

「大丈夫です」

　軽く微笑ほほえんで降りる準備をしていると、武官が来て手を差し伸のべてくれる。

　降りた場所は王城からまっすぐ続く大通りの途中だ。小道に入り少し行ったところに朱しゆ明めいの家がある。状じよう況きようが状況なだけに、青せい家の門前に馬車を堂々と乗りつけるのは憚はばかられるからと、黎れい華かが武官に指示を出してくれたのだ。

　人通りが多いが、こんな所で止まっている馬車に注意を払う者はいない。立地がよく脇わきに入ればたくさんの邸宅が並んでいるため、行き交かう人々は立りつ派ぱなしつらえの馬車を見慣れているようだった。

　あの後、黎華は顔色の悪い驪珠を慮おもんぱかって帰るように強く勧すすめ、玄げん奏そうもまた姉の勢いと睨にらみに押され頷うなずいて去ったのだが、残念そうな色が隠せずにいる王を見て、驪珠は朱明の家に行くことに決めた。

　──というより、帰りたくない。

　家に帰って、沈ちん痛つうな面おも持もちをしている枢すう昱いくや、口汚く蒼天や黒こく竜りゆう党とうを罵ののしる門下の者と鉢はち合あわせをした時に、いつも通りの顔をしていられる自信がない。──貴方あなたたちも黎華さまみたいに思っているんでしょう？　そんな、分かり切った問いがきっと浮かんでしまう。

「用が終わるまでこちらに待機していても、自分は構いませんが」

「大丈夫、です」

　心配そうな武官の申し出を、驪珠は微笑みながらやんわりと断った。

「ここからうちは、そんなに遠くないですし。道も、分かりますから」

　更さらに武官が言い募つのる前に、驪珠は一礼して脇の道に入ってしまう。大通りの方は活かつ気きや喧けん騒そうに溢あふれているが、こうして一いつ端たん逸それてしまえば特に人通りもなく静かなものだった。

　ほどなくして人々の雑ざつ踏とうにまみれ馬車が引き返していく音が耳に届く。その音が完全に聞こえなくなるのを聞き届けてから、驪珠は見知らぬ家の壁に背を預けると、ぼんやりと雲がかかった空を見上げた。

　誰の目もなくなり、張りつめていた気持ちが徐じよ々じよに緩ゆるんでいく。鼻の奥がつんとして、目め頭がしらが熱くなった。

　──いけない。

　驪珠は俯うつむき、乱暴に目め許もとをこすった。

　──こんな顔じゃ、朱明に会えない。

　何があった、と朱明なら一目見るなり問うだろう。──人の心配をしているような場合ではないのに。

　──ああ、でも。

　どうしようもなく誰かと話がしたかった。女によ官かんたちがするような他愛ない話でも、たまに趙ちよう家にやってくる少女が語る、未み熟じゆくな恋の話でも──今の驪珠の気持ちを逸らしてくれるものなら、何でもよかった。

　一人でいるとどうしても思い出し、負の感情に飲み込まれてしまいそうになる。それほど黎華の語る黒竜党の話は驪珠の心を乱した。

　──何も、考えたくない。

　今更ながら、自分がどれだけ大切にされてきたかを実感する。

　仲ちゆう毅きは枢昱に黒竜党の話をすることを禁じてきた。きっと彼自身、黎華以上に思うところはあっただろうに、そんな気持ちは微み塵じんも表に出さずに接してくれたのだ。

　蒼天や朱明も表立って黒竜党の悪口を言うことはなかったし、朱明に至いたっては小弓姫である自分の過去も認めてくれて──。

　そんな人たちに囲まれた柳りゆう驪珠の世界が、どんなに自分一人のために作られたものだったのかを痛感する。

　──凄すごい、今さら。

　驪珠は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　趙家に引き取られてから五年以上が経たっている。この決して短くない間、当たり前のようにその環境を享きよう受じゆしていた自分が、ひどく滑こつ稽けいに思えた。

　──もしあの時、朱明に会わなかったら。

　街で偶然朱明に助けられなかったら。

　これから向かう青家で、蒼天からの依い頼らいを受けなかったら。

　そしたらずっと、そんなことを考えもせずに、今もぬくぬくと暮くらしていたのだろう。

　傷つかなくていい。何も考えなくていい。もしかしたら、そちらの暮らしの方が幸せだったのかもしれない。でも、驪珠は今の暮らしを選び取った自分に対し、まったく後こう悔かいはしていなかった。──選ばなければ、出会えなかった人たちがいる。

　驪珠の脳裏に、黎華や玄奏──そして朱明の顔が浮かんだ。飛龍とだって、まだ再会できていないだろう。

　彼らと出会ってからの生活は、穏やかなものとは言い難いが、とても楽しいものだった。趙家に引き取られてからの数年間、普通だと思って過ごしてきたものが、とても単調で味気なく思えてならないほどに。

「──えっ？」

　深呼吸をして、気を取り直してから再び歩き始める。いきなり左手を摑つかまれ路地に引きずり込まれたのは、その時だった。

　日差しが家壁に遮さえぎられているので、明るさに慣れた視界が暗転する。咄とつ嗟さに手を引こうとするものの、強く握にぎりしめられた左手が自由になることはない。

　頭が、真っ白になる。

　──兄さまが言う、もしも？

『お前は可愛いから』

　大真ま面じ目めにそう言って、枢昱は昔から──それこそ家からほとんど出ることのなかった昔から、驪珠にくどいほどの注意を促うながした。手首を摑まれたらこうしろと、門下生まで巻き込んで特訓させられたことすらある。

　──どうするんだった？

　いくつか方法はあったはずだが、何一つ浮かんではこなかった。弓ならどんな時でも即座に応じることができるのに、所しよ詮せんは即席の護身術。無意識のうちに反応ができるほど、驪珠の身に馴な染じんではいない。

『いいか、どうしてもって時はだな』

　枢昱は、何と言っていた？

　動いた口の形を、紡つむがれた言葉を、思い出すのに永遠とも思えるような長い時間がかかった気がした。

『思い切り、叫さけべ』

　従兄いとこの助言に倣ならい、驪珠は思い切り息を吸い込んだ。やろうとしていることを察し、相手が焦あせる気配がする。

「小弓姫、僕です」

「────!?」

　耳元で囁ささやかれ、驪珠の身体からだから一気に力が抜け落ちた。叫び損そこなって軽く咳せき込んでしまう。

　驚いたように背中をさすってくるその人物を見上げると、澄すんだ湖水のような青い瞳と、目が合った。

「飛ひ龍りゆうさま……」

「すみません、吃驚びつくりさせてしまいましたね」

　申し訳なさそうな声と、いつもと変わらない穏おだやかな笑えみが驪珠を包み込む。

　敬達が騒動を起した後の別れ際、飛龍は「では、また」と言い残して趙家の屋敷から去っていった。また会いにくることが前提の言葉に、朱明が去り行くその背に向けて軽く悪態をついていたのを覚えている。

　だから漠然と、また飛龍は折を見てやってくるのだろうと思っていた。

　──でも、今。

　情けなくなるくらい心細く感じていた今、この時。計ったように目の前に颯爽と現れたその姿に、驪珠は自分が夢を見ているのではないかと思った。

「飛龍さま」

「はい、何ですか？」

「飛龍さま……！」

「……小弓姫？」

　おさまりかけていた涙るい腺せんがまた緩む。

　頰ほおを伝った雫しずくに飛龍は怯ひるみ、一瞬たじろぎを見せたものの、何も問いかけることなくそっと驪珠のことを抱き寄せた。

　目を閉じて、そして開けたら。

　この手を一度離してしまったら。

　そしたら、飛龍が霧きりのように消えてしまうのではないかという恐怖心は、服ごしに伝わってくるぬくもりによって霧散していく。代わりに、安堵が次第に心を満たしていった。

　──昔に戻ったみたいだわ。

　この包み込まれるような途と方ほうもない安心感を、昔は当たり前に得られるものだと思っていた。

　まだ十にも届かなかったあの頃。怖い夢を見た時も、年上の者にからかわれた時も、親がいないという状況が人とは違うのだと気づいてしまった時も──自分が不安定な時に、必ず飛龍は近くにいてくれた。こうしてずっと、見守ってくれていたのだ。

「色々あったみたいですね」

　ただただ飛龍の名前を繰くり返す驪珠に、優しい声が降ってくる。

「無理する必要はありませんよ」

「飛龍さま、私……！」

　受け止めきれず今にも溢れ出しそうで、でもぎりぎりのところで留まっていた様々な思いが、その一言によって堰せきを切って流れ出した。

　朱明のこと。

　蒼天のこと。

　蔡妃のこと。

　敬達たちのこと──。

　──飛龍さまなら、全部話せる。聞いて、くれる。

　話したいことは山とある。ありすぎて、何を話したらいいのか分からずに、ただ気持ちばかりがはやった。

[image: ]

「……昔は、小弓姫がこんな顔を見せるのは僕だけだったのに」

　落ち着かせるように驪珠の髪をそっと梳すいていた飛龍が、不意にその手を止める。

「今は、違うのでしょうね。僕よりも近しい人がいる」

「……飛龍、さま？」

　変わってしまった関係への寂さびしさ。常つねに側そばにいられないことへのもどかしさ。昔への懐なつかしさ。──独ひとり言ごとのような飛龍の言葉には、そんな哀あい惜せきの念ねんが満ちていた。

「それどころか、僕の知らない顔を知っている人間もいるのでしょうね。たとえば、あの女装野郎のような」

「どういう──」

「──そういえば以前、こんなことをしていましたね」

　髪に添そえられていた飛龍の手が、顔を上げた驪珠の、濡ぬれた頰へと移動する。

　薄うす暗ぐらい路地の中でも鮮あざやかな双そう眸ぼうは、はっとするほど思いつめた色をしていた。

　──飛龍さま？

　何度目か分からない呼びかけは、声にはならなかった。飛龍がぐっと驪珠の肩を摑んで壁に押し付けたからだ。

　──な、何!?

　先ほど手を引かれた時に感じたものとは少し違う恐怖が、背中から這はい上がってくる感じがした。目の前にいるのはよく見知った、驪珠に対し怖いことなどするはずがない、あの飛龍だ。それなのに、彼がまったく知らない顔をしているのは、なぜだろうか。

　身をよじろうとするが、動きは完全に封ふうじられてしまっている。唯ゆい一いつ自由になる顔を動かしじっと飛龍の目を見上げれば、少し緊張した顔が近づいてきて──唇が、触ふれた。

「──っ！」

　途中で何をされるのか、何となく分かった。でも驚おどろきすぎて、信じられなくて、顔を背そむけることも忘れていた。

　柔やわらかな感触に、ただただ息をつめる。

　──飛龍、さま。

　頭が真っ白になって、何も考えられなくなる。ただあまりに顔が近いことが耐たえられず、驪珠は目を閉じた。

　胸の奥が熱い。まったく知らない感情が驪珠の中を駆かけ巡めぐり、驚きが少しずつその新しい感情に飲み込まれていく。それに伴いどうしようもなく心臓がどきどきしてきて、飛龍にまでその音がはっきり聞こえてしまうのではないかとすら思った。

「そのままでいてください」

「……え？」

　一いつ旦たん唇が離され、そう囁かれる。

　静けさに満ちた一帯には似合わない、どたどたと慌あわただしい気配が近づいてきたのは、驪珠の疑問を封じるように再び口づけられたのとほぼ同時だった。

　二重の意味で身体を強こわ張ばらせた驪珠に何かを伝えるよう、肩を摑む手の力が強まる。ただの口づけではないのだと分かり、少しずつ驪珠に思考が戻ってきた。

「いたか」

「いいえ、見失いました」

　存外に近い所から、太い男の声が聞こえてくる。薄目を開けて声の方に視線を転じると、狭い視界の端を軍装がかすめた。簡素な鎧は、近衛このえのものでも、そもそも武官のものでもなく、一兵卒が身につけるものだ。

　──いけない。

　ほとんど屋敷に引きこもる形で過ごしていた昔は、趙家に出入りする者や、枢昱に関係ある近衛武官くらいしか驪珠の顔を知らなかった。それなのに最近は公主宮に出入りし目撃される頻ひん度どが高いため、様々な人に知られている。だから、今近くに来ている兵士たちが己の顔など知るはずがないという楽観を持つことができなかった。

　なぜここにいるのか、という問いならば誤ご魔ま化かせるが、飛龍と二人きりでいるこの状況に気づかれるわけにはいかない。──まして、今の体勢は。

「まったく、小娘一匹に情けない。しっかり動向は摑んでおけと言われたのに、何と申し開きをしたらいいのか分からんではないか」

「すみません。この近くにいることは間違いないんですが。ここらの路地に入り込んだとか──あ」

　言いながらこの路地を覗のぞき込んだ男の目が点になる。

　ここで顔を見られるわけにはいかない。ならばこうするしかないと、驪珠はわずかな逡しゆん巡じゆんの末、飛龍により近づくように、腰に手を回した。

　手が震ふるえている原因は、兵士たちに見つかるという恐怖や不安からくる緊張だけではない。

　──いつまで、こうしているんだろう。

　息をするのもままならないのだ。このままでは、きっと頭がおかしくなってしまう。

「あそこに、同じ年頃の娘が」

「はあ？」

　上官らしき男の足音がひたひたと近づいてきた。時間の流れがとにかく遅おそく感じられる中、飛龍が驪珠を彼らから隠すように、わずかに位置をずらす。

「──馬ば鹿か者もの！」

　こちらを覗き込んだ男は路地の中にまで踏ふみ込んでくることなく、鼻を鳴らして部下の頭をがつんと叩いた。

「だって娘がいるじゃないですか」

　叩かれた男が頭を押さえながら恨うらみがましく反論するが、上官は意に介かいさない。それどころか、軽けい蔑べつするように言い放った。

「お前な、捜さがしているのは柳家の娘だぞ」

「────！」

　突然出てきた己の名に驪珠は声を上げかけるが、飛龍にその手段を封じられているせいでくぐもった意味を持たない声が出るだけだ。耐えろ、とでも言うように、彼の手が動く。

「ほいほい誰にでもついていくようなお前の不ぶ細さい工くな姉妹とは違う、生きつ粋すいの名門の娘だ。いくら人目につかぬ場所とはいえ、往おう来らいであんなことをやるわけがないだろう」

「でも」

「うるさい、自分に恋人がいないからといって僻ひがむな。野や暮ぼなことはするんじゃないぞ」

　男は馬鹿馬鹿しいと言いながら、さっさと驪珠たちに背を向けた。

「仕方がない。柳家の方まで足を伸ばしても見つからなければ一度戻るぞ」

　部下の方は何か引っかかっているようだったが、何度も振り返りながら仕方なく上官についていく。

　顔を離されたのは、彼らの気配が完全に消えてからだった。力が抜けて座り込みそうになった驪珠を飛龍が苦笑しながら支える。

　驪珠はもう、何を言ったらいいのか分からなくて両手で口くち許もとを覆おおった。顔が耳まで赤くなっているのが、自分でもよく分かる。

「飛龍さま、今の」

「やはり小弓姫を追っていたみたいですね。上う手まくまけてよかったです。──あ、すみません。急だったもので、つい。痛くありませんか？」

　すみません、と何でもないことのように軽く謝罪しながらそっと肩を摑んでいた手を離すと、飛龍は路地の入口から顔を出し左右を確認する。急にぬくもりが消えたことで抱いた喪そう失しつ感かんの思わぬ大きさに驚きながら、驪珠はじっとその背中を見つめた。

「もう大丈夫ですよ」

　完全に武官たちが遠のいたことを確認したのか、振り返った飛龍は警戒を解いていた。だがすぐに真剣な面おも差ざしで驪珠を見返す。

「本当はもう少し、会わずに様子を窺っていようと思っていたのですが……。彼らは小弓姫が馬車から降りる姿を、尾び行こうとしか思えない態度で物もの陰かげからじっと見ていましてね。目の前であれだけ怪しい態度をされては見過ごせず、こうして待ち伏ぶせさせていただきました」

「……黎華さまが、心配でこっそりとつけさせた？」

「僕もその可能性は考えたのですが、近衛ではありませんでしたし。──一体、どうなっているんですか？　黒竜党に与くみしていた裏うら切ぎり者が捕まった、という不穏な噂を耳にして慌てて王都に来てみれば、その裏切り者は青蒼天という話じゃないですか」

　なんでも飛龍は数日前には王都に入り、青家周辺で情報を集めながら、驪珠の様子も窺っていたらしい。それまではまた田舎の村に流れ者の医者として潜せん伏ぷくしながら、地方の街で義ぎ賊ぞく臥が竜りゆうとして動いていたのだという。

　ここから格別遠いわけでもないが決して近くもない街の名前を聞き、驪珠は蒼天の話がすでにそこまで広まっていることに驚きよう愕がくした。人々の、黒竜党に対する関心の高さが表れている気がしたのだ。

「……敬達さまと、微び瑛えいが逃にげたの」

「なっ……！」

　すべての元げん凶きようともいえるべき事実を告げると、さすがの飛龍も絶ぜつ句くし、碧へき眼がんを見開いた。様々な可能性を思い描えがいてきたようだが、この二人の組み合わせは考えていなかったらしい。

　二の句が継つげずにいる飛龍に、驪珠はこれまでのことを話し始めた。

　目の前で蒼天が捕ほ縛ばくされたこと。

　敬達と微瑛の接点。

　蔡妃が絡からんでいるらしいこと。

　そして、黎華や蔡妃が黒竜党のことをどう思っているか──。

　思い出すがまま、たいして整理もせず語っているうちに声が上うわずっていく。そしていつからか、驪珠は止まらなくなっていた。言いたいことが、話したいことが、次々とこぼれ落ちていく。

「……そんなことが」

　どれだけ喋り通していただろうか。喉のどの渇かわきを覚えたあたりで一段落つくと、腕を組み壁に背を預けながらじっと話を聞いていた飛龍は声を絞しぼり出すようにしてそう言った。

「微瑛、が。──では、彼らを逃がした人物は小弓姫の正体を聞いているかもしれませんね」

「…………」

　言葉に出して指摘され、驪珠は顔を歪ゆがめる。

　そのことに、思い至らなかったわけではない。けれど可能性がちらつくたびに、今のところ自分を疑惑の眼まな差ざしで見つめてくる人はいないからと、目を逸らしていたことだった。

「そうと知ってしまったら野放しにはできない。動きだけは摑んでおこうとして、兵を動かした。そう考えると、その人物は王宮側の人間でしょうね。──もっとも、先ほどの彼らが詳しよう細さいを知らされているようには思いませんでしたが」

「……そしてまた、機を見て敬達さまの時のように脅おどされるのかしら」

　黙だまっていてほしければ──。そんなふうに言われ、何かを要求されるのだろうか。自分が考えている以上に、柳驪珠の利用価値は高いらしいのだから。

　──そして分かっているのに、動揺するんだわ。

『そうだろ、小弓姫？』

　敬達が口に笑みを形作った瞬間に感じた、足元が崩くずれていくような感覚。従兄を呼ぼうとしても、その先のことを考えてついに出せなかった声。

　過去を隠しておきたいと驪珠が願う限り、それはきっと繰り返される。

　──もう、嫌だ。

「脅すくらいなら、その人がむやみやたらと私のことを言いふらすことはしないでしょうけど、でもきっと少しずつ、知っている人が増えていくんだわ」

　蒼天は敬達の記き憶おくを奪うばおうとしていた。それが成功したのかは分からない。しかし綺き麗れいに忘れているとしても、驪珠の過去を誰よりも詳くわしく知る微瑛と一緒かもしれないのだ。

「それで、いつかは、兄さまや黎華さまの耳に──」

「──小弓姫」

　遮るように呼ばれ、いつの間にか俯うつむいていた顔をゆるゆると上げる。壁から背を離し、いつの間にか正面に立っていた飛龍が再び両肩を摑んでいた。

　隠さなければならない、と思っている過去の異い名みよう。それなのに当然のようにその名を呼び続ける彼がいて、自然と反応してしまう自分がいる。

「もう耐えられません。一いつ緒しよに行きましょう、小弓姫。──今、すぐに」

　一度目は手を差し出され、穏やかに。

　二度目は言いたそうにしていたが、結局口に出さずじまいだった、その誘さそい。

　──今までとは、違う。

　飛龍はいつだって選択は驪珠に任まかせてくれていた。望まないなら、無理をして連れて行こうとはしなかった。

　それなのに今日は、どうしてこんなにも有う無むを言わさぬ強い口く調ちようなのだろう。逸らされることなくまっすぐにこちらを見つめてくる瞳には、譲ゆずれないという決意が見て取れた。

「飛龍さま、どうして」

「見ていられないからです」

　戸と惑まどう驪珠に対し、飛龍の答えは明めい快かいだ。しっかりと摑まれている肩に鈍にぶい痛みが走る。

「僕の幸せは小弓姫の幸せです。だから、僕と共に来るより、趙家に留まった方が小弓姫が幸せなら、それでもいいと思っていました。──ですが、そんな顔をされてしまっては」

　痛ましそうに飛龍は驪珠の頰をなで、目め尻じりに溜まっていた涙を指でぬぐう。気を抜けば盛大に歪めてしまいそうなこの顔は、きっとひどい色をしているのだろう。

「このままでは、小弓姫がまいってしまいますよ」

「……そうかもしれないわ」

　驪珠は力なく笑った。

　色々なことを考えるだけで憂ゆう鬱うつな気分になる。心配しなければいけないことが多すぎて、頭が破は裂れつしそうになる。──考えることを、放ほう棄きしてしまいたかった。

　飛龍の甘い囁きは続く。

「だから、行きましょう。何もかも投げ出したって、いいじゃないですか。どこかの田舎の小さな村で、王も、公主も、黒竜党のことも話題に上げない素そ朴ぼくな人々と、ひっそり暮らしましょう」

　美しい長閑のどかな村が驪珠の脳のう裏りに浮かんだ。青家の別邸があった村より、もっと辺へん鄙ぴな村だ。王都の情報なんて何一つ入らないそこで、何もないことを喜びながら過ごす。

「素す敵てき、ね」

　小弓姫であるとか、柳家の娘であるとか。今驪珠を縛しばっているすべての鎖くさりから解き放たれた生活を思い浮かべて素す直なおな気持ちが口から漏もれる。飛龍の顔に期待がよぎった。

「なら──」

「──でも、それは逃げだわ」

　夢は何か、と従兄の友人だった武官は問うた。答えは胸の中で霧む散さんしたまま形にならなかったが、そこに飛龍が告げた生活は含ふくまれていなかったように思う。

　どうしたい、と銀髪の少年は訊きいた。漠ばく然ぜんとした思いのまま「変わりたい」と言ったが、その変化の先は誰の目も声も届かぬ所へ逃げた自分ではないはずだ。

　──そうだ私は、変わりたいんだから。

　黎華の言葉が胸に痛かった。

　小弓姫という秘密を誰かに握られているのが恐ろしかった。

　でも不安に揺ゆれる気持ちを、事情を知る朱明や飛龍にぶつけるだけでは何も事態は動かない。

　どうしたらいいのかなんて、まるで分からなかった。自分でどうにかする、という発想すら、そもそもこれまでなかったのかもしれない。

　飛龍がはっきりと逃げ道を示してくれたことにより、逆に「それではいけない」と新たな道が定まった気がする。まるで出口のない迷路の中をぐるぐると彷徨さまよっていた時に、急に出口が開けたような、そんな思いだった。

「そうよ、逃げちゃだめなんだわ。──受け止めて、向かい合わないと」

　自分自身に言い聞かせるように驪珠は言う。

　しかし頰に添えられたままの手をそっと外はずしながら見上げた、かつて兄とも婚約者とも慕したった男の顔は曇くもったままだった。

「辛つらいですよ。──先ほど小弓姫が言ったように、公主の耳に入る可能性だってあるんです」

「分かってる。正直、怖いわ。だけど……乗り越えるためには、避さけて通れない道なんじゃないかな、とも思うの」

　どうせ耳に入るのなら──。何も言わずに黎華や枢昱の前から姿を消すよりも、言ってからの方が、たとえ待っているのが蔑さげすみの視線でも、後悔しないように思う。

　人は皆みな、隠し事の一つや二つあるものだ、と朱明は昔言った。けれども驪珠は、朱明の隠し事を共有できた時、とても距離が近づいた気がしたのだ。

「……変わりましたね、小弓姫」

　日が差し込んでいるわけでもないのに、飛龍が眩まぶしそうに目を細めている。寂しそうな声こわ音ねに驪珠ははっとなった。

「こんなことなら、この間──数年ぶりに再会した時に、無理やり連れ去ってしまえばよかったですね。あの時はもっと、揺れているようでしたから」

　飛龍はそんなことはしない。

　朱明よりも枢昱よりも──誰よりも共に過ごしてきた時間は長いのだ。そういう人ではないことを、驪珠はよく知っている。

　けれど今の飛龍の声は本当に後悔に満ちていて、驪珠の心を揺さぶった。

「飛龍さま、私──」

「──小弓姫は、先ほど口づけをした時、どう思いましたか？」

　期待に応こたえられなくてごめんなさい。

　紡ごうとした謝罪の言葉は、何の脈みやく絡らくもない唐とう突とつな質問によって遮られた。努つとめて考えないようにしていた感覚が蘇よみがえり、かあっと頰が熱くなる。

「あ、あの人たちに見つかりそうだったから、助かったわ。凄い機転だったと──」

「──したかったんですよ」

　再度遮られて言われた言葉の意味を理解するのに、驪珠は数瞬を要した。理解してからも信じられずに顔を見返すが、飛龍の顔からはいつもの穏やかな笑みは消え、至し極ごく真面目な表情だけが残っている。

「状況なんて関係ありません。小弓姫と、口づけを交わしたかった。あの場を誤魔化す方法なんていくらでもありましたが、僕はあえて、あの行動を選択しました」

「そ、れは……」

　──私は、どう思った？

　胸が高鳴る。突然あんなことをされたのだ。驚いた、というのが正直な気持ちだった。

　相手は飛龍。

　兄であり、婚約者であり、家族であり──誰よりも長い時間を共有してきた、人。

　──その飛龍さまと、あんなことをするなんて……。

　小さい頃、周囲は大人ばかりだったということもあり、我ながら飛龍とべったり育ってきたと思う。けれど遊びの延長としてですら、こういうことをしたことはなかった。

　──それに、これは。

　口づけ。

　その意味を知らないほど、驪珠も子供ではないつもりだ。己が抱く親愛の念とは違う感情が、飛龍から向けられている。

　驪珠はわずかに飛龍から視線を逸らした。

　──婚約者。

　その言葉の持つ意味を本当に理解したのは果はたしていつだっただろうか。でも、理解した後も、驪珠にとっての飛龍は将来添い遂とげる相手というより、歳としの近い兄の比重が大きい存在だった。

　趙家に引き取られた後、もしあのまま黒竜党にいたらと考えたことはある。もし飛龍と共に長じていたら──婚約の名の通り、もう今頃は夫婦になっていたのかもしれないと。

　飛龍の隣となりに当たり前のようにいる自分。

　その光景は容易に想像ができる。──けれど、それ以上のものとなると、どうしても思い浮かべることができなかった。

『僕の中ではまだ、あなたとの婚約は続いています』

　再会した時にそう言った飛龍の意い図とを考え直す。彼はいつから、守るべき妹ではなくそちらの比重が大きくなっていたのだろうか。

　──もう、あの頃とは違う。

　三歳の差があったから、驪珠は常に飛龍を見上げて育ってきた。それでも歳が二ふた桁けたに届く頃には大分その差は縮ちぢまっていたように思う。

　けれど再会してみれば差は再び広がっていた。この見上げている首の角度が、過ぎ去ってしまった時の大きさを示していると思った。

　呆ぼう然ぜんとしている驪珠に、飛龍はにこりと笑いかけてから歩き出す。

「──そのことだけは、覚えておいてください」

　すれ違いざま耳元で言われた言葉にどう反応したらいいか分からなくて、驪珠はその場から動けずに、去っていく飛龍の背を見送ることしかできなかった。










　その背が見えなくなって、どれだけが経っただろうか。

　たまたま通りがかったどこかの家の使用人が呆然と路地に立ち尽つくす女の姿に気づき、ぎょっとして足早に通り過ぎていくのを見て、驪珠はようやく緩かん慢まんに動き始めた。

　一応、先ほどの兵士たちがいないことを確認しながら路地を抜けると、建物の影がわずかに長くなっている。送ってくれた武官を帰しておいてよかった、と思いながら驪珠は歩を早めた。

　飛龍に会う前、どうしよう、とただただ迷子の子供のように思っていたことに比べれば随ずい分ぶんと気持ちは落ち着いていた。──ただ、まだ頰が赤いかもしれない。

　──したかったんです、か。

　両手の甲こうで頰の熱を冷ましながら、驪珠は飛龍の言ったことを改めて思い返していた。

　初めてでは、ない。

　微瑛に身体を操あやつられていた時に、朱明にも同じことをされたことがある。

　操られていたから記憶があやふやだ、ということにして、驪珠はその時のことを故意に話題に出さなかった。だから朱明が何を思ってあのような行動を取ったのか、訊いたことがない。

　──朱明も、そうだったんだろうか。

　つい、そんなことを考えてしまう。

　しかし深く考える間もなく、見覚えのある屋敷の前に着いてしまった。趙家とは違う典てん雅がな空間がこの先に広がっていることは知っている。しかし、以前訪れた時とは違い、まるで訪問者を拒こばむように門もん扉ぴは固く閉じられていた。

　鍛たん練れん場などあるわけもなく、男たちの掛け声や、祖父の怒声が聞こえてくるはずがない。しかしそれを差し引いても屋敷はやけに人の気配が薄く、不気味なほどの静けさを保たもっていた。

　すみません、と門を叩いて声を張り上げれば、ほどなくして使用人の一人が顔を覗かせる。なぜか及および腰ですらあった女は、門前に佇たたずむのが娘一人だと知ると目に見えて安あん堵どした様子だった。

「あなたは」

　出てきたふくよかな女の顔に、驪珠は覚えがあった。青家の別邸に行った時、共についてきて色々と世話を焼いてくれた女だ。向こうもすぐに思い出したらしく、すぐさま驪珠を招き入れてくれた。

「よくいらっしゃってくださいました、驪珠さま」

　柔にゆう和わな顔に笑い皺じわを刻きざみながらも、再び門を閉める手を止めることはない。不ふ審しんな挙きよ動どうに問いかけの言葉すら浮かばずにいると、女はさっと顔を曇らせた。

「その、蒼天さまのことで……ご近所からも、色々言われますので」

「す、すみません」

　歯切れの悪い言葉に思わず謝罪が口をつく。いいえ、と緩く首を振る彼女は、いつか朱明を叱しかりつけていたことが噓のように疲れていて、ぐっと老ふけ込んでみえた。

　部屋の一室に通され、待つように言われる。──以前この家に来て蒼天と対面したのと、同じ部屋だった。

　──ここが、すべての始まりだった。

　飛龍と共に天てん正せい将軍の会話に聞き耳を立てたことや、珍めずらしく出かけた街で微瑛に遭そう遇ぐうしたこと。そして朱明に助けてもらったことも、驪珠にとっては大きな出来事だ。

　しかし、やはりここで蒼天からの「依頼」を受けたのが、最も大きな契けい機きだったように思う。

　懐かしさとは違う様々な思いが胸に去きよ来らいする。しかし感傷に浸ひたっている間もなく、すぐに軽やかな足音が近づき宵よい闇やみに浮かぶ月のような銀色が飛び込んできた。

「驪珠、今うちに来るのは──」

「──はい、主しゆ上じようからよ」

　もともと険けわしかった朱明の顔が、差し出されたものを視界に入れた途と端たんに渋じゆう面めんに変わる。驪珠が王の私的なお使いを頼たのまれただけと悟り、それ以上言う気力がなくなったようだった。

「まあ、主上からですか？」

　お茶を用意していた女が声を弾はずませる。王がまだ朱明を気にかけていることに一いち縷るの希望を見出したような顔をしていた。

「気にするな。──しばらく、部屋に誰も入れないでくれ。用があれば呼ぶから」

　残念そうな女を部屋から追い出して、朱明は椅子に座りながら手紙の内容に目を走らせる。視線が左端に到とう達たつするまでにたいした時間はかからない。彼は一読すると卓たくにそれを投げ置き、疲れたように息を吐はいた。

　驪珠からもちらりと文字が見えたが、「黎華」という文字を拾ったところで手紙から目を離した。その文字が人ではなく亀かめを指していることは、想像に難かたくない。

「公主宮に行ったんだな。──私がいなくて、黎華さまはさぞお喜びだったんじゃないか？」

「そんなことないわよ」

「何だって？」

「女官たちや主上が朱明に会えなくなって沈しずんでいて、空気が重くて適かなわないって」

　驪珠が首を振った時は意外そうな顔をした朱明だが、そういうことかとすぐに納なつ得とくの面持ちになった。彼自身、青家に充満した負の空気に辟へき易えきしている節ふしがある。

　王に見初められたことを、青家の使用人が知らないはずがない。もしやと淡あわい期待を抱いて浮かれていた時に、主人の捕縛。公主宮以上に重い空気が満ちるのは致し方がないことだ。

「黎華さまは、蒼天さまが犯人じゃないと考えていらしたわ」

　どこかで使用人が聞き耳を立てていたら、勇気づけることができるだろうか。そんなふうに思ったが、残念ながら声の届きそうな範囲に人の気配はなかった。

「そうか……」

　口許に指を押しあて、朱明が何か考える素そ振ぶりをする。今度はあまり驚いた様子ではなかった。

「……時期もよすぎるからな。最初、私も兄上がわざと捕まったのかと思ったくらいだ」

「どうして？」

「私と主上との話を流すために」

　理由でもなければ蒼天が捕まるような真ま似ねをするはずがない。そんな幻げん想そうを、驪珠だけでなく朱明も抱いていたように聞こえた。

「実際、そのおかげで話は止まったからな。流れるのも時間の問題だと思っていた。──が、これが来た」

　朱明が顎あごで卓に投げ置かれたままの手紙をしゃくる。

「さっき見られたからな。今頃家人総出で私の栄えい達たつを祈いのっているかもしれないぞ。私が後宮に入ってしまいさえすれば兄上のことも何とかなるかもしれないと、皆思っているところがある」

　たとえ身元が不確かでも、王の一存があれば入れてしまうのが後宮だ。正妻の座を射い止とめるのは無理でも、まだ朱明が入り込む余地はある。そして一度寵ちよう姫きとなってしまえば怖いものなどない。

「いっそ、本当に女だったらよかったのにな」

　自嘲めいた笑みとともに吐き出されたそれはおそらく本音で、驪珠は息を飲んだ。

「そうして後宮に入ってしまえば、兄上のことだけじゃない。驪珠のことだって、どうにでもできるだろうに」

「だけど朱明は男だわ」

　何か言わなくてはと思って出した声は、自分でも驚くほどきっぱりとした響きを持っていた。下がりかけていた朱明の視線がまた上がる。

「そんな、もしもの話をしたって、何も始まらない。──違う？」

　記憶喪失のふりではなく、本当に記憶がなくなっていたら。

　そもそも、柳家で普通の令れい嬢じようとして育っていたら。

　黒竜党の中にいたとしても、弓なんて握らず、小弓姫なんて異名もついていなかったら──。

　今まで、数えきれないほど考えてきたことだった。そうやって過去のことばかり振り返って、未来のことなど何も考えていなかったと気づいたのは、ごく最近のことだ。

　朱明は驪珠の顔を驚いたように見て、そうだな、と薄く微笑んだ。

「すまない。つまらないことを言った」

「ううん。──言ってもらえて、嬉うれしかったわ」

　驪珠の話をいつも聞いてくれる彼は、あまり己のことを語らない。蒼天が捕縛される前、玄奏に後宮へと誘われたという時も、気にするなと話を打ち切られた。

　──もっと、色々話してもらえるようになりたい。

　いつだって、朱明たちが問題から遠ざけようとしてくれているのは分かる。けれど驪珠は、一緒に問題と向き合えるような──今よりもっと対等な関係になりたかった。

「……話を戻そう。黎華さまは、犯人が兄上ではないとお考えなんだな？　ならば他に心当たりでもあるのか？」

「蔡妃さまが怪しいけど、蔡妃さまとは思えないって」

「何だそれは」

　朱明が顔をしかめる。確かにこれでは要領を得ていないと思い、驪珠は慌てて補足すべき言葉を探した。

「蔡妃さまは、黒竜党を誰よりも恨んでらっしゃるからって。──ほら、敬達さまと一緒に微瑛も逃げたでしょう？」

「そんな話を、黎華さまとしたのか？」

　宮中で黒竜党の話をするとしたら、驪珠にとっては耳が痛いような話になるに決まっている。そう、思ったのだろう。案じるように身を乗り出してきた朱明に、驪珠は肩をすくめて苦笑を返した。

「……蔡妃さまのことだけじゃなくて、黎華さまの黒竜党に対する気持ちも聞いたわ。正直、頭が真っ白になった」

「その割には、ふっきれたような顔をしているが」

「えっ──」

　不思議そうに問われ、驪珠はぎくりと肩を揺らす。

「驪珠？」

　言い淀よどむ驪珠に向けられる朱明の目が、不審そうなものへと変わっていった。

　飛龍に会った。ただその一言を、さらりと告げればすむ話だったのだと気づいたのは、部屋の端から端まで三往復ほど視線を泳がせてからだ。

　──でも、会っただけじゃ……。

　ただ会って話しただけなら、驪珠も特に意識することなく間かん髪はつを容れずに返しただろう。しかし今は、どうしても飛龍の名と共にあの出来事が脳裏をかすめる。

　朱明に知られたくはなかった。けれど、黙っていることが後ろ暗いのもまた事実だった。

　──どうしよう。

　何か言い訳を探すが、思いつかない。しかし開き直って飛龍と会ったのだと今さら告げても、鋭い朱明にはすべてが見透かされてしまいそうな気がして怖かった。

「まさか」

　痛いほどの沈黙を破ったのは、立ち上がった朱明の低い声だ。

「あいつに会ったのか？」

「あっ……」

　どうして、と青い顔で朱明を見てしまう。その反応に確信を抱いた彼が、聞こえるように舌打ちをした。

「やっぱり。それで、何かあったのか？　何を言われた？」

「一緒に、王も公主も黒竜党も関係ないところに行ってしまわないかって、誘われて──」

「──それで、旅立つ前の最後の挨あい拶さつにでも来たのか？」

　大おお股またでこちらに近づいてきた朱明は、驪珠の両肩をがっしりと摑む。顔と顔の近さに既き視し感かんを覚えてしまった驪珠は、彼が先を急ぐように言葉を継いだおかげで、それ以上のことを言わなくてすむことに心からほっとした。

　朱明は、そうだと頷けばすぐにでもどこかに閉じ込めてしまいそうな気き迫はくを驪珠に向けている。これほど強く引きとめようとしてくれている彼の気持ちが嬉しかった。

「違うわ。そうじゃない」

　焦りすら感じられる鳶とび色の瞳を、驪珠はじっと見上げる。

「逃げ道を示されて、逆に、これじゃいけないって道が定まったの」

「……あいつもつくづく報むくわれない男だな」

「え？」

　朱明がぼそっと何かを呟つぶやき、肩の力を抜く。音を拾うことができず驪珠は首を傾けたが、彼は失笑するだけでもう一度言ってはくれなかった。

「でも、それだけじゃないだろう」

　椅子には座らず驪珠の近く、卓のへりに腰かけた朱明が驪珠を見下ろす。責めている口調でも探さぐる口調でもなく、淡たん々たんと事実を述べるような声音だった。
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「まだ何かある、という顔をしている」

「……どういう顔よ」

「そういう顔だ」

　茶ちや化かすように言われ、驪珠は押し黙る。

　飛龍とのこともそうだが、驪珠のことをつけていた兵士たちのことも気にかかっていた。しかしそのことを朱明に告げたとしても、いらぬ心配をかけるだけで──。

「──分かった。今は訊かない」

　口を開くことを躊躇ためらっていると、朱明がため息交まじりにそう言った。

「でも、何か事態が変わったら──手に負えないと思ったら、言うんだぞ。遠慮なんていらないから」

「でも朱明が今、外出するのは……」

「引きこもりは性しように合わない。……それに、最近、驪珠の気持ちが分かるんだ」

　袖そでの中に腕を入れた朱明が苦く笑う。驪珠はただ、小首を傾かしげて続きを待った。

「兄上が捕とらえられているのに、何もできなくてもどかしい。今の私は、何かしたくてたまらないんだろうな」

「朱明……」

「驪珠がまだ言いたくないなら構わない。だけど何かの時は言ってくれ。喜んで驪珠の助けになるつもりだ。それだけは、忘れないでほしい」

　真しん摯しな口調に引き込まれるように驪珠は深く頷く。朱明は微かすかに表情を緩めたが、何かを思い出したのか、またすぐに身を乗り出した。

「な、何？」

　まだ何か、と身構えると、朱明は真顔で念を押してくる。

「だから、間違っても私に遠慮してあいつを頼ったりするなよ。いいな？」

　一瞬ぽかんとその真面目な顔を見上げた驪珠は、今度こそ肩の力を抜いた。










　飛龍は驪珠と別れ、とりあえず潜伏場所へ戻ろうと街中を堂々と歩いていた。義賊臥竜はそれなりに知られた存在であるが、人相書きが出回っているわけではない。白昼堂々行動するのに、何の制約があるわけでもなかった。

　──何をやっているんだか。

　ため息と共に、飛龍は髪をかきあげる。まだ鼓動が速かった。

　衝動を抑えきれずに思わず口づけてしまったあの時、無理やりでも驪珠をここから連れ去ってしまおうと思った。嫌われてもいい。──否、驪珠が嫌がったとしても、どこか見知らぬ土地に行ってさえしまえば、いずれは何も言わずに己に身をゆだねてくれるだろうという考えがあった。

　あのような明確な意思表示が返ってくるなど、微塵も考えなかったのだ。

　髪をかきあげた右の手を飛龍はじっと見つめる。この手で摑んでいると信じていた少女は、自分の知らない間に手からすり抜け、どこかへ羽ばたこうとしていた。

　それを無理やり捕まえ直し、ずっと側に繫ぎとめておくことは、きっと不可能ではない。しかし驪珠の気持ちを考えると、飛龍はどうしても行動に踏み切ることができなかった。

「──ん？」

　青家に向かった驪珠は、今頃朱明と仲むつまじく話しているのだろうか。様子を思い浮かべてしまい不快な気分になった飛龍は、やけ食いでもしようかと懐ふところの財さい布ふに手を伸ばす。──その時に、ようやく違い和わ感かんを覚えて足を止めた。

　──おかしい。

　碧眼を見開いた飛龍は頭を巡らせる。ついで、今まで歩いてきた道も振り返るが、驚きは増すばかりだった。

　それは、気づいてしまえばなぜ今まで気にならなかったのかも不思議なくらい、歴然とした差異であったのだ。

　──人が、いないなんて。

　今まで転々としてきた寒村では、確かに行けども行けども人に出くわさないこともあった。しかしここは違う。王の膝ひざ元もと──国中で、最も栄さかえた場所なのだ。

　中でも飛龍が今いるのは店が並ぶ大通り。しかも夕食の準備のために婦人たちが店を物色する時刻である。確かに何らかの事情で閑かん散さんとすることもあるだろうが──右を見ても左を見ても、踏み固められた道の上に、誰一人としていなかったのだ。

「どうして……」

　思わず声が漏れる。

　食品も、小物も、通りに面して整然と並ぶ品々はそのままだ。店の中には店主が座っていたと思われる粗そ末まつな丸椅子もあるし、客から受け取った銭ぜにが入った小さな壺つぼも残されている。

　試しに八や百お屋やに近づき芋いもを生のまま齧かじってみた。歯ごたえは十分で、火を通していないもの特有の苦い味が口いっぱいに広がる。──白昼夢ではない、と飛龍は思った。

「……まったく、まいりましたね」

　迷った末に芋代を置いて、飛龍は髪をかきあげる。

　人がいない。

　飛龍は驪珠のように気配に敏さといわけではないが、それでも周囲に誰一人として存在しないことは本能で分かった。

　人だけでない。光が消えた目を空に向ける魚はいても、それを狙ねらう野の良ら猫ねこや鼠ねずみはいない。──「生きているもの」が、何一つ存在していないのだ。まるで一いつ斉せいに神かみ隠かくしにあったかのように。

　そこまで考えて、飛龍は苦笑する。

　──はぐれたのは僕ですね。

　表面上は同じの、しかし異なる空間に迷い込んだのは飛龍自身だ。そしておそらくどれだけ走り回ったとしても、己以外の動く影を見つけることはできないのだろう。

　目の前に並ぶ品々を手に取ったとしても、律りち儀ぎに銭を置かなくても──いつかのように王宮に入り込んだとしても、誰も何も言わない。言うべき人など、ここには存在していないのだから。

　──一体、いつから。

　特に物思いにふけっていたわけでもなく、飛龍はごく普通に歩いていた。活気溢あふれる城下の様子に、さすがだと感心したのも覚えている。

　なのにいつの間にか周りから人が消えていた。少しずつではない、と飛龍は考える。おそらく己がどこかに踏み込んだ途端に、一斉に姿を消したのだ。──自分が、気づかなかっただけで。

　そんな状況、普通に考えて気づかないはずがない。

　けれど実際、あの瞬間まで気づかなかったのだ。

「──微瑛」

　動揺しなかった、と言ったら噓になる。しかしすぐに一つの可能性に行き当たったため、その動揺は最小限で抑おさえられた。

　幻術。

　人を様々な形で惑まどわし、時に操り、そして救ってもきたそれを、飛龍は扱あつかうことはできない。──しかし、決して無知なわけでもなかった。

　それらを扱う道士と呼ばれる人間が飛龍の周りには多くいた。そして父親も、ずば抜けた力量を持つ術使いであったのだから。

「いるのでしょう、微瑛」

　確信を込めて飛龍はその名を呼ぶ。すると前方の空気が急に、蜃しん気き楼ろうのように揺らめきを見せた。

　何の変哲もなかった空間からすっと女の姿が現れる。まるで水中に沈んでいたものが静かに水面に浮かび上がってくるかのような様子を、飛龍は静かに見届けた。

「やっとお気づきかい」

　癖くせのある黒髪を靡なびかせた美女が紅べにの引かれた口許に弧を描く。いつも術を扱う際に扇おうぎを用いる彼女は、今日も手でそれを弄もてあそんでいた。

　ついつい視線を向けると気づいた微瑛が片手で扇を開いてかざしてみせる。広がった闇やみ色はしかし、飛龍の記憶にあるものとは違っていた。

「青蒼天に取られてね。──あれは、天正将軍にいただいたものだっていうのに」

　まだ父親が健在で、飛龍は党の跡あと取とりで、驪珠は小弓姫と当たり前のように呼ばれていた時──。才ある道士として早くから一目置かれていた微瑛は、扇を賜たまわるという栄誉を得た。

　黒地に金が散った面。香り高い木で作られた骨。華はなやかにみせる房ふさ飾かざり。

　父が特別に作らせたそれを受け取った時に微瑛が浮かべた恍こう惚こつとした表情を、飛龍は今でもはっきりと思い出すことができる。──それはやがて飛龍の右腕になることを約束されたも同義であったし、逆に言えば才ある道士をそれまできちんとつなぎとめておくための餌えさであった。

「その辺りで適当に買った安物だから使いにくいったらありゃしないよ。もっとも、術はきちんと使えたみたいだけどね」

「そのようですね」

「……まあ、別の意味でひやりとさせられたけど」

　微瑛はため息をつくと、呆あきれを含んだ視線を飛龍に投げかけた。

「永遠に気づかないのかとあたしは気が気じゃなかったよ、飛龍さま」

「微瑛の存在に、ですか？」

　飛龍の目に入っていなかっただけで、彼女はずっと近くで様子を観察していたはずだ。何しろ微瑛はこの空間を管理しなければならないのだから。

　しかし飛龍が微瑛のことに思い至らなかったなら、確かにずっと姿を現す機会を得られずにいたかもしれない。

「それもあるけどね、そもそも周囲に人がいないことにも随分と気づいていなかったじゃないか」

「そんなに長い間でしたか？」

「とりあえずあたしは、あと一周気づかないようなら、何か別の手を打たなけりゃと焦っていたよ」

「……一周？」

　意味が分からず首を傾げると微瑛は聞こえよがしにため息をつく。落らく胆たんや失望というよりは、ただ呆れて物も言えないという視線を向けられ、飛龍は自分が物凄く愚かな発言をした気分に陥おちいった。

「あたしはね、飛龍さま」

　微瑛は腕を組み、幼おさな子ごに難しいことを説明するようにゆっくりと言葉を紡ぐ。

「飛龍さまが、この空間から抜け出せないような術もかけたんだよ」

「つまり？」

「飛龍さまはこの空間を彷徨い続ける。──もっと正確に言うなら、この通りから永遠に出られないってことさ」

「ここを、永遠に……？」

　飛龍は今まで歩いてきた道を再度振り返る。普段なら活気と人に溢れるこの商店街とも言うべき部分は決して短くはないが、類を見ないほど長いわけでもない。端から端まで歩くのに、一体どれだけの時間がかかるというのか。

　──思えば、どれだけ歩いていた……？

　ようやく自分がはまった「術」の全ぜん貌ぼうが見えてくる。それと同時に飛龍は己の足が急に疲労で重くなっていくのを自覚した。足が棒ぼうになっていくような感覚に顔をしかめると、すべてを見通している様子の微瑛は扇で緩んだ口許を隠す。

「東の端に到達したらもう一度西の端に戻る。永遠にこの通りから抜け出せない。──飛龍さまはもう五回、そこの八百屋の前を通ったよ」

「……それは、疲れるわけですね。微瑛も疲れたでしょう？」

　芋を失しつ敬けいした八百屋を視線で示した微瑛は、さすがに飛龍に付き合って五回、この道を通ったわけではないだろう。ぴたりとくっついていなくてもここは彼女の術の中。行動など手に取るように把は握あくしていたはずだ。

　しかしだからこそ、さぞや苛いら々いらしたのではないだろうかと、飛龍は状況も忘れて心から申し訳ない気持ちになった。

「そんなにぼんやりと歩いていたつもりはないんですが」

「上の空とかそういう問題ではないけどね。気づかなかった、それだけだよ。とっとと見破る奴やつもいる。一生気づかないような奴もいる。それはその人の素養で、かけた術者の格にもよるけど、道士に向いている奴ほど早く気づく」

　言って、微瑛は飛龍からそっと目を逸らした。

「……天正将軍の苦労が、あたしは改めて分かった気分だ」

「余計なお世話です、微瑛」

　自分にそちらの方面の才がないことなど、飛龍が一番よく知っている。幼い頃父親が自みずから指導し、そして匙さじを投げたのだ。別の方面で才を開花させたこともあっただろうが、「努力しろ」とすら言われなかったことを考えると、本当に驚くほど才能の二文字と無む縁えんだったのだろう。

「大体、そんな話をするために僕に会いにきたわけではないでしょう。脱だつ獄ごくしたという話は聞いていましたが……武官と一緒だったのですか？　今も共に行動を？」

「まあね。飛龍さまの真似事をしたっていうのはいただけないが、それを除けば随分いい男だよ。──何だい、妬やいてくれるのかい？」

　飛龍はすっと目を細めて微瑛を見み据すえたが、蠱こ惑わく的に笑われ受け流されてしまった。

「脱獄を手伝ってもらったのだとしても、律儀に一緒にい続ける必要はないでしょう。たとえばこうして術にでもはめて、いくらでも離脱できる。何を考えているんですか」

「まあお聞きよ、飛龍さま。──あたしだって色々考えたのさ」

　肩にかかった髪を払い除のける微瑛は、飛龍のことを完全に手中に収め主導権を握っているせいか、とても余裕があるように見受けられる。

　──そうだ、術中にある。

　以前数年ぶりに再会した時、彼女は再三飛龍に黒竜党の党首として立ち上がるように願った。無理やり動かざるをえなくなる状況を作るために、驪珠にも術をかけた。

　けれど一切、飛龍に対しては術の行こう使しをしなかったのだ。こうして見知らぬ空間に閉じ込めておくことも、自由自在に操ることも、驪珠への執しゆう着ちやくを忘れさせることだってできたにもかかわらず。

　それは、そんなことをして党首に祭り上げても仕方がないと思っていたのか、それとも微瑛なりの敬意や矜きよう持じだったのか、飛龍には分からない。──しかしその微瑛が、とうとう術を行使したのはなぜか。

　初めて、飛龍は冷たい汗あせが背中を流れ落ちるのを感じた。

「飛龍さまなら知ってるだろう？　あいつらは、王の首の挿すげ替かえを狙ってるんだって」

「……あいつら？」

　敬達がそれを狙い、また驪珠を巻き込んだことは知っている。同じことを考えている仲間がいることは想像ができるが、実際に面識があるかのような微瑛の口調には引っかかりを覚えた。

「逃がしたのは、誰なんですか」

「青蒼天、だろう？」

　はぐらかすように微瑛が口の端をつり上げる。彼女は露店の台に腰かけると足を組み、並んでいた桃ももを齧った。

　その様子を飛龍は視線だけで追う。疲労のせいか足が重く、動く気になれない。

　──違う、これは。

　足の裏が地面から離はなれない。膝が曲げられない。

　ことごとく運動能力に欠ける中、逃げ足が速いことだけが唯一のとりえだというのに、膝から下が石にでもなったかのようにぴくりとも動かなかった。

「あたしの力を貸してほしいと言われてね。とっとと手を切ってもよかったが、睨まれると青蒼天以上に面めん倒どうな相手だったんだよ。逆に取り入っておけば、とりあえず安あん泰たいだと思ったしね」

　微瑛は変わらない調子で喋り続ける。飛龍は焦りを押し隠し、努めて平静を保とうと試みた。

「……随分と地位が高い相手のようですね」

「敬達の野郎も予想外だったようだよ。──まさかこんなところに味方がいたなんて、ってね」

「予想外？」

「おっと、お喋りが過ぎたようだね。そのうち分かるよ、飛龍さま」

　微瑛は軽く肩をすくめてそれ以上話す気がないことを示す。そして両手を広げて、普段見上げるものと何一つ変わらない空を仰あおいだ。

「王位争い。何とも素敵な響きじゃないか。今が素す晴ばらしい世の中だと言うつもりはさらさらないし、王の交代によって世は良くなるのかもしれないけど──」

　高らかに、愉ゆ快かいそうに微瑛は告げる。

「──数年の間は、絶対に世が乱れるとは思わないかい？」

「それは……」

　玄奏が正統な王位の継けい承しよう者しやとして落ち着いて数年。亀をこよなく愛する彼に統治能力がどれほどあるかは不明だが、とりあえず市し井せいの者にも明白なほど暗あん愚ぐな法を作るわけでも、金を湯水のように使う贅ぜい沢たくをするわけでもない。つまり、民たみからの信望がまるでないわけでもないのだ。

　そんな王を、いきなり廃はいしたらどうなるか。何と言い繕つくろったとしても、反感は生まれるし、官かん吏りの何割かは必ず粛しゆく清せいされるだろう。──社会に影響が出ないわけがなかった。

「民衆は馬鹿だからねえ。世の中が乱れて、新たな王も胡う散さん臭くさいともなれば必ず代わりに縋りつくべき対象を探すだろうよ」

「……そこで颯さつ爽そうと復活する黒竜党ですか。現状を憂うれいた跡取りと、守護神小弓姫が手に手をとって」

　もともと飛龍の父親は社会不安を背景に、しがない一新しん興こう宗教にすぎなかった黒竜党を、義賊とも言うべき世直しの正義の集団として打ち立てていった。

　世の中が乱れていたから、救いを求める人がいて、国家を悪と位置づけ己を正義とできた。──その状態を、微瑛は再び作り出そうというのだ。

「いかにも民衆が好きそうな話だろう？」

「頷かなければ、一生ここから出さないつもりですか？」

「そうだと言ったら？」

「困りますね。小弓姫のいない世界など、存在する意味はありません」

　挑戦的な微瑛に飛龍は臆おく面めんもなく言い放った。ここまできっぱりと言われるとは思っていなかったのか、微瑛がこめかみを揉もむ。向けられる視線が、若干生ぬるいものに変わった。

「小弓姫は相変わらずつれない態度なのにねえ」

「つれない態度を取られただけで嫌いになったりできるほど、簡単な想いではないつもりですよ」

「……何だい、飛龍さま。実は冷たくされる方が好みなのかい？　あたしもそうすりゃよかったのか」

　やれやれ、と肩をすくめる仕し草ぐさこそふざけていたが、声は意外にも真剣だった。

「馬鹿なことを言わないでください」

　本当に次から実行しそうな台詞せりふを、飛龍はぴしゃりと撥はね除ける。

「大体敬達に与しているのなら、小弓姫を黒竜党の小弓姫として再び祭り上げるのは無理でしょう。敬達も蔡妃も、小弓姫を新王の妻にと考えているようでしたが」

「ああ、そうだねえ。憎にくい賊の守護神とも知らずに、彼女も気の毒なことだよ」

　微瑛の言に、飛龍はぴくりと眉まゆを動かす。

　──彼女。

　微瑛は話に聞く不幸な妃きさきとしての蔡妃ではなく、面識のある一人の女を指して「彼女」と言ったような気がした。

　──敬達と共に、蔡妃のもとに身を寄せている？

　敬達を経由し、微瑛が蔡妃と顔を合わせるのはそう難しいことではないかもしれない。しかしそうだとしても気になるのは、先に彼女が口走った「予想外の味方」だ。

「黒竜党のせいで栄光を摑み損ねた。柳家の生き残りならこの口惜しさを分かってくれるだろう──。そう考えているっていうのに、当の生き残りが彼女が恨んでやまない小弓姫。傑けつ作さくじゃないか」

「……話して、ないのですね」

「あたしはぶちまけてやったって構わないんだけどね」

　微瑛は二つ目の桃を平らげると、面倒くさそうに立ち上がった。ゆっくりと動けずにいる飛龍のもとへと近づいてくる。

「まあ、どっちにしたって同じことさ。──どうして離脱しなかったのか。その理由はもう一つあってね、飛龍さま」

　微瑛が正面に立った。きつめの顔が、強い光を湛たたえた瞳が眼前にある。

　動けないならばせめて顔を逸らそうと思っても、もはやそれすらできなくなっていることに、飛龍は愕がく然ぜんとした。

「どんなものだとしても、小弓姫に不利益になる働きかけがあれば、飛龍さまは必ず現れると思ってね。だったら下へ手たに逃げたりせず、渦か中ちゆうで待ってた方が効率的じゃないか」

「…………」

　先ほど驪珠をつけていた者たちと関係あるのかと問おうとしたものの、結局飛龍は言葉を飲み込む。

　否いな、口を開くことができなかったのだ。足元から始まった硬こう直ちよくは、完全に飛龍の身体を飲み込んでいた。口も、視線もぴくりとも動かすことができない。髪の毛の先ですら支配されているような気がした。

　知らない間に暗示にかかったのだろう、とどこか他ひ人と事ごとのように考えてしまうあたり、思考にまでは魔の手は及んでいないらしい。しかしそれも時間の問題だった。飛龍は一体どの瞬間に暗示がかけられたのかすら分かっていないのだ。

「小弓姫や青朱明を見張っていれば、必ず会えると信じていたよ、飛龍さま」

　微瑛は閉じた扇を飛龍の頰に添えて、碧眼を覗き込んできた。

「それにしても小弓姫のことがよほど大切なんだねえ。予想より随分早いお着きだったよ。──さて」

　肩や腕が次々と扇で軽く叩かれていく。触れられた感触はあったが、飛龍はやはり、少しも身体を動かすことができなかった。

　それを確認し終えてから、微瑛は薄く笑う。

「お喋りはこの辺にしよう。ちょっと一緒に来ていただくよ、飛龍さま」

　どこに、という疑問は当然声にはならない。

「飛龍さまの手をとらなかったあの馬鹿な娘を困らせてやろうと思ってね。……これが飛龍さまのためだと、あたしは思うんだ」

　微瑛が黒い扇を広げた時、飛龍の視界もまた、黒く塗ぬり潰つぶされた。
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　眼前で繰くり広げられた光景に、敬けい達たつは今まで物もの陰かげに隠かくれてことの成り行きを見守っていたことも忘れ、ぱちぱちと惜おしみない拍はく手しゆを送った。突然膝ひざから力が抜けて崩くずれた男を複雑な顔をしながら支えた女は、驚おどろいて反射的に振り返るようなことはしなかったものの、忌いま々いましげに顔を歪ゆがめる。

「いたのかい」

「まあね。いいものを見せてもらったよ」

　姿を見せた敬達を、微び瑛えいは棘とげ々とげしい声と盛大な舌した打うちでもって迎むかえた。今の今まで気づかなかったことが不本意でたまらないという顔を見て、敬達は肩をすくめる。

「気にするなよ。素人しろうとにそう簡単に気づかれちゃ俺おれの立場がない。これでも俺は現役の武官……ではもうないか」

　しかし引退したわけでもない。この場合何と表現したらいいのだろうとこの場にそぐわないどうでもいいことを考えていると、微瑛の機き嫌げんがさらなる悪化の一いつ途とを辿たどっていくのが手にとるように分かって、敬達は苦笑と共に口を閉ざした。いい女を怒らせるのは己おのれの信条に反してもいる。

　とはいえ今まで相手をしてきた「いい女」とは一味も二味も違う女は、そんな敬達の様子を見て波打つ黒髪をかきあげながらため息をついた。

「……そんなふうに見張らなくたって、あたしは別に逃にげやしないよ」

「いや、見とれてはいたが、見張ってはないぜ？」

「どうだかね」

　微瑛は疑わしそうな視線をぶつけてくるが、敬達がその現場に遭そう遇ぐうしたのは本当に偶然だった。

　呼びつけられた堅かた苦くるしい宿から早々と脱出した敬達が、これからどうしたものかと悩なやんでいたときに、ふと目についた男がいたのだ。可愛かわいい女の子ではなく青年に視線が吸い寄せられたことに初めは驚いたが、すぐに理由に思い至いたった。──淡たん々たんと歩くその足取りに、意志が感じられなかったのである。

　武人として、足音などに人一倍心を配る生活をしていたからこそ気づけた。その程度の違い和わ感かんではあったものの、他にすることもないのでその男を追ってみれば、彼は街の中心地から人気のない街の外はずれまで、まるで何かに憑つかれたように脇わき目めもふらず一定の歩調で歩いていく。

　やっと立ち止まった時には見知った黒こく竜りゆう賊ぞくの女もいて──。妙みような納なつ得とくと共に、敬達は今まで追いかけてきた人物が、かつて己が罪を被かぶせようとした人物であることを理解したのだった。

「しっかしあんた、一体何をしたんだ？」

　大通りなんてとっくに通り過ぎてしまっている。しかし二人の会話を漏もれ聞く限り、黒竜賊の跡あと取とり息子はまだあの中に囚とらわれているようだった。

　──幻術ってやつか。

　道士と呼ばれる者たちが扱あつかう、不思議な術。幻術と呼ばれるそれは結局のところ暗示の一種なのだと思うが、こうも鮮あざやかに人がかかっている姿を目まの当あたりにすると言葉が出ない。

『力を貸すなら逃がしてやる』

　敬達たちを逃がした彼かの人物は、蒼そう天てんが微瑛の牢ろうを訪れる前に現れ、そう囁ささやいたという。

　だから微瑛もその指示に従って、敬達に術をかけたふりをしたわけだが──蒼天が微瑛を使いたがったわけも、彼の人物が力を欲したわけもよく分かった。

「あんたなんかに答える義理はないよ」

　しきりに感心していると微瑛は冷たく言って、ふんとそっぽを向いた。敬達も彼女が手の内を明かすことなど初めから期待していないので、そうかい、と気のない返事をするだけで特に追及はしない。

　そして敬達は飛ひ龍りゆうの顔を拝おがもうと、微瑛の肩口に力なく伏ふせられている顔に手を伸のばした。

「そいつが危うくなれば小しよう弓きゆう姫きが釣つれると思ってる俺たち。小弓姫が危うくなればそいつが来ると思って待ってたお前。ははっ、面白いな」

「約束通り牢から出してもらったからね。言われた通り捕まえたけど、飛龍さまに何かしたらただじゃおかないよ」

　汚けがらわしい手で触るなと言わんばかりに小こ気き味みのいい音で手を弾はじかれる。共に放たれたその声こわ音ねに、敬達はぞっとした。

　発言通り、報ほう復ふくするだけの力量を目の前の女が有していることは嫌いやというほど見せられたばかりだ。

「分かってるよ。あんたはとりあえず、その男さえ手に入ればいいんだもんな」

　黒竜賊の跡取り、飛龍。

　微瑛がこの男に対し並々ならぬ執しゆう着ちやくを持っていることは、短い付き合いの中でもよく分かっていた。

「……なあ。あんた、どうしてこのまま逃げないんだ？」

　飛龍を捕とらえろ、という指示に、従じゆう順じゆんに微瑛は従った。けれど敬達にはその選択が不思議でならない。

　そもそも微瑛が脱だつ獄ごくを欲した最大の理由は飛龍と黒竜賊にある。その彼が手中に入った今、敬達を術中にはめて飛龍ごとどこかに姿をくらますことなど、彼女の実力をもってすれば至し極ごく簡単なことのはずなのだ。

「あたしだって、さっさと自由に行動したいさ。──でもね」

　ふっと笑った微瑛の瞳に昏くらい色が浮かぶ。もともと明るい表情の女ではないが、今日のそれは特に複雑な想いを秘めている気がした。

「たとえ飛龍さまを連れてこのままとんずらしたとしても、どうせまたここに戻ってくる羽は目めになるんだよ。──飛龍さまが、小弓姫を求めるのをやめない限りね」

「あー」

　飛龍の驪り珠しゆに対する思い入れは、敬達も見て取っていた。その思いの深さは、微瑛が飛龍に対して抱いているものに勝まさるとも劣おとらないようだ。

　──報むくわれないやつらだな。

　浮き上がってきた感想をそのまま口にするような野や暮ぼなことはしなかったが、表情には出ていたらしい。好きに思えばいいさ、と微瑛は投げやりに言い捨てた。

「だからあたしとしては、小弓姫が簡単に手出しできないような所に行ってくれた方が嬉うれしいんだよ。王の妻なんて最高じゃないか。そうすれば飛龍さまだって自分には手を出せないと諦あきらめるか──手を出す力を手に入れるために、黒竜党の頂点に立つか」

「だから、それまでは協力してくれるってわけか」

「ご不満かい？」

「いやいや、とんでもない。それまでは、よろしく頼たのむぜ」

　その先は──。

　微瑛が、王が代わった混乱に乗じて黒竜賊を再起させようとしているのは知っている。使うだけ使って亡なきものにした方がよいのではと進言したこともあるが、敬達の主あるじは放っておけと言うばかりだった。

　黒竜賊という分かりやすい敵を打ち倒すことにより、新しい王権の権威を示せばいいと考えているのかもしれない。微瑛は自分の腕にかなりの自信を持っているが、彼もまた、賊を討うち滅ほろぼす絶対の自信があるのかもしれなかった。

「小弓姫に対する手札として使うんだろ。どこに運べばいいんだい？」

　ぐったりともたれかかっている力の抜けた身体からだを、微瑛は肩に担かつぎ直して問う。とはいえ所しよ詮せんは女の細腕。相当気を張り無理をしているようであったが、手伝おうという敬達の申し出を、彼女は頑がんとして受けようとはしなかった。

「手出しはさせない」

　鋭するどく睨にらみつけ、微瑛は念を押すように繰り返す。

　独占欲というよりは、自己最大の弱味ともいえる飛龍を、人質にされてはたまらないという懸け念ねんからくる行動のようだった。

「そうだね。飛龍さまに手を出したら、とりあえず蔡さい妃ひに洗いざらい喋しやべってやるよ。面めん倒どうなことにはしたくないんだろ？」

「……まあな」

　黒竜賊のことを相当深く恨うらんでいる蔡妃には、小弓姫の正体を伝えていない。もし伝えれば、彼女は絶対に息子の妃きさきに驪珠を据すえるのを嫌がり──敬達たちの計画に支し障しようが生じるのは明白だからだ。

「分かったよ。あの人にもそう伝えておく」

　飛龍を運ぶ場所へ先導するために身を翻ひるがえしながら、敬達は顎あごを引いた。










　風が強く吹いている。

　がたがたと戸板が激しく揺ゆれる音に交まじって自身を呼ぶ声を驪珠が拾ったのは、寝る支し度たくを整え、そろそろ灯あかりも消そうとしている時だった。

　超がつくほどの早寝早起きを心がけている祖父とはすでに就しゆう寝しんの挨あい拶さつを交かわしている。ならば驪珠が部屋に下がった時にはまだ帰宅していなかった枢すう昱いくなのだろうが、彼は最近、自分の部屋に踏ふみ込むことを好まない。

　──こんな時間に珍めずらしいわね。

　不ふ審しんに思いながらも扉とびらを開くと、まだ軍装を解いていない枢昱が立っていた。その神しん妙みような顔に驪珠は目を瞬しばたたかせる。

「お帰りなさい、兄さま。遅おそかったのね」

　酒が入っているふうでもない。蒼天たちの一件もあり本当に忙いそがしいのだろうと、驪珠は眉まゆを寄せた。心なしか顔色も優すぐれないように思える。

「寝るところだったか？　悪いな。睡眠不足は肌はだにも健康にも悪いっていうのに、他の誰でもなく俺が驪珠のそれを阻はばむなんて──」

「──本当にそう思ってるのなら、早く本題に入るべきだと思うわ」

　放置していれば朝までも延々と喋り続けそうな従兄いとこの流れるような言葉を、驪珠はさっくりと切り捨てた。

　聞き飽あきた、というのもあるが、枢昱自身もこんなくだらないことをぐだぐだと喋っている場合ではないはずだ。遅い時間に帰ってきてもよほどのことがなければ仲ちゆう毅きの朝あさ稽げい古こに付き合っている律儀な従兄に、少しでも早く休んでほしかった。

　──それにしても。

　昔は口を挟はさむ隙すきを見つけるのに随ずい分ぶんと苦労したものだが、こうしてあしらえるようになったのは果はたしていつ頃からだっただろうか。ただただ啞あ然ぜんと聞き流していた頃に比べると、随分と打ち解けた対応ができるようになったことが嬉しかった。

「いや、その、な……」

　まだまだ言い足りない続きをぐっと飲み込み、本題をどう切り出すか悩む素そ振ぶりを見せた枢昱は、わずかに言い淀よどんで視線を左右に泳がせた後、意を決したように驪珠の両肩をがっしりと摑つかんで顔を覗のぞき込んできた。

「に、兄さま？」

「驪珠、お前、何か俺に言うべきことはないか？」

　真剣な──鬼気迫せまる、ともいえる表情に息を飲み込む。

　──どれを？

　あれを、ではなく、咄とつ嗟さに思い浮かべたのはその言葉で、驪珠の胸がちくりと痛んだ。

　──朱しゆ明めいの家に行ったこと？

　王に頼まれ、友人の家を訪れたのは昨日だ。朱明とひとしきり現在の状じよう況きようを確認し合った後、青せい家の家人に押し切られるような形で趙ちよう家の近くまで送ってもらった。

　夕食前には帰宅した驪珠を、家の者たちはいつものように王宮から帰ってきたものだと思って出迎えたので、何となく言いそびれてしまっていた。──青家に行った、という真実を告げた時、色よい反応が返ってこないのではないか、と不安がよぎったのもある。

　──それとも、蒼天さまが何か私のことを。

　兄さまには、話してしまおうか。

　友人を疑うことにまいっている従兄を見ていて、驪珠の中にそんな迷いが生じていた。自分が小弓姫であることを明かしてしまえば、蒼天が口をつぐまざるをえない、微瑛を捜そう査さに使った理由が明らかになる。──性格はまったく違うのになぜか仲が良かった二人。その間柄が自分のせいで壊こわれていくのを見るのは、耐たえられなかった。

　とはいえそこが明らかになれば、今度は「小弓姫の存在を隠いん匿とくしていた」という罪状が蒼天に向けられ、驪珠もただではすまないかもしれない。今より状況が悪化するからやめておけ、とは朱明の言だった。

　──でも、蒼天さまが言ったのなら。

　それならば、従兄の口から聞く前に、自分の口で真実を語りたい。

「……驪珠！」

　驪珠があれこれと考えていた沈ちん黙もくを質問への肯こう定ていだと受け取ったらしい枢昱が、天てん井じようを仰あおいだ。ただでさえ絶望的な表情は、揺らめく灯りの陰いん影えいのせいでより深刻なものとして目に映り込む。

　──もういい、何と言われても、目を逸そらさないようにしよう。

　受け止めるんだ。──そう、驪珠は固く心にそう決めた。

「お前、主しゆ上じようとそんな仲だったなんて……！」

「…………はあ!?」

　決意どおり目は逸らさなかった。──否いな、あまりに突とつ拍ぴよう子しのないことを言われて思考がついていかず、逸らすに至らなかったのだ。

　枢昱を凝ぎよう視ししている目は点になっているかもしれない。

「そんな仲って……どんな仲？」

　姉のお気に入り。想い人の友人。──恋文配達人。

　悪印象を抱かれているとは思わないが、玄げん奏そうが自分に抱いている認識なんてそんなものだろう。しかし、他に何かあっただろうかと遠い目をした驪珠の肩を勢いよく揺らす枢昱は、驪珠の問いかけなどまるで聞いてはいなかった。

「くそっ！　黎れい華かさましか警けい戒かいしていなかったなんて何たる不覚！　俺はお前が公こう主しゆ宮きゆうに入るのは嫌だが、後こう宮きゆうなんてもっと嫌だぞ！」

「……何の話？」

「はっ、まさか驪珠、反対されるのを承知ですべてことが調ととのうまで黙だまってるつもりだったのか？　とぼけても無む駄だだぞ！　今日主上に呼ばれてな、お前が来てないのか、お前から何か預かってないのかと訊きかれて！　首を横に振った時の主上の落らく胆たんの表情っていったらもう……！」

「ああ、そういう……」

　ようやく話が読めて、驪珠はがくがくと前後に頭を激しく揺さぶられながら顔を引きつらせた。

「朱明どのを娶めとるのが難しくなった途と端たんに驪珠に手を出すなんて──」

「──心配しなくても、主上は今でも朱明一筋よ」

　むしろ他に心移りしてくれていればどれだけよかっただろう。嘆たん息そくしているうちにようやく肩を揺さぶっていた枢昱の手が緩ゆるんだので、驪珠は隙をついて拘こう束そくから抜け出した。

　──頭がくらくらする。

　世界が回る中、一度部屋の中に引き返した驪珠は、黒くろ塗ぬりの引き出しの、剝はげかけた金色の取っ手に手をかける。そして中のものを引っ摑むと、こんな時でも律りち儀ぎに部屋に踏み込もうとはしない従兄のもとに舞い戻った。

「主上が待っているのはこれよ。──朱明の手紙」

　面倒事は早く片付けたいと言って、一昨日おととい朱明は驪珠の目の前で手紙をしたためて預けてきた。とはいえ、渡す相手は王城の中心にいる。招かれもしていないのに押しかけて渡すのはどうにも気が引け、次に黎華に招かれた時でいいかと思っていた──のだが、王は一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待っていたらしい。

「本当か？　でも、どうして驪珠がそんなものを……」

　従兄のもっともな疑問にどこから説明すべきか頭を悩ませながら、驪珠はとりあえず明日王宮に行こう、と心に決めた。










『ちょっと王宮まで来てくれないか？』

　以前、軽けい薄はくな武官にそう誘さそわれた時は色々と不安に思い、実際に足を踏み入れた時も馴な染じめない、と感じていた。それからたいして時間は経たっていないというのに、公主宮を訪ねることにまるで抵抗がなくなっている自分がいる。

　──まさか、招かれてもいないのに押しかける日が来るなんて。

　王が呼んでいる、と言っても過か言ごんではない状況ではあるが、それでもこうして自発的に足を向ける日が来るとは思っていなかった。城門から中に踏み込めず、門もん衛えいに取り次ぎを頼んでいる自分が新鮮でならない。

「風が強いですから、どうぞこちらの陰かげに。──こんなところをもし枢昱さまに見られたら、我らが殺されてしまいます」

　顔をしっかりと覚えていたらしい門衛は、特に用を問いただすこともせず公主宮に人を走らせてくれた上に、そう言って手招きすらしてくれた。言葉に甘えながら、驪珠は早くも乱れつつある髪を手て櫛ぐしで軽く直す。

　──だから無駄だって言ったのよ。

　盛大な勘かん違ちがいをした誰かさんのせいで眠りについたのは遅かったのに、この吹きつける風のせいで家鳴りがひどく、いつもより早く目が覚さめてしまった。二度寝はせずに起き出したのが間違いだったと今思う。出仕するまで時間に余裕があった枢昱に見つかり、王宮に行くならと着き飾かざらせたがったのだ。

　過去数年に比べて格段に増えた外出。従妹いとこのために買い揃そろえてきた服がようやく日の目を見ることになり嬉しいのは分かるが、風の日や雨の日までこんなふうに整えても無駄ではないかと、つい思ってしまう驪珠だった。

　──どうせすぐに帰るのに。

　手紙の受け渡しは、驪珠が内々に引き受けたことだ。あまり人の手を介かいしたくなかったし、仕事がある枢昱の手を煩わずらわせたくはない。だから、以前朱明が言っていた「食後に必ず王がする〝黎華〟の散歩時間」を狙ねらって来たものの、用がすんだらすぐに帰るつもりでいた。

　ほどなくして、名前は知らないが顔は知っている公主宮付きの武官がやって来る。敬達の時とは違い、ほとんど会話などせずに導みちびかれた驪珠を迎えた宮の主は、すぐに事情を察して女によ官かんに弟を捜さがしてくるように命じた。

　そして報せを受けた王は、最愛の愛あい玩がん動物を引きずるようにして公主宮へとやって来たのである。

「おお、驪珠！　待っておったぞ！」

　嫌味の一つでも言ってやろうと待ち構えていたらしい黎華は、弟のやけに春めいた雰ふん囲い気きに口くち許もとをひくつかせた。一方で、周囲に控ひかえている女官たちは沈ちん痛つうな面おも持もちで上機嫌の王を見ている。

　玄奏は脇目も振らずに驪珠に近づき、両手をしっかりと握にぎりしめると、ぶんぶんと上下に振った。

「よく来てくれた。朱明は元気だったであろうか？」

「はい」

　頷うなずきながら手紙を手渡すと、よほど待ちきれなかったのか彼はその場で読み始めた。それまで長なが椅い子すにゆったりと腰こしかけ、どちらが王だか分からない尊そん大だいな眼まな差ざしで弟を見ていた黎華が、少し興味を引かれた様子でゆったりと立ち上がり、玄奏の背後から朱明の手紙を覗き込む。

　青せい灰かい色の目が弟よりも遥はるかに速い速度で数行を追い──ほどなくしてふいと逸らされた。

「自分が大変な時だというのに、わしの心配をしてくれているとはのう」

「…………」

　朱明が返事を書くのを見届けていた驪珠は、あの黎華ですら沈黙したくなる理由がよく分かった。

　朱明は、罪人の妹などに関わっていては王としての立場に支障が出かねないから忘れてくれ、という言い訳を用いて、必死に別れ話を書き綴つづっていたのだ。

　腕を組んだ黎華が、まるで奇き異いな生物を見るかのような視線を玄奏に向けた。

「前々から思ってはおったが……。そなたの生きる世界は、さぞや幸せに満ち溢あふれておるのだろうな」

「いやいや、そんなことはありませんぞ、姉上。少し前までは〝黎華〟の散歩だけが至し福ふくのひと時であったのですから。──おお、そこの女官よ、紙と筆を貸してくれんかのう」

「なぜここでやる！」

　黎華はそう怒ど鳴なりつけたものの、いくら公主宮の女官とはいえ王に命じられたら従うしかない。不幸にも「そこの女官」であった芳ほう春しゆんが楚そ々そと一礼をした後隣りん室しつに向かう。

　しかしそれほど間をおかず、彼女は女官にあるまじき慌あわただしい足音を立てて舞い戻ってきた。

「──しゅ、主上！」

　女官に求められる典てん雅がさを欠いた行動に、部屋にいた上役の女官が厳きびしい目を向ける。

「芳春、はしたないですよ」

「も、申し訳ありません」

　睨まれ首をすくめた芳春だが、非礼を詫わびてすぐに王へと向き直った。どうした、と玄奏はこてんと首を傾かたむける。

「大将軍さまがいらっしゃいまして。そろそろお越しいただけますか、と大変ご立りつ腹ぷくのご様子で……」

「おお、なんと！　もうそのような刻こく限げんか。忘れておったのう。しかし折せつ角かく驪珠がおるのに手紙の返事が書けんとは、何たる無む念ねん──」

「──いいから行かんか！　こののろまが！」

　拳こぶしを握り込んだ黎華に一いつ喝かつされ、玄奏がようやく亀と共にのろのろと動き出す。部屋に入ってきた時とは違い、今度は〝黎華〟を先に行かせる程度の歩みだ。その上、後ろ髪を引かれるように何度も何度も振り返る。

「ええい、目め障ざわりな」

　たまりかねて黎華がずかずかと歩み寄り、遠えん慮りよなく服の裾すそを引っ張りながら弟を部屋から強引に連れ出した。亀の〝黎華〟は天敵が近づいた途端甲こう羅らの中に身を潜ひそめたので、甲羅がずるずると紐ひもで引きずられる形となる。

〝黎華〟は大きい。だから、その重量もなかなかのものだ。左手は姉に引っ張られ、右手は重い甲羅を引っ張ることになり、玄奏は顔を赤くして頑がん張ばっていた。

　──よかった。

　王には悪いが、驪珠は少しそう思った。玄奏が朱明のように、早々と手紙を書き上げられるとはどうしても思えなかったのだ。

　どれだけ待たされるかという心配に加え、その間にどんどん降下していくであろう公主の機嫌のことも考えると、この状況の方が驪珠にとってはありがたかった。

「姉上、そう焦あせらなくとも大将軍は逃げませんぞ」

「誰があやつの心配なんぞしておるか。別にあやつがいくら待ちぼうけを食わされようとわらわは一向に構わぬ。わらわは、一刻も早く、そなたが、わらわの前から、失うせることを願っておるだけじゃ！　──さあ、行け！」

　控えていた女官たちが、黎華たちの到着と共に精せい緻ちな模も様ようが彫ほり込まれた扉を開ける。開けた空間に向かって、黎華は弟の背中をどんと突き飛ばした。

　公主宮はもともと成長し、後宮に住まなくなった王子用の宮である。だから貴人を世話する女官のために後宮にも通じているが、外がい朝ちよう勤づとめの官かん吏りたちが足を踏み入れることもできる少し特殊な場所となっていた。

　黎華は政まつりごとに関わる身ではないが、それでも公主として官と対面することもある。そんな時のために公主宮では、入口に近い数室のみ、官吏でも立ち入れる部屋として定めていた。

「よくわしがこちらにおると分かったのう」

「女官に尋たずねましたら、後宮ではなくこちらにいらっしゃるとのことでしたので、待たせていただきました。軍議に参加してくださる約束でございましたから。──しかし最近、随分と公主さまと仲がおよろしいようで」

　玄奏のまったく焦りを感じさせないのんびりとした声とは対照的な、淡々とした抑よく揚ようのない声が聞こえてくる。おぞましいことを聞いたと盛大に顔をしかめる黎華の後ろから、驪珠はそっと部屋の中を覗き込んだ。

　後宮と並ぶ女の園、公主宮。黎華が選よりすぐった可か憐れんな女官たちの中で、男の姿はとても浮いてしまう。──付き添そいも含ふくめて数人の男の姿が部屋の中にはあったが、髭ひげを蓄たくわえた壮そう年ねんの偉い丈じよう夫ぶの姿は一ひと際きわ異い彩さいを放っていた。

　──この人、見たことがあるわ。

　実直そうな面おも差ざしに、経験豊かな老ろう練れんな武人たちが放つ鋭い眼光。どこにも隙のない立ち方。よく日に焼けた浅黒い肌と、険けわしい印象を持たせる灰色の髪。

　玄奏が後宮で襲おそわれた後、駆かけまわる武官たちの中に驪珠はこの人物を見たことがあった。焦しよう燥そうを見せることもなくどっしりと構え、報告を聞いていたという記憶がある。

　その時も今日も、身に纏まとっているのは軍装ではなく、位の高い者が着る裾の長い官服であったが、話を聞く限りこの人物が大将軍──董とう孟もう先せんなのだろう。

「軍議といっても、わしがおる必要などないではないか」

「そんなことはございますまい」

　ため息交じりの愚ぐ痴ちに対して、間かん髪はつを入れず律義に、模も範はん的な回答が返される。

「主上あってこその我が国。──しっかりなさらねば、宰さい相しようどのの専横を許しますぞ。それでなくとも、先日永えい皓こうさまを立てようという一派が動きましたのに」

「おお、そうだ。永皓や蔡妃は元気にしておるかのう？　離り宮きゆうの警備、おぬしが直じき々じきに手配しておると言っておったはずだが」

「主上の御み代よにおける不ふ穏おん分ぶん子し。当然のことでございます」

　敬達の一件を受け、大将軍が烈れつ火かのごとく怒っていた──。

　前に黎華が言っていたことを思い出し、大将軍の蔡妃に対する態度も仕方がない、と驪珠は思った。しかし当の玄奏が腕を組んで首を横に振る。

「おぬしは蔡妃や永皓をもっと遠ざけるべきだとうるさいが、永皓は良い子だぞ。何しろ以前、〝黎華〟を素す晴ばらしい亀かめだと手放しに褒ほめてくれたからのう」

「…………」

　泣く子も黙らせそうな大将軍は、どこかずれた王の擁よう護ごにとうとうむっつりと押し黙った。玄奏はその芳かんばしくない反応に、むう、と仏ぶつ頂ちよう面づらを作っている。

「……そなたたち」

　居い心ごこ地ちの悪い沈黙が走る中、ぶつり、と黎華の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた音がした。はらはらとこちらを見守っていた女官たちが、一いつ斉せいに美しい顔を伏せ、怒声に備えて身をすくませる。

「いつまでわらわの宮に居い座すわるつもりじゃ！」

　叩たたきつけるような声は、武官顔負けの声量だった。

　柳りゆう眉びをつり上げながら一歩前に出た黎華は、足を肩かた幅はばに開き豊かな胸を反そらすと、長い人差し指を歴戦の将に突きつける。

「孟先！　そなたもそなたじゃ。この愚ぐ弟ていの面倒を見なければならんことには大いに同情してくれるが、わらわの宮は待合室ではないぞ！」

「れ、黎華さま」

　きっとそんなこと、この真ま面じ目めそうな大将軍は微み塵じんも考えていないだろう。卓にはお茶が出されていたが、すでに湯気などまるで見えないそれに、彼が口をつけた気配もない。

　それでも孟先は黎華の理り不ふ尽じんな怒いかりを、弁べん明めいすることもなく頭を下げることで受け流そうとした。

「まったく。こんなにもむさくるしい連中を引きつれて踏み込んできおって。わらわの可愛い女官たちが怯おびえ──ん、そなた」

　口を挟むことも立ち去ることもできずに、隅すみの方に立って待機している付き添いの武官たち。彼らを見回しながら睨みを利きかせていた黎華は、ある一点で目を留めた。

　驪珠もその視線の先を追う。あ、と小さく声が口をついた。

「──兄さま」

　初めからこちらに気づいていたらしい枢昱は、驪珠の視線に気がつくとにかりと笑ってみせる。しかしそれ以上のことをする気配はまるでなく、上司の前では奇行に走らないだけの理性を従兄がきちんと持ち合わせていたことに、驪珠は思わず感動した。

「ああ……」

　小さく漏れた声を拾ったのか、孟先は驪珠を見て、枢昱を見て、もう一度驪珠を見る。驪珠の素す姓じように思い至ったらしい彼は、固く引き結ばれていた口許を初めてわずかに緩ませた。

「あの高名な従妹どのか。──活かつ躍やくを聞いていたから、もっと活発なお嬢じようさんなのかと思っていた」

「活躍？　驪珠が、何か？」

「公主宮に忍しのび込んだ不審者を弓で撃退した、という報告を受けているが？」

「は、驪珠が、弓で……？」

　困こん惑わくした面持ちで枢昱が繰り返す。

　──いけない。

　小弓姫。

　過去につけられた大層な異い名みようから少しでも印象を遠ざけるために、仲毅は武芸を推すい奨しようはしたものの決して弓にだけは触らせなかった。そして、そんな祖父の心遣いを理解していたからこそ、驪珠は公主宮で弓を握ってしまったことがどうしても切り出せなかったのだ。

　だから当然、枢昱の中で驪珠と弓が結びつくはずがない。

「何だ。公主宮内で隠匿されたこととはいえ、てっきり卿けいの耳には入っているものだと思っていたが」

「いえ、俺は何も聞いては……」

「ほう。口が堅かたいな、驪珠どの。言うなと釘くぎを刺さした武官も喜ぶだろう」

　孟先は灰色の豊かな髭をなでながら、目を細めて驪珠を見た。褒められているはずなのに落ち着かないのは、ひたと見据えるその鋭い瞳が、決して笑っていないからだ。

「それにしたって、驪珠。弓を、お前が？　朱明どのではなく？」

「その、兄さま、私……」

　驪珠が「活躍」と呼べるほど弓を扱ったことが信じられず、今まで何も知らされていなかったことに傷ついている枢昱と、この状況をどう乗り越えるか必死に考えている驪珠。

　あまりのぎこちなさに不審を感じ、大将軍は太い眉を片方だけ上げた。

「何だ、どうした。卿の態度では、まるで従妹どのが弓を扱ってはいけないようだぞ。私はこの報告を受けた時、さすが武の名門趙家。女子にも一通り武芸を叩き込んでいるのかと感心したものだが」

「弓は、その、持たせたことがなくて……」

「──何？」

　孟先の声が一段低くなる。彼はそれまで枢昱に向けていた不審の矛ほこ先さきを驪珠へと変えた。

「わらわが誘ったのよ」

　探さぐるような視線から庇かばうように驪珠の前に立ち、何か文もん句くがあるか、と言わんばかりに黎華が口を挟む。

「確かにそれまでは持ったことがないようであったぞ。わらわと──敬達で指導した」

「しかし、そんなわずかな指導で賊を射いたと？」

　馬ば鹿かな、という表情を隠そうとしない孟先だけでなく、枢昱たち武官も驪珠のことを注視していた。

　──それはそうよね。

　弓にしろ、剣にしろ、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに上達するものではない。不断の努力を重ね、少しずつ身体に覚え込ませ、ようやくものにするものだ。

　驪珠だって、小弓姫として類たぐいまれなる才能があると賞しよう賛さんされてはいたが、毎日研けん鑽さんは欠かさなかった。

　それをしなければ、力が維い持じできなかったのだ。弓から離はなれれば離れるだけ、弓ゆ弦づるを引く力加減、どの角度で放てば的まとに当たるかという緻ち密みつな感覚が、留まるところを知らず失われていく。

「違うんです」

　居心地の悪さを撥はね除のけるように、驪珠は慌てて首を振って口早に続けた。

「射るっていっても、仕し留とめたわけじゃないし、それに偶然で。的を大きく外したら、たまたま──」

「──しかし筋が良くての。瞬またたく間に上達しておったぞ。もっともわらわの教え方が上う手まいというのもあるのだろうが」

　挑いどむような口く調ちようで、むすっとした顔の黎華が後を引き継つぐ。

　──黎華さま。

　初めて弓を持ったのだと──そして自分のおかげで上達したのだと、信じ込んでいる黎華の擁護に罪悪感がよぎった。

「なるほど」

　黎華の言をどう捉とらえたのかは知らないが、くつりと孟先が厳いかめしい顔に笑えみを形作った。

「柳りゆう姓とはいえ彼の名門、趙家の血筋。我ら凡ぼん人じんとは素質が違うのでしょうな。折角の才能。大事にされるがいい。たまたまでも、的に当たらぬ者の方が世の中には多いのだから。──主上も、研鑽を重ねなければ的は遠いですぞ」

「わ、わしか？」

　孟先の連れている武官や、ひやひやと成り行きを見守っている女官たち。彼らよりも更にひっそりと影薄く、部屋の隅に佇たたずんでいた王は、突然旗色の悪い話を振られて亀を抱く手に力を込める。

　──そうか、主上の弓の腕も。

　小弓姫の話を聞いて、弓に興味を持ったという黎華。彼女が実際に弓を握った直接の理由は、不ふ甲が斐いない弟の練習を見たからだという。

　玄げん奏そうが懸命に弓の稽古に励はげむ子供だったとは思えないので、きっと現在の実力も言わずもがななのだろう。黎華は驪珠の腕を手放しで褒めてくれるが、それは弟と比べると格段に素晴らしく思えてしまうからなのかもしれない。

「大丈夫だ、孟先。弓を使えずとも人間は生きていけるぞ。そもそも、そのためにおぬしらがおるのではないか。わしはおぬしらを信頼しておるからのう」

　にこにこと無む邪じや気きに笑った王に、数人の武官がさっと喜びを顔に走らせた。孟先も満まん更ざらではない顔をして、恐きよう縮しゆくです、と頭を下げる。

「では、そろそろ行くとするか。──驪珠、おぬしのおかげでわしは今日一日頑張れる気がする。また絶対に来るのだぞ？　心から待っておるからのう」

「……主上」

　孟先と連れ立ってようやく公主宮から出て行くその背を見送りながら、驪珠は頭が痛くなった。

　──どうして、そういう言い回しを……。

　大将軍がいる手前、蒼天の妹である朱明と未いまだに手紙のやりとりを交わしている、と口にできないのは分かる。しかしこんなふうに熱い眼差しを注そそがれては、従兄でなくとも誤解するではないか。

　女官や黎華は苦笑いするだけだが、枢昱のぎょっとした顔が印象的だった。孟先たちについていきながらも、後ろ髪を引かれるようにこちらを何度も振り返る従兄は、きっと今夜も驪珠に説明を迫るのだろう。

　昨夜のことを思い出しため息をつく驪珠の横で、黎華もまた深々と息を吐はいた。

「ああして並ぶとどちらが王か分からぬな」

「そんなことは……」

　それ以外に返事のしようがなくて驪珠はとりあえず否定したが、普段王よりも遥かに偉えらそうな態度を取る黎華が言うだけのことはある。

　強きよう靭じんな体たい軀くを包むのが官服だとしても、孟先には自信と威い厳げんが溢れていた。

「あの男は下層の出からの叩き上げの武人。だからあまり趙家に対し良い印象は持っておらぬようだが、気にすることはないぞ。──そうじゃ、そなたの家には折角武芸に長たけた者がごろごろおるのじゃ。この際家でも弓を練習すればよい」

　孟先の含みのある言い方がよほど気に食わなかったのか苦い顔をしていた黎華は、ころりと表情を明るいものに変え、またとない名案を思いついたというように手を叩く。

「とりあえずあの弓を持って帰るがよい。丁ちよう度どわらわ、そなたとお揃いであれこれ作らせようと思っておったところじゃ。──芳春、あの弓を持ってまいれ」

　驪珠が口を挟む間もなくうきうきと命じた黎華に、はい、と軽やかに返事をした芳春が身を翻した。










　驪珠はあまり着飾ることが好きではない。枢昱が買ってくるものを可愛いとは思うし、先日女装をしていた朱明は言葉にできないほど素す敵てきだと思った。──けれど、いざ自分が袖そでを通すと、動きにくい、という思いが先行してしまう。

　だから普段、外から帰ってくると驪珠は真っ先に飾り立てられた身を軽くするのだが、今日はそれをすることも忘れ、ただただ手の内にあるものに視線を送り続けていた。

　──持って帰ることになるなんて。

　公主宮に滞たい在ざいしていた時に敬達から贈おくられた、かつて小弓姫が使っていたものをそのまま大きくしたかのような、弓。それが今、己の部屋の中にあることがとても不思議だった。

　──ずっと公主宮に置いておくつもりだったのに。

　仲毅の目に入れたくなくて、公主宮から退しりぞく際、驪珠はこれを置いていくことを望んだ。

　王が襲撃された時は、あれこれと状況を説明させられた後の慌ただしい帰宅だったので弓の存在は忘れたふりをした。後日呼ばれた時は、また来て公主と共に弓の練習をする、という約束の形として置いていった。

　無駄に広い公主宮。弓一つ、置き場に困ることはない。黎華は笑って驪珠の願いを聞き届けてくれた。

　その弓が今、目の前にある。

『……お前は、弓が好きか？』

　早く帰るつもりが黎華に引きとめられ、結局帰宅したのは夕食間近という遅い時間だった。その時はわずかに目を見開いただけで何も言わなかった祖父は、いつもより口数少なく夕食を終えた後、自室に孫娘を呼んでそう問うた。

『好きよ』

　小弓姫として、毎日当たり前のように握っていた時は、好きとか嫌いとか、そんなことを考えたこともなかったように思う。的に当たることが嬉しくて、周囲が喜んでくれることが嬉しくて、そして役に立ちたくて、驪珠は弓を使い続けていた。

　けれども久方ぶりに弓を手にした黎華との稽古。そして、旗を射抜いたあの瞬間──。支配した高こう揚よう感に、驪珠は改めて、自分は弓が好きなのだとはっきりと自覚した。

　そうか、と漏れた呟つぶやき。それは、かつて蒼天の話に乗って囮おとり役を務めることを祖父に報告した時の声に酷こく似じしていて、驪珠の胸を締しめつける。

『わしも剣なしの人生など想像ができん。それと、同じなのかもしれんな』

　周囲の目に気をつけろとは言われたものの、捨ててしまえとは一言も口にされない会話の終わりかけに、仲毅がぽつりと呟いたことがひどく印象に残り、今もまだ頭の中をぐるぐると回っていた。

　──弓なしの人生、か。

　そう過ごすべきなんだ、と思い込もうとしていた。

　けれどこうして弓を前にすれば心が騒さわぎ──躍おどる。

　腕の衰おとろえを感じた時、練習することなどできないのだから、二度とかつてのように本当に自由自在に弓を扱うことはできないのだろうと悲しく思った。だが、気づけば空白の五年間を埋うめるためにどれだけの鍛たん練れんが必要かを考え──そして、更なる上達を目指したいと思っている自分がいる。

『やはり小弓姫には弓が似合いますね』

　顔を綻ほころばせながら誇ほこらしそうに言ったのは飛龍だが、驪珠もそう思う。

　従兄が買い与えてくれた簪かんざし。蔡妃にもらった耳飾り。宮中の女官にも見劣りしない、可愛らしい服──。これらで飾り立てられた自分を鏡ごしに見ても、まるで自分ではないような気がしてしまうが、弓を手にしている姿は自分らしいと思える。

　──そうだ、もっと自分らしく生きていけたら。

　そんな生き方ができたらいいと思いながら、驪珠は腰かけていた寝台から立ち上がった。壁に弓を立てかけ、窓際に寄る。

　どうやら随分と考え込んでいたらしく、仲毅に合わせ早寝早起きの傾向が強い屋敷はもう、しんと静まり返っていた。昼間に聞こえてくる怒声や掛け声が噓うそのように、秋虫の音が辺あたりに響いている。

　──私も寝る準備をしないと。

　頭ではそう考えながら、驪珠は窓辺から離れられずにいた。視線は闇やみに飲まれて何も見えないはずの庭を彷徨さまよい、耳は風が強めに吹いて草木を揺らす音がする中、足音が聞こえないかと探っている。

　──飛龍さまが来るのは、いつもこんな夜だから。

　無意識のうちにそんなことを考えていて、驪珠は首を振った。今、彼のことを思い浮かべると、どうしてもあの口づけも一緒に思い出されてしまう。

　もしも飛龍が闇の中からすっと己の前に現れたら──驪珠は、どんな顔をして迎えたらいいのか、よく分からない。それに、もしかしたらもう、これまでのようには驪珠を訪れないのではないかという疑念も胸の中にちらついていた。

　──寝られそうに、ない。

　少し考えただけで顔が火照る。驪珠が気を逸らすように視線を上げると、夜空に煌々と輝く月が目に入った。

　あの月と同じような美しい髪を持つ少年には、結局このことを告げずにいる。それに対して感じている後ろめたさは、枢昱に様々な隠し事をしている時に感じるものとは、少し違うような気がしていた。

　知られては、いけない。

　それは、何故──？

　風を切る音と共に、頰杖をついた驪珠の顔の真横を何かが通り過ぎていったのは、そんなことをぼんやりと考えていた時だった。

「──っ！」

　反射的に振り返り、驪珠は更なる危険に備えて身を屈かがめることも忘れて絶ぜつ句くする。床ゆかで、深々と刺さった矢が微かすかに揺れていた。──矢羽の色は、闇の色だ。

　矢の揺れが次第に小こ刻きざみになり、そしておさまっていく。

　しばらく息をつめてその様を凝視していた驪珠は、意を決して近づき、そしてひざまずいた。引き抜こうとして手を伸ばし、その矢の様子が以前射られた時とは違うことに気づく。

「矢文……」

　矢羽の下のところに、綺き麗れいに何重にも折り畳たたまれた紙が結ばれている。驪珠は矢を床から引き抜くと、紙を破かないように気をつけながら、結び目を震ふるえる指先で慎しん重ちようにほどいた。

　矢を脇に置き、卓たくの上で折り目を伸ばしながら丁てい寧ねいに紙を開いていく。部屋が薄うす暗ぐらいので灯りを近づけると、そこには力強い男の文字で短い文章が綴られていた。

「これは……」

　小弓姫へ、と名指しされた後に続くのは、ただ一言だけ。

　──表で待ってる。

　差出人の名前など書かれていなかった。筆ひつ跡せきに見覚えがあるわけでもない。けれど矢文の主など、驪珠には一人しか思い当たらなかった。

　──敬達さま。

　ふと床に視線を走らせる。磨みがかれた床に矢じりによってつけられた傷は一か所だけ。──今回の矢は、奇くしくも前回とほぼ同じ場所を射抜いていた。

　──どうする？

　そう心の中で問いかけはするものの、ほとんど迷いなど生じなかった。

　驪珠は立てかけた弓と、黎華がついでにと押しつけてきた矢筒を引っ摑み自室の扉に手をかける。しかし少し動かしただけでもぎいっと木が軋きしむ音がして、思わずその手を離した。

　──そうだ、庭から行こう。

　最初から行く手を阻まれたことで、驪珠の頭が少しだけ冷静さを取り戻す。

　まだ遅い時間ではない。いくら趙家の夜が早いからといって、まだ起きている者もいるはずだ。律義に廊ろう下かを通って門を目指しては、家人に出くわしてしまうかもしれない。

　ついでに枕まくらを使って布ふ団とんを膨ふくらませてみる。扉の方から見てなんとなく人が寝ているように見えるようになったところで、驪珠は灯りを吹き消して庭へ出た。

　──風のある日でよかった。

　強い風に雲が流れていき、月が隠れることなく煌こう々こうと輝かがやいている。しかも草木が常にざわめいているため、足音もかき消えた。

　途中予想外に揺れた木に弓を引っかけた時は焦ったが、それでも無事門まで辿り着き、驪珠は安あん堵どの息をつく。

　──家がこんなに広いなんて。

　部屋は屋敷の中でも奥まった位置に与えられているが、それにしても随分と遠かったように感じる。胸を押さえ、緊張のために上がった心拍数が少しでも下がることを祈いのりながら、驪珠はそっと門のかんぬきを外した。

「──やあ、驪珠ちゃん」

　間髪を入れずにかかった声に、驪珠は右手に顔を向ける。蜜色の闇の中、腕を組みながら壁にもたれかかっている人物がいた。

　庭を通ってきたせいですでに暗闇に目が慣れている。月明かりもあるので、その顔ははっきりと把は握あくすることができた。

「……敬達さま」

　驪珠ちゃん。

　他の人は呼ばない、親しみのこもったその呼び方。もう耳にすることはないだろうと思っていたのに──。

「相あい変かわらず可愛いな。元気だったか？」

　壁から背を離し、敬達は顔の横でひらひらと右手を振る。

　気さくな態度は初めて出会った時と何一つ変わらない。──まるで、驪珠に刃やいばを突きつけたあの夜のことなどなかったかのような、いつも通りの日々がずっと続いていたのではないかと錯さつ覚かくさせるような軽い挨拶だった。

　──気を緩めちゃ、いけない。

　驪珠は心の中で自分に言い聞かせる。

　それでも屈くつ託たくのない明るい笑みを見ていると、つい過去のことなど忘れて気を許したくなってしまう。

　──前だって、気をつけようとは思ってたのにあのざまだったんだから。

　狂気が見え隠れしていた敬達を前に、なす術すべがなかったあの時──。

　朱明はまるで驪珠の心を読んだかのように颯さつ爽そうと天井から降り立ち、刃物を手に敬達に対たい峙じしてくれたが、今回はそれも望めない。

　冴さえ冴ざえとした銀色を目にした瞬間に感じたとてつもない安心感。それが、今日はどんなに待っても得られないのだと思うと、余計に警戒の念が強くなっていく。

　──朱明。私、今度は……。

　元気でしたよ、と今までのように明るく言いたくなる自分を必死に律し、驪珠は敬達を睨み上げた。

　今日の敬達は、当然ながら武官の装よそおいをしていない。身に纏っているのは地味な色合いの服だったが、彼が着流すだけで垢あか抜ぬけたふうに見えるから不思議だった。近衛このえの煌きらびやかな軍装よりも、敬達らしい格好のようにも思える。

　帯剣はしていない。けれど、驪珠同様得え手てだという弓矢はしっかりと携たずさえていた。

　──少し、瘦やせた？

　二枚目ふうだった、いかにも巷ちまたの娘たちに人気のありそうな顔が、多少鋭くなっているような気がする。

　──牢に囚われていたから？

　提供される食事の量が減ったというだけでなく、精神的な影響もあるのかもしれない。驪珠は、今蒼天が置かれている状況を想像し、さっと顔を翳かげらせた。

「おいおい驪珠ちゃん。折角夜空の下に若い男女が二人なんだ。そんな怖こわい顔はやめてくれるとありがたいね」

　無言を貫つらぬいている驪珠に大おお仰ぎように肩をすくめた敬達は、警戒して一定以上あけていた距離に大きな一歩で何の躊ちゆう躇ちよもなく踏み込んでくる。

　恐ろしくない、と言えば噓だった。驪珠の脳のう裏りには今、敬達に動きを封ふうじられ、剣を首筋に押し当てられたあの時の感覚が昨日のことのように蘇よみがえっている。──そしてその恐怖が、彼の動きに対する驪珠の反応を鈍にぶらせた。

「でも何も書かなかったのにきちんと一人で来たのは偉いぞ。逢あい引びきっていうのは──」

「──保護者には内ない緒しよでするものなのでしょう？」

「正解だ」

　ようやく口を開いた驪珠に敬達が嬉しそうに口許を綻ばせ、子供にするようにぽんと頭に手を置いた。

「……何の、ご用なんですか？」

　頭に置かれた手を撥ね除け、驪珠は一歩下がって再び敬達から距離を取る。持っていた弓を知らず知らずのうちに強く抱きしめていた。

　──安心する。

　手を伸ばせば届いてしまうような距離。もし何かされても、弓で応戦できるような間合いではない。そんなことは十分承知していたが、それでも弓を持っている、ということは驪珠の心にわずかな余裕をもたらしていた。

「そう警戒するなよ。俺と驪珠ちゃんの仲だろう？　──あんたに、頼みたいことがあるんだ」

「え……？」

　聞きとれなかったわけではない。しかし、常つねよりは改まった語調で紡つむがれた敬達の言葉に、驪珠はつい声を漏らした。

　──その言い回しは。

　黎華に遣つかわされ、最初に敬達が驪珠に会いに来た時。──あの時も彼は、そう言って頼みごとを切り出した。

「俺と一いつ緒しよに、ちょっと離宮まで来てくれないか？」

　行き先こそ微び妙みように違うが、敬達はかつてと酷似した軽い調子で言って驪珠に右手を差し出す。

　あの時、どういうことだと凄すごい剣幕で友に摑みかかってくれた従兄は、残念ながら今この場にいない。

「離宮……？」

　驪珠は必死に平静を装いながら、鸚おう鵡む返しした。

「公主宮では、なく？」

「違う違う。都みやこの外れに、一つ離宮があるんだよ。貯水池っつーか、早い話が湖の横に、綺麗な庭園とちょっとした離宮がさ。そこに、驪珠ちゃんを──小弓姫をご所しよ望もうな人がいるもんでね」

「まさか、蔡妃さま……？」

　公子宮から出て、今は都外れの離宮に追いやられていると、黎華は言っていなかったか。

　戸と惑まどう驪珠の問いかけに、敬達は月明かりの下、笑っただけで答えなかった。

　──敬達さまは、今も蔡妃さまのもとで……？

　そこには、微瑛も共にいるのだろうか。

　──でも、黎華さまは。

　敬達はともかく、微瑛を蔡妃が逃がすことはないだろう、と言っていた。

　確かめたい、と思って、唇くちびるを引き結んだ驪珠は敬達が差し伸ばしていた手をとった。満足そうに敬達が手を握る。どうせここで首を横に振ったって、力ずくでも連れて行かれるだろう。ならば自分の意思で行くことを決めたかった。

「こっちだ。──馬車じゃなくて悪いな」

　都外れ、がどの程度遠い位置にあるのか、驪珠は知らない。移動手段はどうするのだろうと考えながら敬達の後についていくと、角を曲がったところに馬が一頭つながれていた。

「きゃっ」

　敬達は何の前まえ触ぶれもなく驪珠を軽々と抱きかかえると、馬の背に乗せる。

「黙ってな。飛ばすから舌嚙かむぜ」

　すぐに敬達も後ろに飛び乗り、馬の腹を蹴けった。棹さお立だちになりかけた馬に驪珠は危うく落ちそうになり、たてがみを握る。

　敬達が苦笑して手た綱づなを片方の手だけで持つと、空あいた左手で驪珠の身体を支えた。よくこんなふうに女性と相乗りしているのかと思うくらい、その一連の動作は手慣れていた。

　薄ぼんやりと闇の中に浮かび上がっていた民家が、次々と後方に流れていく。不ぶ気き味みなほど静まり返った夜の街は、驪珠が知っているものとはまったく違う様相を見せていた。

　小弓姫だった時は、馬で、馬車で、こうして宵よい闇やみに乗じて移動したことがある。けれど柳驪珠になってからは、馬で移動はおろか、日が落ちてからこうして家の外に出ることすら片手で数えられえるほどしかなかった。

　だから夜の街をこうして馬で駆け抜けるのは随分と久しぶりで──少し、気持ちがいい。こんな状況でなければよかったのにとため息をついた。

「……微瑛も、一緒なんですか？」

　二人乗りとはいえ、敬達は軽装だし驪珠だってそれほど重いわけではない。それほど負ふ担たんを感じているふうでもない駿しゆん馬めが出す速度は、最近慣れ親しんだ馬車のものよりも遥かに速かった。

　もう自分が王都のどの辺りにいるのかも分からない。そんな頃になってようやく馬が刻む激しい動きに身体が慣れてきたので、驪珠は思い切って沈黙を破った。

　声がわずかに震えているのは、きっと身体が馬に揺られて上下しているからだ、と無理やり自分を納得させる。

「おいおい、驪珠ちゃん」

　斜ななめ後ろに視線を向けると、敬達はくすくすと笑っていた。それが風に舞う驪珠の長い髪が触ふれてくすぐったいからなのか、それとも別の理由があるのかは、残念ながら判断がつかない。

「誰の前でも構わず従妹自じ慢まんを始める誰かさんとは違って、俺は女の前で、別の女の話をする趣味はないぜ？　──まあ、自分の目で確かめればいいさ。ほら」

　敬達が手綱を思い切り引き、これまで全力で駆け抜けていた馬の足が止まる。大きく前のめりになった驪珠の腰にはしっかりと片腕が回されたままだ。

「ここは……」

「立りつ派ぱだよな。もともとは先王だか先々王だかが造らせた行ぎよう幸こうのための仮かり宮みやだったらしいぜ。俺は正直、そのうち黎華さまが乗っ取るかと思ってた」

　言いながら敬達は馬をゆっくりと歩かせ、門らしき場所をくぐる。門の両脇には台に支えられた松たい明まつが赤々と燃えており、少し色あせた朱しゆ塗ぬりの壁と緑の柱を映し出していた。──しかし、ここを守るべきはずの兵士の姿が見えない。

　──蔡妃さまがいるのに？

　正門ではない通用門のようだったが、それにしたって兵士の姿がまるで見えないのは不自然だ。警備の手配をしたのはあの抜け目のなさそうな大将軍だと言っていたのに。

　──敬達さまが、通るから？

　脱獄囚として追われている敬達。まるで彼や驪珠を通すために、不自然に警備に穴が開けられているような、そんな気がした。

「よいしょっと」

　少し行ったところで敬達が馬を飛び降り、恭うやうやしく手を貸してくれる。言われるままに大人しく地面に降り立った驪珠は、慎重に周囲を観察した。

　──人が少ない。

　違う、人ひと気けがないのだ、と思い直す。

　もともと特別なことがなければ人が立ち入らない、都外れに位置する離宮。そして、王宮から放ほう逐ちくされたと言っても過言ではない立場の、死んだ王子の妻とその息子。付き従った女官や武官の数が少ないのは想像ができるが、それにしても、不自然に人を引かせているような──。

　──蔡妃さまは。

　おっとりと笑う、砂糖菓子のような女性。

　驪珠にはどうしても、彼女が策さく略りやくを巡らしどうこうするような人には思えずにいた。

　しかし敬達の時のことを思い出すと、実は蔡妃も見た目とはかけ離れた策士なのではないか、という不安が胸をよぎる。

　──行くしかないわ。行けば、分かる。

　驪珠の考えを読んだかのような敬達の呼び声がする。

「こっちだ」

　待ち人がいるというのなら、まっすぐに奥へ続く長い回かい廊ろうを歩かされるのかと思った。しかし敬達は手招きをし、立ちそびえる本宮とは逆の方向に驪珠を連れ出す。

「あ……」

　園林を抜けると急に開けた場所に出た。最初は草原でも広がっているのかと思ったが、鼻び孔こうをくすぐるひんやりとした水の匂においに、違うのだと気づく。

　──湖だ。

　水際には整然と篝かがり火びが設けられ、水の色を赤く染そめ上げている。一方で遠くに目を転じれば、仄ほの暗ぐらい湖水にはいびつな形をした月がはっきりと映り込んでいた。

「敬達さま、蔡妃さまはどこに──」

　まるで自分を迎え入れるために用意されたような空間だ、というのが驪珠の感想だった。そうでなければ、こうして煌々と火を灯ともしておく必要がない。

　ならば「驪珠を所望している」という蔡妃もここに来るのだろうと周囲を見渡した驪珠は、目に入ったものに息を飲んだ。

「──飛龍さま!?」

　顔は伏せられていてよく見えないが、その人影を驪珠が間違えるはずがなかった。

　手を後ろで縛しばられ、猿さる轡ぐつわを嚙まされた青年が巨木の根元に転がされている。ぐったりとしていて驪珠の呼びかけにもまるで反応する素振りを見せない。

　意識がないだけなのか、それとも──。

　最悪の可能性が驪珠の脳裏をよぎり、さっと全身から血の気が引いていく。

「おっと」

　駆け寄ろうとしたものの、腕を敬達に摑まれ驪珠はその場でたたらを踏んだ。振りほどこうとするものの、力の差は歴然でどうすることもできない。

「敬達さま……！」

　懇こん願がんを込めて振り仰いでも、敬達は無情に首を横に振るだけだった。

「大丈夫だ、別に殺してねえよ。──なあ、勝負しないか？」

「敬達さま、何を」

「勿もち論ろん得え物ものは弓で。商品は、あんたの元婚約者」

　戸惑う驪珠の前で敬達は口許に弧こを描えがく。いつもと変わらない笑みのはずなのに、陰影のせいで凄せい絶ぜつなものに見えた。

「天下の小弓姫と一度勝負がしてみたいと思ってたんだ。ご教授願いたいって、前に言っただろ？」

　冗じよう談だんは、と言おうとした驪珠は、こちらを見下ろしてくる目に喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込んだ。飄ひよう々ひようとした態度に見合う興味をちらつかせたものでも、いつかのように狂気を孕はらんだものでもない。

　真に迫った、その瞳。

　──本気で、私と勝負したがってる。

　余よ興きようでもなんでもない。ただ敬達は、弓を得手とする者の中では伝説に近い位置づけとなっている小弓姫と腕比べがしたいと思っているのだ。驪珠が手を抜かないように飛龍を餌えさに使うのも、本気の表れなのかもしれない。

「──いいわ」

　飛龍のことは気にかかる。しかし彼のためを思うからこそ、頷くしかなかった。

　断るという選せん択たく肢しは初めから用意されていないことを、驪珠はよく理解していた。










「あの小舟、見えるか？　──ああ、随分流されたな」

　どう勝負するのかと問うた驪珠に対し、敬達は地面と水平に腕を上げ、湖の方を示した。事前に準備がしてあったらしい。ぽつんと浮かぶ小さな船の上には、篝火と、いつか黎華の宮で使ったのと同じ、扇おうぎを模した的が置かれていた。

　──遠い。

　目を眇すがめて的を見た驪珠は、予想以上の遠さに息を飲む。

　公主宮で賊を射た時の距離の二倍──いや、三倍はあろうかという距離。当てる以前に届くか否かを心配しなければならないというのに、距離に加え的は不安定な船上にあり、かつ今日は強い風が吹いている。

　──大丈夫かしら。

　驪珠は頭を振って不安を追い出し、やらないわけにはいかないのだと自分自身に言い聞かせた。

　──下へ手たをしたら、飛龍さまの命が危ない。

　飛龍の顔すら知らないはずの敬達が、こうして手中に収めている理由は分からない。けれど今、敬達は蔡妃の──黒竜党が大嫌いだという、あの蔡妃の配下にいるらしいのだ。

　あの浮世離れした夫人が過激なことをするようには思えないが、激情のまま危害を加えられる可能性がないわけではないし、今まで見せた姿すべてが演技という可能性だってある。

　──微瑛がいたら。

　微瑛の行方ゆくえが知れないのが、驪珠にとって痛かった。

　もし敬達と共に行動しているというのなら、少なくとも彼女の目が黒いうちは、飛龍の身の安全は保障されるだろうに──。

　しかし願いに反してどれだけ周囲を探っても、髪の長い、赤い唇が印象的な美女の姿は見当たらなかった。

「当たるまで──いや、外すまでってとこか？」

「……分かったわ」

　どちらかが外すまで交互に射続ける。それが、敬達の告げた試合内容だった。

　ゆらり、と今もまだ揺れている船の正面に立ち驪珠はゆっくり弓を構える。

　──大丈夫。この間、風にあおられて揺れる旗だって射抜いたじゃないの。

　空白の時の中で失ったものは多い。けれど、生まれ持った感覚までは失われていないはずだ。

　──自分を信じるしか、ない。

　驪珠は一度深呼吸をすると、全力で弦つるを引っ張った。

　気づけばほどよい緊張感が身を支配していた。胸がどきどきと鳴っている。しかしそれは、当たるかどうかという不安から来るというよりは、こうして全力で射抜く的があることに対する喜びから来るものだった。

　──負けたくない。

　小さな弓の姫──小弓姫。

　大それた名前を背負う者なりの自じ負ふがある。

　自分が射抜くべき的しか視界に入らなくなるのにたいした時間はかからなかった。自分と、的があるだけで、風の音も、こちらを注視している敬達の視線も、何もかも気にならなくなった。

　頰をなで髪をはためかせる風を読み、的に到達するまでに矢がどれだけ流されるかを目算し──驪珠は、右手を離した。
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「お見事」

　ぱちぱちと惜しみない拍手の音が聞こえ、ようやく驪珠の意識が現実に立ち返る。

「いや、さすが。届かなかったらどうしようとか考えはしたけど、杞き憂ゆうだったな」

　言いながらすでに構えに入っている敬達の腕は、驪珠の何倍も逞たくましい。扱う弓の大きさも違い──当然飛距離にも差が出てくる。

　届くことすら困難かとも思われた的を見事に射抜いた驪珠を見て、敬達の中で何かが切り替わったようだった。見上げた横顔は、いつもの飄々とした態度が噓のように真剣そのものである。

　彼もまた、こんな小娘には負けられないという自分の腕に対する自負があるのだ、と驪珠は思った。

　敬達が手を離すと同時に弓弦が大きく震えた。最近すっかり愛用しているらしい黒羽の矢は、やはり扇型の的に吸い込まれていく。

　──やっぱり、凄い。

　公主宮で指導を受けた時、かなりの使い手だろうとは感じていた。しかし遊びの延長のような指導とはまるで違う姿を目の当たりにし、驪珠は改めて感かん嘆たんの息を漏らす。

　──まるでそう、教本みたいな。

　動きに一切の無駄がなく、すべてが洗せん練れんされている。美しく、そして気持ちのいい射方だと思った。すべてにおいて趙家で時折垣かい間ま見みる武官たちの誰よりも──そう、枢昱よりも遥かに上を行っている。公主の弓指南役に抜ばつ擢てきされたのはだてではない。

　その後驪珠と敬達は、二発目、三発目、四発目と互いに譲ゆずらず命中させていった。的には計八本の弓が刺さっている状態だが、まだ勝負がつく気配はない。

　──待ってて、飛龍さま。

　ぴくりとも動かない飛龍を横目で見てから、驪珠は再び船の正面に立った。肩幅に足を開いて、半身になり、そしてきりきりと弓を引き絞しぼる。

　──次で、終わらせるわ……！

　敬達が外す気配はない。自分だって、外すつもりは毛頭ない。

　埒が明かない勝負に終止符を打つため、驪珠は扇の要かなめ辺りを射抜き、的そのものを壊してしまうことに決めた。

　強い風が吹き抜け、水面みなもが波立ち小船が上下に揺れる。驪珠はこれまで以上に神経を尖とがらせ、奥歯を嚙みしめた。

　その時。

　耳元で、何かがぶつっと切れる鈍い音がした。

「驪珠ちゃん……！」

　集中力が鍵かぎとなるだけに、互いに射る時は邪魔をしない、物音を立てない。そんなことを暗あん黙もくの了りよう解かいとしていたのだが、敬達が耐え切れずに声を上げた。

「そんな……」

　頰に鋭い痛みが走った。限界までに引き絞られていたそれが切れた反動は凄すさまじく、驪珠は裏返りした弓を思わず取り落とし、自身も膝をつく。

「大丈夫か!?」

　敬達が慌てて駆け寄って、青ざめた驪珠の顔を覗き込んできた。本気で心配しているその様子に、やはり悪い人ではないのだと漠ばく然ぜんと思った。

「そんなに、ひどくは……」

　傷口を押さえていた右手に敬達が手を添えて、恐る恐る頰から引き離す。指先にそれほど血はついていない。

　ざっくりと切れた感触でもなかったし、ひどいことにはなっていないのだろう。敬達がほっと息をついた気配がした。

「こればっかりはな……」

　絶対に切れない弦はない。同時に、何百と耐えるか、それとも数十で限界を迎えるかは射手にも分からない問題だった。

　小弓姫と呼ばれていた時代、驪珠も数えきれないほど弦を切ってきたし、弓本体を駄だ目めにしたこともある。だから当たり前のことだったのだが、久しぶりすぎて吃驚びつくりし、頭がついてこずにくらくらしていた。

　それでも視界の端はしには飛龍が映っている。驪珠は頰を押さえながら立ち上がった。

「他に弓があるなら、それで──」

「──いや、もう十分だ」

　飛龍のために試合を続けようとした驪珠を低い男の声が阻んだ。

　敬達のものではないそれに、驪珠は弾かれたように声のした方に顔を向けるが、声の主の姿は目に入らない。

　しかし敬達は相手を知っているようで、驪珠の隣となりでわずかに目礼をした。

　──え？

　篝火の灯りがあまり届かない場所から最初にぬっと現れたのは、癖くせのある黒髪と、きつめの顔立ちを持つ美女だった。

「飛龍さまを懸かけるだって？　そんな話、あたしは聞いてなかったよ」

　吐き捨てる彼女はこちらには目もくれず飛龍のもとにすたすたと歩み寄ると、膝をついて不快だと言わんばかりの勢いで猿轡を外している。

「あの人が、驪珠ちゃんに会いたがってる人だぜ」

　微瑛が出てきた方にもう一人──おそらく先ほどの声の主の気配があった。

　──蔡妃さまじゃないの？

　男の声。そして、微瑛と共にいたという事実。

　蔡妃ではないことは明らかだが、そうなると驪珠に心当たりはない。

「敬達。確かに貴様が言うように、その娘が小弓姫のようだな」

「だから散さん々ざん言ってるじゃないですか。まったく、確かめたいから弓を使わせろとはね……」

「私は自分の目で見たものしか信じないことにしている。──しかし、それで日頃まったく練習していないとは恐れ入るな。全盛期はいかほどのものだったのか」

「あ、なた……」

　暗闇の中からぬっと現れた男を見て、驪珠はゆるゆると目を見開いた。

「何で、何のために……！」

　ここで待っているのは蔡妃だろうと、そう思い込んでいた。しかしもし蔡妃ではないと知らされていたとしても、驪珠は目の前の人物など候補にも挙あげなかっただろう。

　どうして敬達と微瑛を伴ともなっているのか。

　どうして自分をここに呼んだのか。

　どうして──。

「昼ぶりか。柳家のご令嬢」

　実直そうな顔を向け、愛あい想そ笑わらいをすることもなく挨拶をする軍の頂点に立つ男の姿に、驪珠はただ言葉を失っていた。
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　趙ちよう枢すう昱いくはその時、不ふ審しん者しやよろしく従妹いとこの部屋の扉とびらの前で行ったり来たりを繰くり返していた。

「どうする？　訊きくか？　でも……」

　後に控ひかえる軍議のために、大将軍に付き添そって行った公こう主しゆ宮きゆう。そこで王が去り際ぎわに従妹に放った言葉を意味深なものと捉とらえたのは、枢昱だけではなかった。

『朱しゆ明めいどのの一件が流れそうだからな。次は驪り珠しゆどのってのはありえない話じゃないぜ』

『そしたら枢昱、ますます出世街道まっしぐらじゃないか。奢おごってやるから取り立ててくれよな』

　そんなことを口ぐちに言いながら酒を飲ませてくる同どう輩はいたちを振り切って帰宅するなり、枢昱は半なかば無意識のうちに驪珠の部屋を訪れていた。──しかし、声をかける勇気がどうしても出ない。

「俺おれ、しっかりしろ、俺。昨日訊いたばかりじゃないか。今日も訊くなんて、驪珠を信用していないって言ってるようなもんなんだぞ。分かってるのか、俺」

　頭を抱かかえているうちに、時間ばかりが刻こく々こくと過ぎていく。それでも意思の力で誘ゆう惑わくを振り切り、今日はやめておこうと枢昱は身を翻ひるがえした。

　ぎいっと、わずかに背後で扉が音をたてたのはその時だ。

「驪珠、違う。俺はたまたま。そう、たまたま通りかかっただけで……！」

　つい言い訳が口をつくが、振り返ってみれば扉は相あい変かわらず固く閉ざされたままだった。

　──風で軋きしんだか？

　不審に思い扉に耳を近づけると、とたとたと部屋の中を慌あわただしく動く音がする。驪珠にしては珍めずらしい、と眉まゆをひそめると、急に音がかき消えた。

　──寝たのか？　寝たんだよ、な？

　それでも部屋を離はなれられなかったのは、どうしようもなく胸むな騒さわぎがしたからだ。まだ夢の世界へは旅立っていないだろうと、枢昱は部屋の扉を遠えん慮りよがちに叩たたき、声をかけた。──けれど、何度呼んでも返事がない。

　──やめておけ。

　そんな自制の声を無視して、枢昱はそっと扉を押し開けた。真っ暗になった部屋に、廊ろう下かから橙だいだいの淡あわい光が入り込む。

「驪珠……？」

　寝台に目を向ければ布ふ団とんが盛り上がっていて枢昱はほっと息をつき、そしてすぐに息をつめた。

　家人たちならば気づかないであろう不自然さ──布団が微み塵じんも動いていないということに気づいてしまったのは、武人として鍛きたえた観察眼ゆえだったのだと思う。

「おい、驪珠？」

　従妹が年頃になってからは、寝しん所じよに立ち入らないように気をつけていた。しかしいつだったか自分で決めたことも頭から吹っ飛ばし、枢昱は驪珠の部屋に踏ふみ込む。

　どうしようもなく嫌いやな予感がした。

　祈いのるような気持ちで布団をそっとめくり、中にあるものを確かめると枢昱はすぐに身を翻す。まだ抜け出してさほど時間が経たっていないことは明白なので、とりあえず門前を目指した。

「驪珠、家出だなんて……！　はっ、まさか主しゆ上じようのもとに駆かけ込もうっていうのか！」

　どうする、と枢昱は自問する。

　下へ手たな相手が驪珠に言い寄ってきたら、問答無用で叩き切るくらいのつもりだった。だが王では相手が悪すぎる。

「り──！」

　家から転がるように飛び出した枢昱は、外に人の気配を感じ思わず口を閉ざし、いつもの癖くせで気配も消して柱の陰にへばりついた。

「でも何も書かなかったのにきちんと一人で来たのは偉えらいぞ。逢あい引びきっていうのは──」

「──保護者には内ない緒しよでするものなのでしょう？」

　聞こえてきた声に、枢昱は心臓が止まるかと思った。

　──何、だって？

　一人は驪珠の声だ。最愛の従妹の声を、枢昱が間違えるはずがない。

　もう一人は男の声だったが──これもまた、枢昱が間違えるはずのないものだった。

　──敬けい達たつ……!?

　逢引き、という自分にとっては非常に不ふ穏おんな単語が気にならないくらい、枢昱は動揺した。

　どうして敬達がここにいるのか。

　どうして驪珠は敬達の求めに応じ、一人で屋敷から出てきたのか。

　進む会話の先を聞きたくなくて、枢昱は腰こしに帯おびていた剣に手を伸のばした。その男がかつて友人と呼んだ男であることも、今は敵意が見られないことも関係はない。──脱だつ獄ごく囚しゆうである以前に、彼はかつて最愛の従妹に対し刃やいばを向けた。それだけで、枢昱が剣先を向ける動機としては十分だった。

　──待ってろ。俺がまた助けて。

　すらりと刀身を抜き、神経を研とぎ澄すます。頃合いを見み計はからって踏み込もうとした、その時。

「驪珠ちゃんを──小しよう弓きゆう姫きをご所しよ望もうな人がいるもんでね」

　さらりと言ってのけた敬達を切りつけることも、その言葉を否ひ定ていせずに、敬達と連れだって歩いて行く驪珠の背を追うことも、枢昱にはついにできなかった。

　遠くで馬が駆け抜けて行く気配がする。おそらく敬達のものだろうが、追う、という当たり前の考えすら浮かばないほど枢昱は混乱していた。

「噓うそだろう……？」

　振り下ろしそこねた剣を握にぎる手が震ふるえている。

　噓だ、と思いたかった。しかしたちの悪い冗じよう談だんだとは笑い飛ばせなかったから、枢昱は彼らの前に姿を現すことができなかったのだ。

　──驪珠。

　黒こく竜りゆう賊ぞくが滅ほろんだのと時を前後して、趙家にやってきた可か憐れんな従妹。

　ずっと何かを思い悩なやんでいる節ふしがあった。言いたそうにしていたことがあった。

　そんな彼女が、傍はた目めには分からない程度に一線を引いて己に接していることに、枢昱は薄うす々うす気づいていて──気づかないふりをしていた。

　敬達が言ったことがもし真実なら、それらの違い和わ感かんはすべて説明できるのかもしれない。

　それでも──。

「驪珠が、小弓姫……？」

　自分でも驚おどろくほど頼りない声は、ただ星々が瞬またたく夜空に吸い込まれていった。


了　









あとがき










　こんにちは。布団にもぐりこんで必死に警備をするには暑い季節になってきて、悲しくてたまらない文ふみ月づきです。




「次なんですが、新人賞フェアの関係で７月です。ずらせません。落とせません」

　担当さまからこのように、結構早い段階で言われていました。なので、「それでもやらかしちゃったらどうしよう」とビクビクしながら執筆していたのですが、無事に間にあって本当に良かったです。

　担当さま。「終わりません」「頑張ってもどうにもならないことってあると思うんです」というひどい内容のメールを連発したのに見捨てないでくださって、感謝の言葉もありません。椎しい名な先生。今回も素敵すぎる表紙でした。なんか見ていて「ああ、頑張ろう」って気分に物凄くなりました。その他出版に関わってくださった方々、そして何より手にとってくださった皆さまのお陰で、こうして無事に三冊目をお届けすることができています。本当にありがとうございました！

　ところで、今回の表紙絵では飛ひ龍りゆうが大きくなりました。でもそんなことより（ひどい）枢すう昱いくですよ、枢昱！　彼がとうとう表紙に登場いたしました！　このストーカーみたいなポジションがたまりません。

　枢昱といえば、先日友人とこんな会話をしました。





私「この話の中から選ぶならさー、枢昱だよね。安あん泰たいだし」

友「当然だよ。ていうか、朱しゆ明めいとか飛龍だと逃亡生活でしょ？　絶対嫌だよ！」

私「あー、でも安泰っていう意味なら主上もか」

友「え、嫌だ」

私「なんで？」

友「後宮なんて危ないじゃん！　毒殺とか嫌だよ。平和に暮らしたいよ！」

私「確かに。やっぱ枢昱だよねー」






　という結論に達したので、次巻は枢昱一発逆転編、『小しよう弓きゆう姫き─漁ぎよ夫ふ之の利りの予感─』をお送りしたいと思います。どうぞお楽しみに！　（※情報は変更になる可能性が多大にございます）





文月　更さら





















小しよう弓きゆう姫き




─憂ゆう愁しゆうの佳か人じん─








文ふみ月づき　更さら
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